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なお、本書の内容は’95年10月発売の車両を基に作成してあります。車両の仕様変更等により今後 
の車両と内容が一致しないことがありますので、あらかじめご承知おきください。今後、仕様変更 

などがあった場合には、テクニカルインフォメー ションその他でご連絡いたします。
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1—1 本書の見方

——説明範囲-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

本書は丑(：1；を備えた電子制御装置について、主に電子制御系の故障診断方法について説明してあり、故障部 

位の修理を行なう時の脱着、交換、分解、組立て、点検、調整等の作業要領は、別冊の「整備解説書」を参照し

て下さい。

故障診断方法は、スバルセレクトモニタ、サーキットテスタおよびオシロスコープを使用して実施する 

トラブルシューティングを説明しております。

くスバルセレクトモニタを使用して故障診断のできるシステム〉
^巳，
^日〇ソ丁システム 

，八巳3システム

説明内容の見方

本書は各電子制御装置を編別に分けて説明しており、編目次と編別の細目次によって該当箇所を検索してくだ 
さい0各編の故障診断（トラブルシューティング）方法の説明は、

トラブルシューティングの実施の順序で記載してあります。

く準備品〉
作業前に準備しておくべき専用特殊工具，計器（3丁)、市販の汎用工具，計器を各システム毎に一覧表6；

まとめてあります。ただし、 般整備工場に常備されている工具については省略してあります。

サ—雩ットチスタ 
(アナ〇グ，イプ）

す-等ツト于スタ 
(デジ，ルタイブ）

爹ストリード1 
ヮニ〇クリッブ

601)人出ガ谌，や制鶼データを 

そニダし.不具合果映の沭醣を 

行う.

各霣圧，叻鷗抵抗の澜定

くシステム概要〉
システム全体の制御内容や機能の概要を説明してあります。

〔1〕システム全体図 

〔2〕システム構成表
〔3〕入出力図…… 

〔4〕入出力電圧値
〔5〕フェイルセーフ機能

センサ、只011、アクチュエータのつながり、配置を説明。

各出力信号と制御機能の関係の一覧表。
各入力信号—ぢ01；—各出力信号の関係の簡略回路図。 
五(：1；各端子の入出力電圧値の一覧表。
フヱイルセーフ内容を説明。



本書の見方

回路図およびコネクタの見方

回路図やコネクタの見方は基本的には電気配線図集（別冊）を参考にしてください。

本書では、この電気配線図集から各電子制御システムのトラブルシューティングを実施する時に必要な回路図 
を簡略化して分かりやすく記載してありますが、コネクタ番号や線色などは、電気配線図集に対応させてありま 
す0

ぐ回路図の見方ン

コネクタ番号

この番号は、電気配線図集と共通巻末 
のコネクタ配置図からコネクタの車両 

取付位置が探せます。

60八

<2125 丨(3スイッチ

し

£00
15

N0.17

し6

5丁 八。(:
8 〇 ？ 9

八。(： 6 6
31
16 〇
8 6

8「奴
〇「ガ
0「8

0「8
〇げ
0「

8

ブロアフアン 
モータ

フロアフ7ンレジスタ

ブロアファンスイッチ

由

、リレーの表わし方

コネクタの方向ガイド

コネクタ端子番号は、この矢印の方向 

から見た番号を記入してあります

回路図はすべて電源〇ドドの状態 

で表示してあり、3…、リレーも 

すべてシステム〇卩卩の状態でし 

めしてあります
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本書の見方

用語，シンボルマークの定義

点検、調整時の許容範囲を表す値または 

作動伏態の判定を示す。

注意 重要作業や危険作業の要注意事項を示し
ます 〇

く参考〉作業を容易にするための捕捉説明。

ぐ注記〉用語、仕様、説明文等に対する捕捉解説。

サーキットテスタ 

電圧測定
㊉㊉：㊉側テスト棒の指定

1 1 サーキット
麵デスタ

1 1 抵抗測定

九

テスト棒の差し込み方向または、 

コネクタの端子配列の表示をセン 

サ、コイル等、部品単体側に向って 
見ていることを示す。

テスト棒の差し込み方向または、 
端子配列の表示をボディハーネス 
側に向って見ていることを示す。

ハ^!

オシロスコープ

オシロスコープ用プローブ

—用語の説明-----------------------------------------

八-ァンペァ（電流）

八し丁 オイルタネータ 

8八丁丁バッテリ

E^\^ エレクトロニック コントロールユニット 

已(:ソ丁エレクトロ コンティニアウスリィバリア

ブル トランスミッション 

巳^131エレクトロニックマルチポイント 

インジェクション 

卩し ヒュージブルリンク

1(3 イグニション

问八 ナチュラルァスピレーション（自然吸気） 

N0 ノーマルクローズ（リレー）

N0 ノー マルオーフン（リレー)

3日ド スロー ブロー ヒューズ

30 スーパーチヤージヤ

33^ スバルセレクトモニタ 

3丁 スペシャルツール（特殊工具）

3\^ スイッチ

V ボルト

0 オーム（抵抗）
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〔1〕基本作業 点検整備時の注意

(1)バッテリ端子を外す場合
,バッテリ端子を外すと丑〇1；内の記憶が消去されるものもあるので、むやみに取外さない。

⑵10 3…を〇にしたまま、または、エンジン回転中にバッテリ端子を絶対に外さない。
特にエンジン回転中は、オルタネータから大きな逆起電力が発生し、丑01；等の電子部品を破損する可能性 

がある。
(3) 各センサや瓦01；のコネクタを外す時は、必ず10 3…を〇ド卩にしてから行うこと。瓦〇11を破損すること 

がある。
(4) エンジン房内の各センサのコネクタやエンジン側とボディ側のコネクタは防水タイプになっているが、雨 

天下の整備や洗車時には水が侵入しないよう注意する。
(5) 電子制御装置の関連部品はどれも精密部品であるので、落下等による大きなショックを与えないこと。

(6) 無線装置（無線機や自動車電話等）を搭載する場合は次のことに注意する。
① アンテナおよびフィーダ線は、電子制御装置の丑01；や入出力信号のハーネスからできるだけ離して配線 

する。
② アンテナのマッチングをよくとる。

③ 大出力の無線機を搭載する場合には、特に上記①、②に注意する。
(7) フューエルホース、フューエルポンプ、フューエルインジヱクタを脱着する場合は、燃圧を下げて 

から行う0
燃圧は、ヱンジン停止後も高く保たれているので、この伏態でホース等を外すと高圧の燃料が噴出し危険 

である。ホース等を外す場合は、予めフューエルポンプのコネクタを外してエンジンを4〜5回クランキン 
ダして燃圧を下げる0もしエンジンが始動した場合は、エンストするまで回し、さらに約5秒間ごとのクラ 
ンキングを何回か行う。

一ーコネクタの分離------------

，コネクタ本体を持って外す。 

(ハーネスを持って引張らない)

ロック付コネクタば必ずロックを外してから行う。 

く ロックを引上げて解除する例〉

，コネクタは十分に差し込むこと。ロック付カプラは くロックを押して解除する例〉
パチンと音がするまで完全に差し込む。
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トラブルシューティングの進め方——基本作業

テスタ棒の差し込み

テスタ棒 ミニテストリード

-コネクタにテスタ棒を差し込む場合は、基本的には後方より行う。 

-端子抜け防止用コネクタは、抜け止めを外してから行うか、ミニテ 
スタ棒（細い）を用いて行う。

-防水コネクタなど後方より差し込めないものはコネクタを変形さ 
せないように前方より注意しながら行う。

#ハーネス抜け止め用のブレートを取外す必要がある場合は、コネ 
クタを分離してから注意して行う。
(むりやり行なうと再使用できなくなる）

国ハーネス、コネクタの接触不良点検要領

接触不良について……端子部に锖の発生、異物の混入やオス側とメス側の接触圧力の低下等による接触不良が多
い。また、注意しなければならないことは、コネクタを一度脱着することにより接触伏態 
が変わり、“異常なし”となることがあることである。したがってトラブルシューティン 

グの際、ハーネス、コネクタ点検の結果が正常であっても不具合頊象がなくなっていれば 
そのハーネス、コネクタが原因であると考えられる。

目視、接触不良点検
① ハーネス、コネクタを上下、左右に軽くゆすり、電圧値ま 

たは抵抗が変わる箇所を探す。
② かしめ部で、ゆるみや損傷がないか、また、コネクタへの

停止伏態を点検。
く参考〉ハーネスを軽く引っ張り、抜けなければよい。

③ 両端のコネクタを切り離す。
④ コネクタ端子部に锖の発生や異物の混入がないことを目

視点検。
⑤ コネクタ端子のオス側と同じものを用意してメス側に差 

し込み、引き抜く。
く参考〉他のコネクタと比較して抜く力の小さいコネク

夕は接触不良の可能性がある。



トラブルシューティングの進め方——基本作業

計器による診断、点検要領 

'サーキットテスタによる診断、点検

スロットルセンサ

吸気温センサ

(1)電圧測定（測定レンジ〇〇 V〉

各端子に㊉側のテスタ棒を接続し、ボディアース側（または 
丑011のアース端子）に㊀テスタ棒を接続して測定0

(2)導通点検（測定レンジ0)
ハーネスやコネクタの断線またはショートの有無を抵抗を測 

定することにより行う。

注意 かならず両端のコネクタを分離して行う。 
(他回路からの回り込みを防止する）

断線点検（〇乂IXレンジ）

両側コネクタの該当端子間の抵抗を測定。

基準値
断線あり 以上（導通なし）

断線なし 00 (導通あり）

絶縁点検（〇乂IXレンジ）

コネクタ該当端子〜ボディ間（ボディショート）または両側コネ 
クタの該当端子間（線間ショート）の抵抗を測定。

基準値
ショート 0 0 (導通あり）
ショートなし 11^10以上（導通なし）

(3)抵抗測定（測定レンジ0)
センサやソレノイドバルブ等の固有抵抗を測定し、部品の良否 

を判定。 ，
注意

固有抵抗に合った測定レンジを選択しないと測定誤差が大 
きくなる。
測定レンジを切替えた時はかならずゼロ調整を行う。
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トラブルシューティングの進め方----- 基本作業

スバルセレクトモニタによる点検--------------- ------------------------------------------------------------------------ -

電子制御装置の丑〇1！内の入出力信号データやトラブルコードを 

直接モニタして故障系統を診断。
く特長〉
，専用コネクタに接続することにより走行しながらの測定が可能。

-1か所（運転席、助手席、車外）で各種データを点検できる。
-入出力信号系統の断線、ショート、経時変化による特性異常が判 

別出来る。
ぐ診断〉

-入出力信号データと制御データは本文中の基準データを参考にし 
て、特性不良、ハーネスの断線、ショートを判定。

-トラブルコードをモニタして「トラブルコードに基づく点検」の 

トラブルシューティングを実施。

ぐ参考〉

車両正常時のデータがあればより正確に判定できる。

(納車点検時、定期点検時を利用してデータ取りを行ない保存させ 
ることをおすすめする。）

オシロスコープによる点検--------------------------------------------------------------------------- --------------------

入出カイ吕号の信号電圧波形をオシロスコーフに表不し良否を判 
定。
ぐ診断〉

単純な波形の比較だけでは誤った判断をすることがあるので、 
点検のポイントや標準波形例を参考にして判定。

く入出力信号の取出し方〉

直接プロー ブを信号用端子に取付ける。
^#1

くセレクトモニタ使用可能なシステム〉

電子制御装置 カートリッジ番号

システム

498345900已〇从丁システム

八53システム



トラブルシューテイングの進め方——トラブルシューティングのステップ

〔2〕トラブルシューティングのステップ

不具合に対する感じ方は人により多少異なる 

ため、お客様がどのような現象に不満を感じて 

いるかを明確にしておくことが大切である。（聞 

きもらしがないよう問診表を利用のこと）

問珍のポイン

何が
いつ

，，車種、ヱンジン型式 

日時、発生頻度
どこで道路状況
どのような状態で.^走行状態、環境
どのようになった...現象

問診だけでは車両の伏態を把握しきれない場 
合が多く実車確認により不具合を再現させて伏 
況を分析する必要がある。不具合を再現できな 
い場合はお客様に発生の状況を確かめて特定の 
条件下で確認する必要がある。また、再現性の 
乏しい不具合等では、ハーネスなどを手で動か 
しながら確認し、接触不良等がないか確かめる 
必要がある。

機械系の不具合か電子制御系の不具合かを大 

きく絞り込むために電源や電子制御系以外にっ 
いて基本的な機能や取付け伏態を点検。

セレクトモニタやセルフダイアグノーシス 

機能を利用して不具合系統の絞り込みを行なう。
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トラブルシューティングの進め方——トラブルシューティングのステップ

心レ1〇
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2 问八一システム

今回、新規採用のX入-システムのみ記載。

継続車の3¢：-システムは、既刊の新型車解説書.整 

備解説書を参照下さい。（ただし、セレクトモニタカートリ

ッジはNA- と共用の498345900を使用する。）

2- 1 準備品......................................................... 2—2

2 — 2 システム概要........................................... 2-3
〔1〕システム全体図......................................... 2—3
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2-1 準 備品
%

3 丁

①

②

スバルセレクトモニタ

キット49830 7200

スバルセレクトモニタ用

カートリッジ498345900

£011入出力信号や制御データをモ 

二夕し、不具合系統の診断を行う。

サ—干ット 丁スタ 
(アナログタイプ）

サーキットテスタ 
(デジタルタイプ）

テストリード線 
ワニロクリップ 各電圧、回路抵抗測定

オシロスコープ系が—ブ
各信号波形観測

計器

燃圧計 燃料圧力測定用

バキュームゲージ（負圧計) IXマニホールド負圧測定用

夕ーミナル圧着べソチ コネクタ端子の修理

工具

聴診器（サウンドスコープ) インジェクタ作動音点検用

クリップコード（このようなコードを自製しておくと、点検時に便利)

その他
点検時の回路ショートや電源供給 

時に使用。

2 2
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〔1〕システム全体図

システム概要

问八一システム全体図

スロットルセンサ

車体フレー厶

エアクリーナ

し

』はし^ 2ウェイバルフ

キャニスタ

コンブレッサ

車速センサ

エアコン5…卜

丨3〇バルブ ^

1

冬

—一義，，
1

！ 1瞻 1
II

1
1
1 -------

1

フユーエルホノプ

こ71ー リレー
フューエルポンプ

6 --------
一 画 ジュ——ェル 

フィルタ

フューエルタンク
センサ

垂暴I 画

姐-々
6

吸気温センサ
コレクタチャンバ’

I #
，「卜 一— 一 1 

———― 圧⑶ ディストリビュータ 
(クランク角センサ内蔵）

！ ！

メインリレー 

点火コイル八丫 \

コンデンサ
触媒

: 〇 : ^水温セニ

プレッソヤ 
レギュレータ

Xクタ 
水温センサ

“センサ

零

し. 」

電気経路 
空気経路

-燃料経路 
I冷却水経路

2-3



シスァ厶概要 シスァ厶構成表

〔2〕システム構成表

凶

分

構成部品

燃

噴
射

機能 1

点 ァ 
火イ 
時 ド 
期ル 
制回 
御転 

数 
制 
御

フ
ユ

1
エ
ノレ
ポ
ン
プ
制

エ
ア

御

自
己
診
断
制
御

ラ

エ
1

夕
フ
ア
ン
制
御御

入

力

信

ン
サ

へ、、/ビ5、ノコ0卩'入7 -

乙〇 へッドランプの点灯（口ービーム）を検知する0 〇 〇
ヽノ广フノノ 〇ソ乂

N1 へッドランプの点灯(ハイビーム）を検知する。 〇 〇

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇 〇

エアコン信号 エアコン3界の作動を検知する。 〇 〇

クラッチ信号氓(:V  丁車のみ） 電磁クラッチが結合伏態になったことを検知 
する。 〇 〇

ヒータブロア3… ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

スロットルセンサ スロットルのバルブ開度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

車速センサ〔リード3冒〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ディストリビュータ クランク角
センサ クランク角を検出する0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する0 〇 〇

水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 0チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パヮスァ用圮01； パワステの作動を検知する。 〇

八83用E^\] 八83の作動を検知する。 〇 〇 〇 〇

制御部 用 各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し ^ 

出力する。 ^ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

出

インジニクタ#1、#3 #1、#3気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ#2、#4 #2、井4気筒への燃料噴射を行う。 〇
力
信
号

ア
ク
チ
ユ
エ

)
夕

フューエルホンフリレー フューエルポンプの作動を制御する0 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。 〇 〇

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇

コンプレッサリレー エアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

チェックエンジンランプ エンジンの異常を警告、及びトラブルコードの 
表示を行う。 〇

ラジエータファンリレー ラジエータファンの作動を制御する。 〇



システム概要——入出力図

エアコン3… 八/〇リレー(1)

車速センサ 車速センサ信号 08

〇:センサ信号

獄ク角
クランク角センサ信号

58

㊉ ^
；6 6

クラッチ信号（巳(：VI車)

5 8

丫し

パワステ信号 ¢5 丫

八巳3信号 ブレ7キ3以
〇— 〇丫

吸気温センサ信号 乳

水温センサ信号

スロットルセンサ信号

圧カセンサ
圧カセンサ信号 丫〇

E¢V丁 車 冗V丁/[^丁識別8 斧

センサ系アース
8(3

1？
1〔

25

31

28

34

47

11
22
37

15

〔3〕入出力図

问八 一1円システム入出力図

1^1

^0^

圧(:VI

〇2センサ

ノ，

セレクトモニタ

#1.3.インジエクタ 

-#2.4.インジエクタ

〇㈠巳〇に已问〇丨问巳ランプ

〉 〇------ 八/(:リレー（3)

-0 0- フューエル
^505^ ポンプリレ

制御アースへ

バックアップ電源

リードメモリコネクタ

テストモードコネクタ

—: し9以

日01)電源

0コイルへ 只

メインリレー 
セレクトモニタ ー

メインリレーアース 

セレクトモニタ受信

8

巳闩

へッドライトし〇…信号 闩8

ドライト3ガ

卩デフォッガ3^ 

ヒータブロア3…

へッドライトド'19卜信号 湖

闩デフォッガ信号 8し

ヒータブロア信号 8^

0-

17

12

13

21

19

35

48

24 43
23

36 45

39

40 4厶

闩8 セレクトモニタ送信

〇丫
(3し

9

し丫
エアコンコンブレッサ出力

し8 フューエルポンプ出力

33
46

！ =3
-0 〇-

(3巳 777-
ラジファン出力 ， 一000 ^

！

)

32

0 13〇信号㊉
^I3¢バルブ

0 丫 130信号㊀

丫闩
点火出力

闩丫

5ソ電源

イグナイタ

圧カセンサ、 
スロットルセンサ

I

①〇リ側端子配列）

巳し パワー系アース
匕し ハ1 ノー米/ —ス 1
巳 制御系アース 了

巳 制御系アース I

8 V 点火系アース I

15？

パワス“

水温センサ

既トル

囹哂的明哂囤旧捆明泡田西羽田涵泡03现函函纽这

〇
 

 ̂

I 
5
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システム概要——入出力電圧値

〔4〕入出力電圧値

只18

(11)

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1 |
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 -

電圧測定端子
――^

コネクタ

N0.
点検系統

電 丨土 | 値
備考

端子
N0. 線色 ぬ挪〇細/〇停止） アイドリング

1 — (空）

2 尺 E^^]電源 入力 12ゾ

3 ¥0 圧カセンサ 入力 約4,4ン 約1，8ン

4 观 水温センサ 入力 20。。: 3ゾ、80 〇0 : 0,8ゾ

5 — (空）

6 只 スロットルセンサ 入力 スロ ットル全閉時：IV以下、全開時： 3.5〜45ソ —

7 02センサ 入力 約〇別 〇〜1V(フイードバック中）
——

8 38 クランク角センサシールド 入力 〇ゾ

9 クランク角センサ（一） 入力 〇ゾ

10 クランク角センサ（十） 入力 〇ソ 電磁ピックアップ波形 丑/⑵回転で13パルス

只16

11 制御系アース 出力 〇ソ 1
12 观 バックアップ電源 入力 12ゾ

13 只 丑〇11電源 入力 12乂
-…-

14 5 V電源 出力 5，1乂
圧カセンサ、ス〇ッ 

トルセンサの電源

15 センサ系アース 出力 〇乂

16 テストモードコネクタ 入力 テストモードコネクタ接続時： 〇ゾ、分離時： 5ゾ

17 リードメモリコネクタ 入力 リ--ドメモリコネクタ接続時： 〇ソ、分離時： 5ソ

18 82 〇2センサシールド 入力 〇从
................. .... ...............

19 丑尺 セレクトモニタ受信 入力

20 尺8 セレクトモニタ送信 出力 ―1こ二」
21 3 メインリレーアース 入力 〇乂

一一

22 3 制御系アース 出力 〇乂



システム概要一一入出力電圧値

@明函函纽现函固团固固函函 ㈤田爾涵田㈤泡01现問防]田同

26極 1 22極

(11)

⑩

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1 1
11 10 0 0 7 >1 0 0 1II 1リ 〇 1 0 0 0 し 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

—
1已/エ測疋乂而丁

点検系統
竜 过:値

備考蹵子 線色 10 3^〇1^1び/0停止） -フ ノ 1、、11、ノ メ，、、
N0. アイトリノク

23 ^ 1 へッドライト3界(N1)| 入力 ハイビーム時：1ゾ以下、〇ドド時：12ソ |

24 即1 へ、ソドライト3\^ (乙〇) 1 入力 ロービーム時：IV以下、〇卩卩時：12ゾ |，一-一 'ノ 1 ノ 1 1 、ジ V V 、ユー^リノ / \ノノ

1 25 クラッチ彳言号 入力 5从 Xレンジ： 5ソ 1
0レンジ：IV以下 |

玨〇ゾ丁車のみ |
— — —

26 - (空） — —
27 紙| 吸気温センサ 1 入力 20 〇0 : 2,9ソ、40 〇0 : 2.07 1

-
28 6

ぢ(:〃丁/⑽識別 |
入力 ^ : 5ゾ、迟〇乂丁 ： 〇乂

同
03 車速センサ | 入力

1
30 0^ ハワスア信-ヲ 人力 IV以下/"じゾ（〇1^/0？？)

31 信号 入力 12ゾ（〇卩卩） 八83作動時IV以下1ょ上丄I Iみ』”、』丄V |

32 仰 点火信号 出力 12ゾ(〇ドド） IV以下/12ソ㈣/^) パルス信号

130バルブ（十） 出力 〇ゾ IV以下/12ソ㈣/〇卩尸) パルス信号 I
34 |

パワー系アース 出力| 〇ゾ

35 〇丫 インジェクタ#1、#3 出力 12从((^) IV以下/127課廣卩) パルス幅（〇…丨寺問)|
丁1二1.4〜2.81113 |

36 リヤデフォッガ3… 入力 リヤデフォッガ〇1^時：12ゾ、〇卩卩時：〇ソ —-…
37 - 点火系アース 柳 〇ン I
38 | - (空） ！ 画
39 ヒータブロア3… 入力 ヒータブロア〇1^時：IV以下、〇卩ド時：12ゾ

1 40
し ェァコン信号 入力- エアコン3界時：12ゾ、〇卩ド時：IV以下 八/〇無し車： 〇ソ

似 - (空）

42 フューエルホンフ 出力

1 10 3界〇X後1秒間
:IV以下（〇⑺

10 3^01^後1秒以後 
:12ン（〇卩孖）

IV以下

！

43 1チェックエンジンランプ
出力

|IV以下（〇奶 12ン（〇卩卩）
1 44 |㈤ 1ラジェータファンリレー 出力 |ラジェータファン時： 〇从、〇卩卩〇寺：12ゾ

—
45

卜
八/0コンプレッサーリレー 出力

1八/〇 3冒〇1^ :12从 八/〇 3界〇:IV以下
〇卩卩：12ン

46 130バルブ（一） 出力 レ 約0 V .................
1パワー系アース 出力 |⑽

1 48 ^L 1インジェクタ#2、#4
出力 12ゾ(〇卩幵) IV 以下/12乂(0心0？？) 1パルス幅（〇1^時問)

| 丁レ1.4〜2.81115

尺18



システム概要------フIイルセーフ機能

〔5〕フIイルセーフ機能

トラブル
コード 診断項 フ 工 ルセ フ制御内容

21 水温センサ系

130を固定制御とする。
エアコンを常時カットする。

代用値を用いて制御する。
ラジェータファンを常時にする0

23 圧カセンサ系
130を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する。

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系 代用値を用いて制御する 〇

31 スロットルセンサ系
180を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する。

32 〇2センサ系 翁- オープンループ制御をする。（〇2フイードバック補正を行わない)

33 車速センサ系
130を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する

52 クラッナ信号糸

54 吸気系 エンジン回転数2000113111で燃料カットする

62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系



トラブルシューティングの実施

トラブルシューティングのステップ

不具合車両入庫
)

し問 診）

1 1
1 基本点検 ？10

エンジンが始動する
N0

[丫巳3 2 エンジンが始動しなしヽ場合の点検 N3

にチIックエンジンランプか0 
点灯している

N0

丫已3

4 〇チIック実施 34,36 ―I

1 -トラブルなし

5 パ'ックアップメモリ内のトラブソレ 
コード読出し

？
35,37

1『トラブルなし

7 スバルセレクトモニタによる点検 吒6

異常なし
1

8 不具合現象に基づく点検 ド83

1

4 0チIック実施 34,36

1 \トラブルなし

9 クリアメモリ ？85

トラブルあり

トラブルあり

ハーネス、コネクタ、端子の接触状態点検、 
及び修理

異常あり

トラブルあり



チェックエンジンランプ

(1) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタが共に分離さ 

れていることを確認する。

(2) 10 5^〇1^、エンジン停止の伏態で、チヱックエンジンラン 

プが点灯することを確認する。

(3) 上記の条件で点灯しない場合は

チェックエンジンランプが点灯しなしヽ場合の点検 ド30

を行う。

チェックエンジンランプの作動確認

トラブルシューティングの実施——基本点検

〔1〕基本点検
エンジンが始動する、しないにかかわらず行う基本点検

------- 電源の点検--------------------------------------------------

⑴バッテリの電圧と比重測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ

比 重 1.260以上

(2)ヒューズ、ヒュージブルリンク、ワイヤリングハーネス、

コネクタの接続状態およびアース伏態点検

各キャップ類の点検

(1) フューエルキャップが確実に閉まっていること。

(2) オイルフィラキャップが確実に閉まっていること。

(3) オイルレベルゲージが確実に差込まれていること。
(4) クーラントのリザーバタンクのキャップが確実に閉ま 

っていること。
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基本点検

エンジンが始動する場合にのみ行う基本点検

点火時期の点検，調整

(1) エンジンを始動し、充分に暖機を行う。

(2) テストモードコネクタを結合し、リードメモリコネクタを

分離させる。

(3) タイミングライトでクランクプーリ部を照らし、点火時期 
が基準値にあることを確認する。

基準値 870010° …69)

⑷点火時期が基準値を外れている場合には、ディストリビ 
ュータのロックボルトを弛め、本体を回転させることによ 

って調整する。

810010°

#1、#4ピストン 
上死点位置

クランクプーリ

アイドリング回転数の点検

注意

アイドリング回転数の点検は、ェンジンを充分に暖機し、点火時期の点検.調整を行った後に行う。 
鲁ヘッドランプ、ラジェータファン、リヤデフォッガ等の電気負荷のない伏態で行う。

くタコメータを用いる場合〉

(1) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共に分離 

した状態であることを確認する。

(2) タコメータをセットし、アイドリング回転数が基準値に 

あることを確認する。

胃基準値]800 ±50「〇171

⑷アイドリング回転数が基準値を外れている場合には、トラブル 

コードに基づく点検の吸気系、水温センサ系を実施する。

(9極黄)

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1) セレクトモニタをセットする。

(1—2トラブルシューティングの進め方〔1〕基本作業を参照）

(2) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共に分離した状態であることを確認する。

(3) セレクトモニタのファンクションコード[155]をモニタし、130のパーセンテージが基準値にあることを確 

認する。

基準値^ ‘ 8±5% ’

⑷130のパーセンテージが基準値を外れている場合には、トラブルコードに基づく点検の吸気系、水温センサ 

系を実施する。
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基本点検

くセレクトモニタを用いる場合〉くバキュームゲージを用いる場合〉

(1) ェンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ 

ァンが2度回って停止した伏態）
(2) エンジン上部のインテークマニホールドコレク 

夕に取付けられている圧カセンサ用ホースとコ 

レクタ間に丁字ニップルを接続し、もう一方にバ 

キュームゲージをセットする。

(3) アイドリング状態(無負荷）で吸入管負圧を読み

取る0

注意 エアコン、ヘッドランプ、リアデフォッカ 

ラジェータファン等すべて〇卩卩のこと。

基準値 
(ゲージ圧)

V丁 一370〜一490(11111N9
〔⑺丁 一350 470咖N9

燃料圧力の点検

(1) 燃料圧力を除去する。
① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離する。

② エンジンを始動させる。

③ エンジンがエンストするまで放置する。

④ エンスト後、さらにスタータを約5秒間クランキングして 

から10 3界〇ド卩にする。

(2) 燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。
エルホース間に燃料圧① フューエル フィルタ〜フユ-

力計を接続す る。

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続する。

③ 3界にした時の燃料圧力を測定する。

④エンジンを始動させ暖機を行った後にアイドリング状態 

で燃料圧力を測定する。

注意

燃料圧力の測定終了後は再び圧力を除去してから燃料圧力計を 
取外し、ホース、コネクタ類を接続する。

アイドルバキュー厶の点検

ぐ注記〉
，アイドルバキュームが基準値を外れている場合には、エンジン本体の機械的な摩耗、故障等が考えられるの 

で整備解説書 “2-2エンジン点検調整”を参照のこと。

エンジンを充分に暖機運転する0 (前項と同じ）
セレクトモニタをセットする。

テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ 

共、分離されていることを確認する。
セレクトモニタのファンクシヨンコード卩14を

モニタし、ァイドリング伏態（無負荷）で吸入管 

圧力を読み取る。
9 エアコン、ヘッドランプ、リアデフォッガ、 

ラジエータファン等すべて〇ドドのこと。

基準値 "丁 270〜390咖N9
(絶対圧） 290〜410咖N9

\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
/

2 3

 
3

7
(
\ 
/I

VX 
X

I
X
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トラブルシューティングの実施——エンジンが始動しない場合の点検

〔2〕エンジンが始動しない場合の点検
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エンジンが始動しない場合の点検 £01)電源系統点検

2-1日(:リ電源系統点検

メインリレー

已〇じ

メインリレーアース 
バックアップ電源 
E^L]電源 
£01]電源 

センサ系アース 
制御系アース 
制御系アース

パワー系アース 
パワー系アース 
点火系アース

21
12
2
13
15
11
22

80
巳
已

34
47
37

巳し
8し
8 丫

<32)

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

^で

日關已〇じ

間

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

8ッ

15八

15八
14

9

已〇

10 3\^

30八

60八

巳 ―各センサへ

8し

#フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 メインリレー作動音 
確認

0^

3 已〇リ電源回路点検 -

1) 01¢

4 圧(:リアース回路点検 -

\ 01¢

点火システム点検 。⑺
(2-2) 匕…

N0
2

メインリレーの電源、 
及びアース回路のハー 
ネス、コネクタ点検

N6

ハーネス、コネクタ修理、 
又は交換

N0 巳〇リ電源回路のハーネス、 
コネクタ修理、又は交換

N0 リアース回路のハーネス、 
コネクタ修理、又は交換
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エンジンが始動しない場合の点検 一一£013電源系統点検

1.メインリレー作動 
音確認

10 3界の01^/0？？を繰り返し、メインリレーの作動音が 
するか確認する。

N0の時
図へ

基準値
10 3\；\/を〇问した時、リレー作動音 
がする

〇仄の時
囹へ

2. メインリレーの電 （1)10 3ガ〇队 N0の時
源、及びアース回 
路のハーネス、コ

ネクタ点検

(2) メインリレーコネクタ只19は結合のまま。
(3) コネクタ只19の端子とボディ（0X0)間の電圧を測定 

する。

ハーネス、コネクタ
修理、又は交換

〇仄の時
只19 N0.2 (十）一 0^0 (—） メインリレー交換
只19 N0.4 (1) ― 0^3 (—）
只19 N0.6⑴——⑽〇 (—）

基準値 バッテリ電圧

⑷コネクタ只19のアース側端子とボディ（0X0)間の導 
通を点検する。

尺19 N0.1—⑽〇

基準値 導通あり

く注記ン
導通がないときは、テスタ棒の㊉㊀を逆にしてチヱック 
すること。

3.巳(3リ電源回路点検 (1) 10 5^ 〇凡
(2) 兄01；コネクタを結合させたまま只16の端子とボディ

№N0)間の電圧を測定する。

N0の時
丑011電源回路のハー 
ネス、コネクタ修理、 

又は交換
只16 N0. 2 (十）一 0^0 (—）
尺16 N0.12 (十）一0^0 (—） 
尺16 N0.13 (十）一 0^0 (-)

基準値 バッテリ電圧
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エンジンが始動しない場合の点検——£01]電源系統点検

4.日〇リアース回路 
点検

丑01；コネクタを結合させたまま只16、只18の端子とボディ N0の時
(0^0)間の導通を点検する。 圮011アース回路の

ハーネス、コネクタ
只16
只16

N0.11⑴ 
N0.15 (十）

一⑽〇㈠ 
—(-)

修理、又は交換

腿 N0.22 (十） 一⑽〇 (-) 〇仄の時
只18 N0.34 (十） —(^10 (-) 点火システム点検（2
只18 N0.37 (十） 一⑽〇㈠ -2)
尺18 N0.47 (十） ―⑽〇 (—） 汜18)へ

基準値 導通あり

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12
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エンジンが始動しない場合の点検

レ！〇
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エンジンが始動しなIヽ場合の点検——点火システム点検

ディストリビュータ 
(クランク角センサ内蔵)

メインリレー

(^40^)

已0じ(^1？)

メインリレーアース
クランク角センサ（屮） 

クランク角センサ（一） 

クランク角センサシールド

点火信号 
点火系アース

21
10

巳

3 8

32
37

丫闩
8 丫

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

し
8

V

別8

(|59)(趣、18

2 13 21

(^〇)

(559")
门

(^3^) (^^33)
乳 15パ

8ッ

¢1&

…6

イグナイタ 10コイル 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 点火プラグ、ハイテンション N0 点火プラグ、ハイテンション1 コードの目視点検 コードの修理又は交換

0^ フューエルポンプ 
回路点検（2 ― 3) 22

N0

N0 アース回路のハーネス、 
コネクタ修理

N0
16コイル交換

6 巳〇り〜イグナイタ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

N0 ハーネス、コネクタ修理、 
または交換

01¢

7 クランク角センサ、及びハー N0 クランク角センサ、及びハーネ
ネス、コネクタの点検 スの修理、交換

01¢
N0

巳(:じ交換
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エンジンが始動しない場合の点検—点火システム点検

1-点火プラグ、ハイ 
テンションコード

の目視点検

電極のすき間

汚れ、損耗 ひび割れ

ガスケットの損傷
損傷

⑴点火プラグを外し、くすぶり、かぶりがないか点検す 
る。

⑵プラグキャップが基準値にあるか点検する。

⑶ハイテンシヨンコードが断線していないか点検する。

N0の時
点火プラグ、ハイテン 
シヨンコードの修理
又は交換

(1)各気筒の点火プラグコードにタイミングライトを装着 
し、アクセルを全開にしてクランキングした時にそれ 
ぞれタイミングライトが発光することを確認する。

(2)任意の気筒のプラグキャップを取外し、それに新品の 
プラグを取り付け、その電極をエンジンに接触させた 
伏態でアクセルを全開にしてクランキングした時に点 
火プラグに火花が飛ぶことを確認する。.

く注記〉
プラグは外さないこと。プラグキャップに他の新品プラグ 
を取付けて行う。そのため、ガソリンが噴出することはな 
い。

3.点火系の電源回路 (1)10コイルのコネクタ仍9を分離する0 N0の時
点検 (2) 10 8评〇Xの伏態で車体ハーネス側コネクタとボディ 電源回路のハーネス、

(〇^)間の電圧を測定する0 コネクタ修理

湖 N0.1 (十）一⑽〇㈠

基準値 バッテリ電圧
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エンジンが始動しなしヽ場合の点検——点火システム点検

4.点火系のアース回 
路点検

(1)イグナイタのコネクタ尺41を分離する。
⑵10 〇ドド伏態で車体ハーネス側コネクタとボディ

(0X0)間の導通を点検する。

只41 N0.2 —⑽〇

導通あり

N0の時
アース回路のハーネ 
ス、コネクタ修理

5. 16コイル単体点検 (1)10コイルのコネクタ只59を分離する。
⑵10 3…〇ドド状態で一次コイル、二次コイルの抵抗を 

測定する。

10コイル本体 N0.1—N0.2

基準値 約0.85 0

10コイル本体 N0.1—センターコード揷入部

基準値 約13 0

1(3コイル本体

(3)イグナイタ只41及び10コイル只59のコネクタを分離 
し、イグナイタ〜10コイル間のラインを点検する0

尺41 N0.3 —只59 N0.2

N0の時 
10コイル交換

01) 咖
%
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エンジンが始動しなしヽ場合の点検——点火システ厶点検

6. £0じ〜イグナイタ （1)五011のコネクタ只18とイグナイタのコネクタ尺41を分
間のハーネス、コ 離する。
ネクタ点検 （2)双方のボディ側コネクタの端子間で導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理または交換

只18 N0.32—尺41 N0.1 
只18 N0.37——只41 N0.2

基準値 導通あり

⑶コネクタ只41の端子とボディ（0X0)間でショートし 
ていないことを確認する。

只41 N0.1—⑽〇 
只41 N0,3 —⑽〇

基準値 導通なし

クランク角センサ、
及びハーネス、コ
ネクタの点検

(1) 丑011のコネクタ只16を分離する。
(2) ボディ側コネクタの0.10端子にオシロスコープの

㊉側プローブを、N0.9端子にアースリードを接続する。

1+1-1111国国国變鼸鼸 国国画1麵鼸

11 1 8 7 6 5 [7 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

(3)ヱンジンをクランキングして波形点検

N0の時
クランク角センサ、及 

びハーネスの修理、交
換

〇仄の時

E^Vコネクタの

端子接触点検
N0

コネクタ 
端子修理

〇匕
- 5011交換

似1

35 34 33 32 31
|

30 29
|

28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンフ回路点検
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま0 
10 3界をさせる。
リレーコイル回路の電圧を測定する。

尺20 N0.3 (十）ーボデイ（0^0)(—）

基準値
1(3 3\^〇1\1後1秒間：IV以下 
10 5\^〇问後1秒以降：バッテリ電圧

N0の時
Iへ

〇仄の時
可!へ

3.フューエルポンプ 

リレーのコイル側

回路点検

4.フューエルポンフ

リレ------ に(:リ間の

ハーネス、コネク 
夕点検

⑴
⑵

⑶

10 5^〇卩卩。
圮011コネクタ尺18、フューエルポンプリレーコネクタ
只20を分離する。 1

双方のボディ側コネクタの端子間で導通を点検する。

只18 N0.42—^20 N0.3

N6の時
ハーネス、コネクタ修
理、又は交換

〇仄の時

乜011コネクタの端子、
接触点検

01¢

^-コネクタ修理

---------交換

(|20^

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1.フューエルポンプ

の作動音点検
10 8界を〇にした時フューェルポンプの作動音がするか 
確認する。

基準値 丨〇 3西〇1^後、1秒間だけ作動

N0の時囵へ 

〇仄の時
インジニクタ回路点
検(2 — 4)
(^26)へ

2.フューエルポンプ

リレーの電源回路 
点検.

(1)フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま。 
⑵10 3界を〇Xさせる。
⑶リレーコイル側の電圧を測定する。

只20 N0.1(I)—ポデイ（(^[〇)(―)

⑷リレー接点（入力）側の電圧を測定する。

只20 N0.2 (十）ーボディ（0^0)(—）

N6の時
電源側ハーネス、コネ 
クタ修理、又は交換
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

5.フューエルポンプ 
リレーの接点側回 
路点検

(1)フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま。 
⑵10 8界を〇させる。
⑶リレー接点回路の電圧を測定する。

只20 N0.4 (十）ーボディ（(^^0)(—）

16 8西〇1\1後1秒間：バッテリ電圧
基準値

丨〇 3…0(\|後1秒以降： 〇ソ

N0の時

フューエルポンプリレー 
コネクタの端子、接触点検

I㈧0ー コネクタ修理
〇!^ フューエルポ

--------------- ^ンプリレー交
換

〇仄の時
6へ

6-フューエルポンプ 
コネクタの電圧測 
定

(1) フューエルポンプコネクタ只24を分離する。
(2) ボディ側コネクタにテスタ棒セット後10 3界〇1^し電 

圧を測定する。

N0の時
フューエルポンプリ 

レー〜フューエルポ 

ンプ間のハーネスヽコ

ネクタ修理、又は交換只24 N0.1(十）ーボディ（(別0)(-）

基準値
丨03西（^後1秒間：バッテリ電圧 
16 3西〇问後1秒以降： 〇ソ

7.フューエルポンプ
単体点検

(1) フューエルポンプのコネクタ只24を分離する。
(2) ポンプ側コネクタにバッテリを結合し、作動を確認す

N0の時
フューエルポンプ交

る。 換

^プ^此1(十）—他2㈠ 〇仄の時
フューエノレポンプ
アース回路修理、又は 
交換基準 作動する

フユーエルポンプ 
本体側コネクタ
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エンジンが始動しない場合の点検



エンジンが始動しなしヽ場合の点検 インジXクタ回路点検

2-4インジヱクタ回路点検

メインリレー

インジェクタ

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

^92
(^^93^)

し）

⑱

口

參フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。
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エンジンが始動しない場合の点検 インジェクタ回路点検

1.各インジェクタの 
作動点検

(1) 丑〇リのコネクタ只18は結合のまま。
(2) オシロスコープのプローブをN0.35、48の各端子に、 

アースリードをボディに接触する。
注意
オシロスコープの替わりにインジヱクタ波形が測定可能 
なエンジンスコープを使用しても良い。

N0の時
同へ

〇仄の時

燃料圧力測定（基本点
検）(只12)へ

厂 1

(3)エンジンをクランキングしてインジヱクタの作動を点
検する。

注意
インジニクタの作動音確認も合わせて行う。

2-インジエクタへの (1)各気筒インジヱクタのコネクタ只91、只92、只93、1^94を N0の時
電源電圧測定 分離する。 インジヱクタ電源回

(2) 10 3^ 0^でエンジンハーネス側コネクタとエンジン 路修理
本体間の電圧を測定する。

只91 N0.2 (十）——ボディ（0X0) (-0
只92 N0.2 (十）——ボディ（(^〇)(-）
只93 N0.2 (十）——ボディ（(^0)(—）
只94 N0.2 (十）——ボディ（(^0)(-）

基準値 バッテリ電圧
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エンジンが始動しない場合の点検——インジIクタ回路点検

3.インジIクタ単体 
点検

(1) インジェクタのコネクタ只91、892、只93、尺94を分離す 
る。

(2) 各インジェクタ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定
する。

#1ィンジヱクタ本体 N0.1-—N0.2

# 2ィンジヱクタ本体 N0.1一-N0.2

# 3ィンジ.ヱクタ本体 N0.1一一 N0.2

# 4ィンジヱクタ本体 N0.1—一 N0.2

基準値 7〜10 0

N0の時
インジヱクタ交換

4.巳(3リの出力信号電 
圧測定

⑴
⑵
⑶
⑷

インジヱクタコネクタを全て結合する。
五〇リのコネクタ只18は結合したまま。
10 3界をにする。
コネクタ尺18とボディ（0^0)間の電圧を測定する。

只18 N0.35ひ）一0^0 (-) 
1^18 N0.48 (十）一（^0 (-)

N0の時
玨01；〜インジェクタ 
間のハーネス、コネク
夕修理、又は交換

〇仄の時

〇く
-コネクタ修理 

^01；交換

インジXクタ本体側 
(#1〜#4)コネクタ

34
47

32
45

31
44

30
43 42

28 27
40

25 24
37

23
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エンジンが始動しない場合の点検
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トラブルシューティングの実施

〔3〕チIックエンジンランプが点灯しなし、場合の点検

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

コンビネーションメータ

チェック 
エンジン

315 320 タコ付
315 318 タコ無

(311) (315 (^|)
し9

(^3)

13

3 : (^)

15八 60八
〇 - 8八丌

(328^)
念

(528")

1
2 3 4 1 1 5 6 7

8
9 10 11 12 13 14 15 16

1
广

2
-1

3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

參フローチャートに従い右頁の要領で点検する0

2 — 30



チェックエンジンランプが点灯しない場合の点検

1.巳〇じへの入力信号
電圧点検

⑴
⑵
⑶

丑〇；コネクタ只18を分離する。
10 5^〇Nにする。
五01；コネクタ只18の端子とボディ 
測定する。

(01^0)間の電圧を

只18 1^0.43—0^0

バッテリ電圧

〇冗の時

E^Vコネクタの

端子接触点検
N0

2.已(:じ〜コンビネー 
ションメ ータ〜バ 
ッテリ間のハーネ 
ス、コネクタ、ラ 
ンプ、ヒューズの
点検

(1)ヒューズボックス内N0.3ヒューズ15八、メイン 
ヒューズボックス内1^〇,2ヒューズ60八が切れて 
いないか点検する。

基準 ヒューズは切れていなし

(2)コンビネーションメータを取外す。
⑶ チェックエンジンランプを取外し、切れていないか点 

検する。

基準 切れていない

(4) 五011コネクタ只18を分離する。
(5) コネクタ只18の端子とコンビネーションメータの 

コネクタド16の端子間の導通を点検する。

只18 N0.43—卩16 N0.15

基準値 導通あり

(6) 10 3界〇Nにする。
(7) コンビネーションメータのコネクタ孖16の端子とボデ 

ィ（0X0)間の電圧を測定する0

ド16
卩16

N0.20
N0.18

⑽〇 (タコ付) 
(タコ無)

N0の時
ハーネス、コネクタ、 
ランプ、ヒューズの修
理、又ほ交換

〇仄の時

E^\]コネクタの
端子接触点検

01¢

601；交換

N0

コネクタ修理
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トラブルシューティングの実施——異常の有無表示

始動時

異常あり

異常なし

点 灯

灯

消 灯

システムの点検を行うモードで、所定の0チェックパター 

ンを実行後に、システムに異常がないかを判定する。
結合 分離

0チXックモード

点検
終

異常あり 点滅（トラブルコード)

異常なし 点滅（01(コード)

上記点検後、システムに異常がない場合にバックアップメ 
モリ内のトラブルコード(過去の故障履歴）をクリアする。

結合 結合
始動時 灯

始動後 消 灯

リードメモリモー

トラブルコードの 

読み出しモード

I；チェックの自己診断において、
① 現在異常がある場合

② 過去に異常があった場合 
双方の異常個所を読み出す。

分離 結合

始
動
時

②の異常あり 点滅（トラブルコード)

②の異常なし 点滅（〇沢コード)

動
①の異常あり 点滅（トラブルコード)
①の異常なし 点滅（01(コード)

圓トラブルコードー覧

トラブル

コード
診断項目 検出 内容 備考

該当
八〇 、、、ヘーン

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、又はショート

圧カセンサ系 圧カセンサ本体、信号系統の断線、又はショート

24 130バルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、又はショート

吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、又はショート

31 スロットルセンサ系 スロットルセンサ本体、電源、信号系統の断線、又はショート

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、又はショート

車速センサ系
車速センサ本体、信号系統の断線、又はショート、 
メータケーブルの外れ

52 クラッチ信号系 丑0乂丁用ぢ01！本体、信号系統の断線、又はショート 丑〇ソ丁車のみ

54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、弛み

電気負荷信号系
電気負荷（へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン) 
信号系統の断線、又はショート

0チェックのみ

ヒータブロア信号系 ヒータブロア3…、レジスタ、ハーネスの断線、又はショート 0チニックのみ

くトラブルコードの読み方〉

チェックエンジンランプの点滅によって、 

トラブルコードを読み出す。
ラブルコード21

IIチェックモード
走行中にシステムの異常を検知して、ユーザに警告 

する。
分離

〔4〕異常の有無表示 国チIックモード

チェックモート 機 目&
テストモード 

コネクタ
リ-ドメモリ 

コネクタ
状況 チェックエンジンランプ

始
動
後

丨-一一

祕
韶 

|

分
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トラブルシューティングの実施 自己診断

5〕自己診断 国セレクトモニタを使用しない場合

リチIックの手川頁

I；チヱック伏態において、チヱックエンジンランプが点灯した場合に、異常個所を見つけ出すための方法であ

る0

(1) 10 5^〇ド卩の状態で、テストモードコネクタが 

分離、リードメモリコネクタが結合の伏態にす 

る0

(2) エンジンを始動させる0
㈣

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 

(9極黄)

(3)アイドリング状態において、チェックエンジンラ 

ンプの点滅をチヱックする0 

-〇冗コード出力の場合……自己診断は現時点で全て 

が〇冗と判定しているため、リードメモリコネクタ 

を分離した後、チェックエンジンランプが消えて 

いる事を確認する。

-トラブルコード出力の場合……コードを読み取っ 

た後、リードメモリコネクタを分離する。

――，01¢ コード

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

, トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3
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自己診断

——0チェックの手順 -------------------------------------

〇チヱックモードは、現時点でのトラブルを診断する 

モードで、テストモードコネクタのみを結合させた状 

態で点検を行う。良否の判定はチニックエンジンラ 

ンプの点滅により判定する。

くフューエルポンプの作動音点検〉

10 3^ 0^にした時、0^後1秒間だけ作動音がす 

ることを確認する。

注意

フューエルポンプが作動しなかったり、1秒以後も 

作動し続けたりする場合には

フューエルポンプ回路点検（2 --3) 「22

を行う。

く 0チIック実施手順〉

(1)エンジンを始動させる。

⑵車速5ヒ11/11以上で走行後、車両を停止させる。 

(車速信号が入力される）

(3) へッドライトの〇1^、〇ドドを各1秒以上続ける。 

(電気負荷信号が入力される）

(4) ヒータの〇N、〇卩卩を各1秒以上続ける。

(ヒータ信号が入力される）

(5) エンジンを2, 000〜3, 000卬⑺で1分以上保持す 

る。
(〇2センサを活性化させることによって、信号が 

入力される）

(6) エンジンをアイドリング伏態にしたまま、0チェ 

ックの良否判定を行う。

く 0チIックの良否判定〉

，良否の判定は必ずェンジンがアイドリングの伏態で 

行9こと0

.0チヱック実施中に、ラジェータファンが作動しっ 

放しになると、電気負荷信号が異常となってしまう 

ので、必ずラジェータファンが止った状態でチヱッ 

クすること。

(1)チヱックヱンジンランプの表示による方法

チェックエンジンランプの点滅コードが〇仄コー 

ドであることを確認する。

，複数のトラブルコードが出力されている場合には、 

その〇.の小さいものから点検を行う。

#修理が終わった後、再び0チヱックを行って、その 

コードが消えていることを確認し、他のトラブル 

コードが出力されている場合には、そのコードにつ 

いても点検，修理する。

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3

く 0チ：！：ックの終了〉

0チヱックの終了後は、必ずテストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離された状態にすること。

(9極黄)
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自己診断

リードメモリの手順

車両が過去に起こしたトラブルを呼び出すモードであり、01^0仄ランプが、すでに消灯していても、 

その原因を探し出すことができる。

とくに、ハーネス、コネクタ類の接触不良を探し出すのに有効である。

(1)10 3^〇卩卩の伏態で、テストモードコネクタか

分離、

る。

ドメモリコネクタが結会の伏態にす

⑵10 3界を〇1^1にする。（エンジンは始動させない)

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 

(9極黄)

(3)エンジン停止伏態において、チヱックエンジンラ 

ンプの点滅をチヱックする0 

參〇仄コード出力の場合……〇仄コードにもかかわら 

ず不調の場合には、セルフダイアグノー シス機能 

では判断できないトラブルである。

-トラブルコード出力の場合.......コードを読み取っ

た後、リードメモリコネクタを分離する。

.01¢コード

0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5

0.2 0.

——トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2
0.3 0.3
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自己診断

圏セレクトモニタを使用した場合

----------1)チェック--------------------------------

(1)10 5^〇ドドの伏態で、テストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離されていること 

を確認

⑵[接続後、10 3界〇X
(3) 33^[の電源3界〇1^、ファンクションモード1^0 

を入力、トラブルコード読み取り

~~~ 〇ナエックー^~~~―

(1) 33]V[接続

(2) テストモードコネクタ結合、リードメモリコネ 

クタ分離

(3) I。3界〇X
(4) 331^[の電源3界〇X
(5) フューエルボンプの作動音確認

(6) エンジン始動、充分に暖機運転

(7) 車速5^111/11以上で走行後、車両停止 
(車速信号が入力される）

(8) ヘッドライトの0X5〇ドドを各1秒以上持続 

(電気負荷信号が入力される）

(9) ヒータの0X5〇ド卩を各1秒以上持続 

(ヒータ信号が入力される）

(10) エンジン回転2000〜30001'卯!で1分以上保持 

(〇2センサを活性化させることによって信号が 

入力される）

(11) エンジンをアイドリング伏態にする

(12) ファンクションモードド80入力、トラブルコー

ド読み取り

注意

-判定は必ずヱンジンアイドリング伏態で行う。

，0チヱック実施中にラジエータファンが回った 

ままだと電気負荷信号が異常となってしまうの 

で必ずラジエータファンが止まった状態でチヱ 

ックする。

2 一 3 6



自己診断

リードメモリ

(1)10 3界〇ドドの伏態で、テストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離されていること 

を確認

⑵38]V[接続後、1¢ 8界〇X
(3) 38がの電源3界0^、ファンクシヨンモード1^1 

を入力、トラブルコード読み取り
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トラブルコードに基づく点検

〔6〕 トラブルコードに基づく点検
厂

トラブルコード21 水温センサ系 12 -40

トラブルコード23
一一 —

圧カセンサ系 12 -42

1トラブルコード24 丨3〇バルブ系 F.2 -44

トラブルコード26 吸気温センサ系 卩.2 -46

|トラブルコード31 スロットルセンサ系 卩.2 -48

/-----------------------------------------------------------

トラブルコード32
^^ -

〇2センサ系 口.2 —50

トラブルコード33 車速センサ系 ド.2 -52

/,-----------------------------------------------------------

トラブルコード52 クラッチ信号系化〇ソ丁車のみ） 卩.2 -56

/-----------------------------------------------------------

トラブルコード54
^し -

吸気系 12 -58

/---------------------- -----------------------------

トラブルコード62
^-一一

電気負荷信号系 口.2 - 60

|トラブルコード63 ヒータブロア信号系 「.2 -64

-
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トラブルコードに基づく点検

圓トフフルコードー覧

トラブルコード 診断項目 検出内容 不具合現象

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系の断線.ショート
エンジンがかかりにくい、または始動不能
アイドリング不調、加減速不良

23 圧カセンサ系
圧カセンサ本体、電源，信号系の 
断線.ショート アイドリング不調、エンスト、加減速不良

24 13。バルブ系
130バルブ本体不良、電源.信号系の 
断線，ショート

アイドリング回転数異常 
(高いまたは低い）
アイドリング不安定，エンスト.始動性不良

26 吸気温センサ系
吸気温センサ本体不良、信号系の 
断線.ショート

高温始動時アイドリング不調、ノッキング 
発牛

31 スロットルセンサ系
スロットルセンサ本体不良、電源.信号系 
の断線.ショート

エンジン吹上がり不良

32 〇2セノサ系
02センサ本体不良、信号系の
断線^ショート

アイドリング不調、排気ガス悪化

33 車速センサ系
車速センサ本体不良、信号系の 
断線-ショート

アイドリング不調、エンジン回転高い、アイ 
ドリング回転戻り不良、エンスト

52
クラッチ信号系 
氓〇ソ丁車のみ）

60从丁用丑〇；本体不良、信号系の 
断線-ショート

エンスト、アイドリング不調

54 吸気系
吸気系ダクト.ホース類のはずれ.
破れ，ゆるみ

アイドリング回転数異常（高い）、エンジン 
吹き上がり不良、吸気系より異音

62 電気負荷信号系
電気負荷信号の断線…ンョート、
ヒューズ溶断

アイドルアップしない

63 ヒータブロア信号系 ヒータブロア信号系の断線.ショート
アイドルアップしない、エアコンが作動し 
ない
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード21

ラブルコード21 水温センサ系

水温センサ

% (^)

水温センサ本体
%

(2^

7 80 1^
11 观

|〇
ど⑶

(^28)

4

(^2^)

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

1
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

#フローチャートに従0ヽ右頁の要領で点検する。

1
水温センサ単体点 
検

| 01¢

2
E0LI〜水温センサ 
間のハネス、
コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢

巳〇リ交換

N0
水温センサ交換

N0
ハーネス、コネクタ修理

N0
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード21

1.水温センサ単体点 
検

(1)水温センサコネクタ只100を分離する。
⑵水温センサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定す

N0の時 
水温センサ交換

水温センサ本体 
コネクタ

N0.1——N0.2

20〇0 : 2〜31^0
基準値

50で ： 0.6〜仆〇

2.日(:じ〜水温センサ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴已011コネクタ尺16を分離する。
⑵水温センサコネクタ只100を分離する。
(3)五01；コネクタ只16の端子と水温センサコネクタ尺100 

の端子間の導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ
修理

尺16 N0.4—尺100 N0.1 
只16 N0.15—^100 N0.2

基準値 導通あり

⑷水温センサコネクタ只100の端子とボディ（(^^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する。

圈〇 N0.1——⑽〇
只100 N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

ラブルコード23 圧カセンサ系

圧カセンサ (536")
80
丫 (3
闩丫

V

门 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

[剛 £011

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 圧カセンサ電源 
ハーネスの点検

| 0^

圧カセンサアース 
ハーネスの点検

2

〇く

コネクタ端子の 
接触点検

〇く
^01)交換

N0

N0

N0

N0

ハーネス修理、コネクタ端子
接触不良点検、交換

ハーネス修理、圧カセンサ 
端子接触不良点検、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

圧カセンサ電源 
ハーネスの点検

⑴
⑵
⑶
⑷

10 5\^〇卩ドとする。
圧カセンサコネクタ尺36を分離する。
10 5^〇1^にする。
圧カセンサコネクタ只36の端子とボディ（(^^0)間の 
電圧を測定する。

只36 N0.3 — 0X0

基準値 4ソ以上

N0の時 
ハーネス修理、 

コネクタ端子接触不 
良点検、交換

2.圧カセンサアース 

ハーネスの点検
-圧カセンサコネクタ只36の端子とボディ（0^0)間の導 

通を点検する。

尺36 N0.1―⑽〇

N0の時 
ハーネス修理、
ぢ01；端子接触不良点 
検、交換

基準値 導通あり

3.日(：リの入力信号の 
点検

(1)圧カセンサコネクタ尺36を結合する0 
⑵丑01；コネクタ只16の端子とボディ（(^^0)間の電圧を 

測定する。

只16 N0.3——⑽〇

基準値
10 5\^ 0问時 :約4,4ソ

アイドリング時 :約1，8ソ

N0の時 
ハーネス修理、
圧カセンサ端子接触 
不良点検、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

トラブルコード24丨3〇バルブ系

3 (:バルブ

(128")

02
1

3
4 6丫

33
46

(339")

1)

130バルブ本体
%

1 ？ 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

%

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

130バルブ単体点 
検

(1)130バルブコネクタ只39を分離する。
⑵130バルブ本体の端子間の抵抗を測定する。 

150バルブ本体 N0.1—N0.2

N0の時 
130バルブ交換

2.已〇リ〜130バルブ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴
⑵
⑶

丑(：11コネクタ只18を分離する。
130バルブコネクタ839を分離する。
£01；コネクタ只18の端子と130バルブコネクタ只39の
端子間の導通を点検する。

只18 
只18

N0.33
N0.46

贈 N0.2 
只39 N0.1

導通あり

⑷180バルブコネクタ只39の端子とボディ（(^^))間で 
ショートしていないか導通を点検する。

基準値 導通なし

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理又は交換

3.日〇リの出力信号測 
定

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只18を結合する。
130バルブコネクタ尺39を結合する。
丑01！コネクタ只18の端子にオシロスコープのプローブ 
をセットする。

エンジン暖機後のアイドリング時、出力波形を測定す 
る0

只18
尺18

N0.33—㊉側プローブ 
N0.46 —㊀側フロ ーフ

0仄の時

130バルブコネク
夕の端子接触点検

N0 〇冗

130バルブ 

交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード26

トラブルコード26 吸気温センサ系

吸気温センサ

2

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

し）

巳㈧円巳(:じ

(23)

15
乳

80

(328^)

(828") %

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

V %

吸気温センサ本体

フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1 吸気温センサ 
単体点検

令01¢

2
已011〜吸気温セン 
サ間のハネス、 
コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢

巳⑶交換

N0

N0

N0

吸気温セソサ交換

ハ-ーネス、コネクタ修理

コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード26

1.吸気温センサ単体
点検

(1)吸気温センサコネクタ只98を分離する。
⑵吸気温センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

吸気温センサ本体 N0.1—N0.2

N0の時

吸気温センサ交換

基準値
20 〇0 : 2〜3に〇

80。0 :^).1〜0.4⑶

2. £0り〜吸気温セン 
サ間のハーネス、 
コネクタ点検

(1) 已011コネクタ只16、只18を分離する。
(2) 吸気温コネクタ只98を分離する。
(3) 五〇リコネクタ只16、只18の端子と吸気温センサコネネ 

クタ只98の端子間の導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ

修理

只16 1^0.15—1^98 N0.2 
只18 N0.27— 只98 N0.1

基準値 導通あり

(4)吸気温コネクタ尺98の端子とボディ（6X0)間でシ 
ョートしていないか導通を点検する。

只98 N0.1―⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

トラブルコード31 スロットルセンサ系

%

门

スロットルセンサ本体

<¢28")

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

%

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

#フローチャートに従しヽ右頁の要領で点検する。

円已⑶

1 スロットルセンサ
の単体点検

| 01¢

2
スロットルセンサ 
〜已〇リ間のハネ 
ス、コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢V

日⑶交換

N0

N0

N0

スロットルセンサ交換

ハ-ーネス、コネクタ修理又は交換

コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

1.スロットルセンサ
の単体点検

(1)スロットルセンサコネクタ只97を分離する。
⑵スロットルセンサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測 

定する。

スロットルセンサ本体 N0.1—N0.3

N0の時
スロットルセンサ交

換

基準値 3.5〜6.5 X 0

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 
センサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定する。

スロットルセンサ本体 N0.2——N0.3

基準値
全閉： 0.2〜 0.9

全開： 2.5〜 6.2

(注）スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化す 
ること。

2-スロットルセンサ 
〜已(3リ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

(1) 迟011コネクタ只16を分離する。
(2) スロットルセンサコネクタ只97を分離する。
(3) 丑011コネクタ只16の端子とスロットルセンサコネクタ 

只97の端子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ
修理又は交換

只16 N0. 6 --只97 N0.2
只16 N0.14--只97 N0.3
只16 N0.15--尺97 N0.1

基準値 導通あり

スロットルセンサコネクタ897の端子とボデ, 
間でショートしていないか導通を点検する。

ィ（⑽〇)

尺97 N0.1—⑽〇
只97 N0.2 — 0X0
聰 N0.3 —⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32

トラブルコード32 02センサ系

1—1

%

〇2センサ本体側 
コネクタ

11 10 9 8
厂
7 6

"1
5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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10 8^〇卩卩とする。
E^^]コネクタ只16を分離する。

〇2センサコネクタ只43を分離する。
圮011コネクタ只16の端子と〇2センサコネクタ只43の端 
子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ
修理又は交換

2.〇2センサ〜日(:リ間 
のハーネス、コネ
クタ点検

只16 N0.7——843 N0.1

基準値 導通あり

⑸〇2センサコネクタ只43の端子とボディ（0X0)間でシ 
ョートしていないか導通を点検する。

尺43 N0.1——⑽〇

基準値 導通なし

トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード32

,〇2センサの単体点 
検

⑴
⑵

⑶

〇2センサのコネクタ只43を分離する。
〇2センサ本体側コネクタの端子に、オシロスコープの 

プローブをセットする。
エンジン暖機後に空吹しを行ない出力波形を測定す 
る。

〇2センサ本体側 
コネクタ

N0.1—㊉側プローブ

エンジンブロック（0X0)—㊀側プローブ

N0の時 
〇2センサ交換

N
1

/ 
\

1
/ 

\
)
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード33

トラブルコード33 車速センサ系

コンビネーシヨンメータ

車速センサ
(リードスイッチ)

㊉

夕]
有

夕]
無ハ、\

しじ 1)3

39

08

8

3 : (^]0) 

13

6 08 £01)

⑩

0一--一一一一—一一 -—

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

8 7 6 5 4 3 2 1 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

(06)
0

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

⑱

1
1 3 4 I 乃 5 6 7

8
9 10 11 12 13 14 15 16

し

⑱

口

卜

參フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づぐ占検——トラブルコード33

スピードメータ
ケーブル点検

(1) インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ
を取外す。

(2) タイヤを回転させ、スピードメー タケーブルのインナ 
ワイヤーが回転するか点検する。

タイヤの回転に比例してスピード
基準 メ ータケーブルのインナワイヤが 

回転する

N0の時
スピードメータケー 

ブル交換

2.車速センサ〜已〇リ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴

⑵
⑶

インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ

を取外す。
已011コネクタ尺18を分離する。
五011コネクタ只18の端子とコンビネーションメータの 
コネクタ卩17の端子間の導通を点検する。

只18 
只18

N0.29— 卩17 
N0.29—ド17

N0.3 (タコ無) 
N0.6 (タコ有)

基準値 導通あり

(4)コンビネーションメータのコネクタド17の端子とボデ 
ィ№N0)間でショートしていないか導通を点検する0

N0の時
ハーネス、コネクダ
修理又は交換

ド17 N0.3——0X0 (タコ無) 
¥17 N0.6——⑽〇 (タコ有)

基準値 導通なし

(5)コンビネーションメータのコネクタ卩16の端子とボデ 
ィ間の導通を点検する。

孖16 N0.9——⑽〇

基準値 導通あり
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トラブルコードに基づく点検 トラフ“ノレコード33

3.車速センサ単体点 
検

⑴

⑵

(3)

インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ

を取外す。
コンビネーシヨンメータ本体側コネクタの端子間にテ 
スタを接続する。
スピードメータケーブルそう入部にドライバ等を差込 
んで、ゆっくり回転させ、テスタの針の動きを確認す 
る0

N0の時
コンビネーシヨ

メ ータ交換

メータ本体側3. N0.3 ―八N0.9 (タコ無)
コネクタ 8. N0.6 ―八N0.9 (タコ有)

ケーブルそう入部1回転につきテ 
スタの針が4回振れる

ン

メータ本体側コネクタ
8

メータ本体側コネクタ
八‘
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心(\；1〇

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33



トラブルコードに基づく点検 トラブ4ノレコード52

トラブルコード52 クラッチ信号系汩〇ソ丁車のみ)

¢£84)

巳ソ丁 
已0じ

⑱

鲁フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 [〇リ間のハーネス 
コネクタ点検

1〇に

2 EIV1F^丨用已〇じ点検

〇に

3 E^V丁用巳〇り点、検

N0

N0
コネクタの端子接触点検

N0 1 1 01¢

コネクタ修理 已，。じ交換

〇に

N(3

コネクタの端子 N0
接触点検

| 〇く

日〇ソ丁用£011交換
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2.日^冏用日(:リ点検

3.巳(3ソ丁用日(：11点検

1.日(:ソ丁用日〇じ〜日，丨 
巳〇リ間のハーネス、 
コネクタ点検

ぢ1\^1用五(：11コネクタ只18を結合する。
60ゾ丁用辽〇じコネクタ卩84を分離する。
10 3^ (>1にする。
60ゾ丁用叼(：1；コネクタ卩84の端子とボディ（0X0)間 
の電圧を測定する。

4 N0.25 —⑽〇

基準値

N0の時

10 3\^〇卩卩にする。
ぢ〇マ丁用ぢ(：1！コネクタ卩84を結合する。
ェンジン始動する。
丑(:^丁用兄01；コネクタド84の端子とボディ（0X0)間 
の電圧を測定する。

ド84 N0.25 —（^0

其淮辟
レンジ： 5ソ

0レンジ： IV以下

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

N0

コネクタ修理

〇尺

ぢ(:从丁用五0：1；コネクタド84を分離する。
用五〇リコネクタ尺18を分離する。

ぢ〇マ丁用远011コネクタ孖84の端子と用珏011コネ 
クタ尺18の端子間の導通を点検する。

兄18 N0.25—？84 N0.25

基準値 導通あり

用圮〇!；コネクタ只18の端子とボディ（(^^〇)間 
でショートしていないか導通を点検する。

兄18 X0.25 — 0X0

導通なし

N0の時

ハーネス、コネクタ修
理又は交換

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

I

—

I

\
)
/ 
\
)

7 
\

1
/ 

\
)
/

1
2 
3 
4

〆
\ 
7
(
\ 

/―

^、 
/

1.

^

-
-

？

-

1

⑷
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

いづり」

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

巳隊1巳〇じ

0

，フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。

4

01¢

〇に

130バルブの 
単体点検

〇X

コネクタ端子の 
接触点検

0^

已(：1)交換

1 吸気系のエア漏れ N0 エア漏れ部修理、又は1
点検 部品交換

2
圧カセンサからの 
入力信号さ検ノ\ノノ 丨口 9\\\ 1^

〇に

圧カセンサ交換

N0
------- ^ 圧カセンサ配管点検

N0

圧カセンサ配管修理、又は交換

3 スロットルセソサ N0 スロットルセンサ系点検
からの入力信号点検

------------1~^-----------

(トラブルコード31)

N0
13〇バルブ交換

N0
コネクタ修理

(注）点検はエンジンを充分暖機 
した後に行うこと。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

2.圧カセンサからの 
入力信号点検

⑴
⑵

1

⑶

^16 N0.3 —⑽〇

同時に吸入管圧力を測定する。

基準値
吸入管圧力と端子電圧が下図とほ
ぼ一致

(注）
吸入管圧力（絶対圧）は
バキュームゲージ（負圧 
計）による値に、大気圧 
(平地で76011111111めを加え 
た値である。

100 200 400 600 800

吸入管圧力（丽肽絶対圧）

ぢ011コネクタ只16は結合のまま。， N0の時
ぢ011コネクタ只16の端子とボディ間の電圧を
測定する。 圧カセンサ

配管点検

N0

01^
11

圧カセンサ交換

圧カセンサ配管 
修理、又は交換

3.スロットルセンサ 
からの入力信号点 
検，

⑴
⑵
⑶

コネクタ只16は結合のまま 
10 3评にする。
圮011コネクタ只16の端子とボディ 
測定する。

((^03)間の電圧を

只16 N0,6 —⑼〇

基準値
全閉： 1.0 V以下

全開： 3.5〜4.5 V

N0の時
スロットルセンサ系

点検
(トラブルコード31)

4. 180バルブの単体 
点検

(1)エンジンを充分暖機する。
⑵180バルブ用コネクタ只39を分離した時、エンストす 

るか点検する。

N0の時 

150バルブ交換

基準 エノスト身る

吸気系のエア漏れ
点検

次の点を中心に点検する
(1)インテークマニホールドの外れ、弛みはないか。
⑵インテークマニホールドは指定の方法で接続されてい 

るか。（ガスケットの抜け、ボルト，ナットの締付トル 
ク不足等）

⑶ホース、ニッブル類の抜け、弛みはないか。

N0の時 
エア漏れ部修理、 
又は部品交換

セ
ン
サ
出
力
⑺
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

ラブルコード62 :電気負荷信号系
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トラブルコードに基づく点検 トラ:/ノレコード62

2.日(:リへの電気負荷 
信号点検

(次頁へ続く）

〇仄の時辽01；コネクタは結合したまま。
10 3界〇1^にする。
リヤデフォッガ3界をさせる。
叼(：1；コネクタ只18の端子とボディ（0X0)間の電圧を 
測定する。

N0,36——⑽〇

基準値
〇N : バッテリ電圧

〇卩卩： 〇ソ

ヘッドランプを乙〇ビームにし、ライティング3がを 
〇^/〇卩卩させる。
玨011コネクタ只18の端子とボディ（0X0)間の電圧を 
測定する。

只18 1^0.24—0X0

〇问 : IV以下
基準値

1 V |

〇ド卩: バッテリ電圧

1.各電気負荷部の単 
体点検

(1)リヤデフォッガ3界のに応じて、コンビネー 
シヨンメータ内のリヤデフォッガモニタランプが点灯 

消灯するかを点検する。

⑵へッドランプ乙〇ビームが正常に点灯/消灯するかを点 
検する。

⑶へッドランプ扭ビームが正常に点灯/消灯するかを点 
検する。

N0の時 
各電気負荷部の 
修理又は交換

\
1

/ 
\

1
/

5 
6 

,

^
\ 
/
(
\、



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

ぢ011コネクタ只18を分離する。
デフォッガ3界のコネクタ18を分離する。
已〇リコネクタ818の端子とデフォッガ3…のコネクタ 
18の端子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ修 
理又は交換

3.各電気負荷部〜
に〇リ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

只18 N0.36— 18 N0.1

⑷
⑸
⑹

E^\]コネクタ只18を分離する。
ライティング3…のコネクタド14を分離する。
五(：11コネクタ尺18の端子とライティング8界のコネク 
タド14の端子間の導通を点検する。

只18 
尺18

N0.23— ド14 N0.9 
N0.24—ド14 N0.3

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

N0

…8

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 (2&

「6 5 4 3 2 1)

13 12 11 10 9 8 7

(前頁より続く）

2.日0：リへの電気負荷 
信号点検

⑺

⑻

へッドランプをN1ビームにし、ライティングを〇N 
/〇ドドさせる。
已01；コネクタ尺18の端子とボディ（(^^))間の電圧を 
測定する。

只18 0.23——⑽〇

基準値
〇N : IV以下

バッテリ電圧〇尸尸 :

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

〇冗

丑011交換

N0

コネクタ修理

\
)
7 
\
)
/ 
\
1
/

1
2
 
3

|̂
\ 
7
(
\ 

7
(
\
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〇

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62



トラブルコードに基づく点検ートラブルコード63

，フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。
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2.已〇リへの入力信号 
点検

3.ヒータブロア8… 
〜巳011間のハーネ 
ス、コネクタ点検

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理、又は交換

〇仄の時

10 8\^〇ド卩にする。
ぢ01；コネクタ只18を分離する。
ヒータブロア8界のコネクタを分離する。

丑(：11コネクタ只18の端子とヒータブロア”Vのコネク 
夕116の端子間の導通を点検する。

N0.39—116 N0.6

基準値 導通ありーノノ

トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード63

1.ヒータブロアの作

動点検
⑴10 3界にする。
(2)ヒータブロア8界を〇N/〇FFさせ、ヒータブロアの作 

動を点検する。

基準

5\^〇卩卩：ブロアモータ停止

3西1段：風量弱

3…2段：風量中

3…3段：風量強

N(3の時
ヒータブロア回路修 
理

\
)
/ 

N
1

/ 
\
)
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4

/
(
\、 
/

^
V 
(̂
\ 
7
(
\

N
1
/ 

N
N
1
/ 

N
1
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4

,

^
\ 
,

-
X 
/

1.
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セレクトモニタによる点検

〔7〕ーセレクトモニタによる点検

機能概要
セレクトモニタ（略称：33吣は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用で

きる0

卩モード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断線、 
ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

孖八モード 入力、出力信号の01^/0？？と動作状態が1^0の点灯により判別できる。

卩3モード
1；チ
0チ

エ
エ

ック、0チェック、バックアップメモリ内のトラブルコードを数字で表示する。
ックでは、自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

ド〇モード ノ人、ソ クアップメモリ内のトラブルコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより、センサ、アクチュヱータの特性を測定して基準データと比較し、 

不具合原因となっている項目を点検。

診断内容
センサまたはアクチュエータ系の特性異常

不具合現象

-リードメモリ、I；および〇チヱックの点検で卜 
ラブルコードが出ず、また、現在、過去におい 

て、不具合が発生している場合

点検手順
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セレクトモニタによる点検一卩モード

国ドモード

1 ファンクションコード 入力，出力信号
表示内容IコードN0. 略称 測定項目

|卩〇〇
柯八只 年式表示 モータ接続時に当該車両の年式を西暦表不する。

1卩01 バッテリ電圧 用丑(：11に供給されているバッァリ電圧（ン）を表不する。

¥02 車両速度
丑^1？丨用五〇1；に入力されている車両速度（ヒ11/11と111丨10/11)を表 
不する。 1

クランク角センサから入力されているエンジン回転数(1^111)を表
75する。 |卩03 只只迟ン エンジン回転数

1ド04 刊 冷却水温度 水温センサから入力されている冷却水温度（。〇)を表不する。

卩06 スロットルパルブ開度
スロットルセンサから入力されているスロットルバルブ開度（(162) |

尤书了. 士ブを表小する0

¥07 最終進角度
各センサからの信号を基準にして決定された最終進角度（如2)を
―一一^ 】ーブ

ノ』ベ9る。 |

卩08 懂 インジニクタ噴射時間 インジヱクタに通電されている時間（1113)を表不する。
1 「09 130 130バルブ 13〇バルブ開度（％)を表示する。

1ハ 〇2センサ出力電圧 11-人、，1―1-1、し1、マ /マァ、 ^ ―^ —\，1 づV 10 02 〇2センサから入力されている电圧（\〇を表小9る0 |

卩11 021118X - 111111 〇2センサ出力電圧最大値
—最ノ 1ヽ値

02センサから入力されている電圧の最大値（ソ）と最小値⑺を表 
ホする。 |

月又’』胆

|ド13 空燃比補正量 〇2センサにより補正されている八/ド補正係数（％)を表示する。

卩14 祖N1. ？ 吸入管圧力
圧カセンサから入力されている吸入管圧力（111111^2)をゲージ圧と 
絶対圧で表？^する。 |

1 ¥16 吸気温度
吸気温センサから入力されている吸気温度（て）を表不する。 |
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セレクトモニタによる点検一ード〇〇、卩01

ド0 0 年 式（丫巳八闪）

測定条件

10 3,が〇1^の時。

基準 値

く表示内容〉

1996 ⑻〇)

基準値外の時の点検

斤01 バッテリ電圧〔V日）

測定条件

(1)10 3界〇1^の時。
⑵エンジン暖機後のアイドリング（800卬㈤) 

伏態の時。

基準 値

く表示例〉

ソ8

12,5ソ

基準値

(「〇1)

10〇问:11〜12,8ソ 
アイドリング時：14〜14,8ソ

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「02、ド03

〔ド0 2 1= 車速信号（ソ3 ？)

—測定条件-----------------------------

車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、 
ギヤを入れて、スピードメータが401^111/11を保 

持した状態で測定する。

一基 準 値

ぐ表示例〉---
ソ3卩 鐵）

401<171/卜 25以叫

スピードメータ表示と、331^表示を比較 

基準値1指示値の差：±10 %

基準値外の時の点検

1 車速センサ 車速センサ系トラブルコードに基づく 
点検実施（口52)

ド0 3 エンジン回転数（巳V〕

一測定条件-----------------------------

エンジンを充分暖機した後のへッドランプ、ラジ 
ェータファン、リヤデフォッガ等の電気負荷の無 
い時のアイドリング時。

注意
エンジン回転数は64⑻卬瓜を超えないこと0

—基

ぐ表示例〉

準 値

日㈣ ⑻3)

800「⑽

基準値 800 土 50「〇⑺

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——印4、ド06

〔ド0 4 1= 水温信号（丁〜)

—測定条件-------------------------

エンジン暖機後の、アイドリング（8⑻卬111) 
状態の時。

一基 準 値

ぐ表示例〉——，-,
(「04)

80 〇0 176。「

基準値 75〜100て

基準値外の時の点検

スロットル開度（丁㈠V〕

----------- —基 準一値

エンジン暖機後に停止して、10 3界を〇Xにした
状態の時。

ぐ表示例〉
丁㈠ソ (「〇6)

22.0づ89

基準値

全閉：約11(3〜19)づ的 
全開：約95 (85〜103)咖9
全閉から全開の間でアクセルの
踏込みに比例して変化すること

芦淮防ゲの牲のよ抢空半1匿ノトり阿の思快

1 スロットルセンサ スロットルセンサ系トラブルコードに1
基づく点検沪48)
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セレクトモニタによる点検——「07、ド08

ド0 7 点火時期（八0ソ3)

—測定条件------------------------------

エンジン暖機後の、アイドリング（8⑻卬以)
状態の時。

一基 準 値

ぐ表示例〉——闘
八0ソ3 (「〇7)

5.00169

基準値 5づ㊀9付近で変動している

注意 卩07で表示される点火時期の数値は、五(：1；内部での演算値であるため、実際に測定した場合の数値 
とは一致しないことがある。

基準値外の時の点検

^ 0 8 | インジェクタ噴射幅（丁 Iい)

(1) エンジン暖機後のアイドリング（8⑻卬111) 

状態の時。
(2) 電気負荷部（リアデフォッガ、ヘッドランプ、 

ラジェータファン）、及びエアコンが〇ド孖の

時0

基準値外の時の点検

基準 値

ぐ表示例〉

丁… （ド〇8)

3.1 1715

基準値
^丁 :1.6〜2.1⑺5
E 0 V丁：1.7〜2.2⑺5
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セレクトモニタによる点検——ド09、ド10

ド0 9 13〇バルブ

一測定条件------------------------------------

(1) ェンジン暖機後のアイドリング（8001：口〇)
の状態の時。

(2) 電気負荷部（リヤデフォッガ、ヘッドランプ、
ラジェータファン）、及びェアコンが〇卩玨の

時。
⑶バッテリ電圧が13又以上。
⑷丑〇ゾ丁車では、“ゞ’又は“ポジション

デューティ^丨3 0)

——基準 値——

く表示例〉-,— ,
130 ⑻9)

8.2%

「基準値 3〜13%

基準値外の時の点検

3 吸気系 ------------ ^吸気系のエア漏れ点検沪59)

02センサ信号(02)

測定条件

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た伏態で測定。

一基 準 値

く表不例〉-----------------
02 (⑽

0.887

基準値 〇〜IV間で変化する

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——1、ド13

(卜1丨 〇2センサ4目可!^13乂 一 1^11 门（02⑴3乂 一 111111)ノ

測定条件

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た状態で測定。

一基 準 値

ぐ表示例〉—一
021113X -⑺1 门 旧1)

0.76V 0.227

基準値
1113X : 0.5〜1，0ソ

171丨门： 0.0〜0,5\7

基準値外の時の点検

13 | 空燃比補正量（八し尸㈠八)

一測定条件---------- :------------------

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た状態で測定。

一基-

ぐ表示例〉

準 値

基準値 一10〜十10%の間で変化

基準値外の時の点検

1 インジェクタ噴射幅（丁丨|^|) 「08モードの点検（？71)

2 〇2センサ 1 麯 ド1〇モードの点検（ド72)
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セレクトモニタによる点検——「14、ド16

吸入管圧力（I\/IAN丨.ド)

—測定条件---------------------------

鲁エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
ぐ表示例ン

丨.ド 旧4)

-400闩9 360(71(7^9《

ゲージ圧表示 絶対圧表示

基準値
(咖 N9)

N1 -370〜-490 270〜390
已〇ソ丁 -350〜-470 290〜410

※値は絶対圧表示である。

基準値外の時の点検

〔「16 1: 吸気温信号（丁八） )

一測定条件-------------------------

ヱンジン暖機後のアイドリング伏態の時。

基準 値

く表不例〉
TA - ㈣）

26 〇0 791

:外気温度、エンジン房内温度等により基準 
値を外れることがある。

基準値外の時の点検

1 门ユ4=":日、14*1- 吸気温センサ系トラブルコードに基づく
1 吸メぃ皿12 ノり

点検実施(？46)
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セレクトモニタによる点検——ド八モード

国ド八モード

ファンクシヨンコード
信号名称 1^0の点灯条件

コード!^〇. 1^0 N0. 略称

1 02 〇2モニタ 〇2センサ出力、リッチで点ぐ灯

2 〇八 〇2センサ 〇2センサ活性時で点灯

卩八〇
3 I 0 ァイドル8… スロットル全閉で点灯

6 110 テストモード端子 テストモド端子結合で点灯

7 題 II に^コニ丨丨神了 リードメモリコネクタ結合で点灯リ トメセリ乂而于

8 丑抓車識別 丑〇从丁車のみ点灯

3 〇乙 クラッチ 走行レンジへセレクト時に点灯

卩八1
4 5 3 パワステ パワステ動作時に点灯

6 八〇 エアコン エアコン3冒で点灯

7 ヒータブロア ヒータブロア3界〇1^で点灯

2 ラジエータファンリレ- ラジェータファン〇1^で点ぐ灯

3 エアコンリレー エアコンリレー〇1^で点灯

6 〇已 チェックエンジンランつず チェックエンジンランプ〇で点火丁

9 八83作動 八83作動時に点灯

6 八丑3モニタ 八33作動信号が〇Nした事がある時点灯

8 0尺 クランク角センサ診断 クランク角センサ信号入力後に点灯

9 卩？ 燃料ポンプリレー出力 燃料ポンプ時に点灯

卩人4
4 電気負荷

ヘッドライト、ラジファン、リヤデフォッガ、ヒータブロア 
し、ずれかが時に点灯

9 I 5 130バルブ出力 130作動中、点滅
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セレクトモニタによる点検

ド八〇 スイッチ1(3\^1)

表示内容

1

2
3

5

6
7

8
9

10

信号 名

〇2リッチ.リーンモニタ

〇2センサ活性化

アイドル撕

テストモード端子

リードメモリ端子

50マ丁車種識別

記号

02
〇八

10

1)0

腿

丁]VI

02

110

〇八 10

2

8 9

基準 値

⑴02フィードバック実行中に 

八/ドリッチ信号出力中 

八/ドリーン信号出力中 

(2)〇2センサ活性時に

:N0.1 1^：0点灯 

:N0.1 1^：0消灯 

:N0.2 1^0点灯

⑶ァクセル開放（全閉時）に：N0.3 1^0点灯 

⑷テストモードコネクタ結合時：N0.6 1^：0点灯 

テストモードコネクタ分離時：N0.6 1^：0消灯 

(5)リードメモリコネクタ結合時：N0.7 1^：0点灯 

リードメモリコネクタ分離時：N0.7 1^0消灯

(6)辽〇又丁車 :N0.8 1^0点灯

回 路

ョ0じ
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セレクトモニタによる点検——ド八1

八1〕 スイッチ2 (5^2)

表示内容

！^0ポ〇 信号 名 記号
1 —

2 —

3 クラッチ信号 〇乙

4 パワステ》V 55

5 —

6 エアコン8界 八〇

7 ヒータブロア信号

8 —

9 —

10 —

—— —— （:乙 33

八。 册 一 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

——基 準一値--------------------------------

(1) 丑(：ゾ丁車にてヱンジン始動後

〇レンジ ：N0.3 1^0点灯

レンジ ：N0.3し远〇、?肖灯

(2) ステアリング転舵時 ：N0.4 1^：0点灯

(3) 八/〇スイッチ〇1^時 ：N0.6 1^0点灯

⑷ ヒータブロア3界時（乙〇〜只1)

:N0.7 1^0点灯

#

回 路
…8

8八丁丁

八/〇リレー 八/〇リレー
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セレクトモニタによる点検——卩八2

^FA2 スイッチ3 (5*3)

表示内容

信号 名 記号
1 —

2 ラジェータファンリレー

3 エアコンリレー

4 —

5 —

6 チェックェンジンランプ 〇豇

7 —

8 —

9 八33作動信号

10 —

尺卩

〇丑 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

一基一-準一値---------------------------

(1) ラジェータファン作動時：N0.2 1^0点灯

(2) ェアコンコンブレッサリレー〇1^時

:N0.3 1^：0点灯

(3) チヱックェンジンランプ〇N時

:N0.6 LE^)点灯 

⑷八83作動時 ：N0.9 1^：0点灯

司路図--------
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セレクトモニタによる点検——ド八3

八3〕 スイッチ4 (3\^4)

表示内容

1^0加 レ 号 名 記号
1 —

2 —

3 —

4 —

5 —

6 八33モニタ信号 八〜

7 —

8 クランク角センサ診断入力 〇只

9 燃料ポンプリレー出力

10 —

人が —— 〇只 卩卩

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

一基一準 値-----------------------------

(1) イグニッシヨン〇後、八33作動した事

がある時： ：N0.6 1^0点灯

(2) イグニッシヨン〇!^のみ：N0.8 1^0消灯

エンジン始動後 ：N0.8 1^0点灯

(3) イグニッション〇X時、エンジン始動後

:N0.9 1^0点灯

イグニッシヨン〇X1秒後

:N0.9 1^0消灯

回 路
(^)

クランク角センサ

八83 £01)
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セレクトモニタによる点検——ド八4

([汗八4〕 スイッチ5 (3*5)

表示内容

信号 名 記号
1 —

2 —

3 —

4 電気負荷信号

5 —

6 —

7 —

8 —

9 130バルブ出力 13

10 —

-

—— —— —— 只乙 ——

—— —— —— 13 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

基準 値

(1)電気負荷部（リヤデフォッガ、へッドランプ、
ラジエータファン） においていずれか1つ

〇1^の時： :N0.4 1^：：0点灯

全て〇ドドの時 :N0.4 1^0消灯

130バルブ作動時 :N0.9しぢ〇点滅

回路図--------
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セレクトモニタによる点検——基準値外の時の不具合症状

基準値外の時の不具合症状

モー ド 不具合 症 伏

卩01 ランプ類が暗くなる。ランプ切れ、エンスト、始動不能（バッテリ上がり）、 
バッテリオーバチャージ（バッテリ劣化)、チャージランプ点灯

卩02 ¥5? エンスト、アイドル回転戻り不良

卩03 丑只迟ン エンスト、アイドリング不調、始動性不良
卩04 胃 始動性不良、燃費悪化、加速不良、アイドリング不調

孖〇6 加速不良、エンジン吹上り不良

¥07 アイドリング不調
卩08 丁. エンスト、アイドリング不調、加減速不良、アフタファイヤ

卩09 150 エンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下、始動性悪化

孖10 02 アイドリング不調
ド13 アイドリング不調

¥14 エンスト、アイドリング不調、加速不良、燃費悪化

ド16 アイドリング不調、燃費悪化

1^0 N0.1 02 アイドリング不調
2 〇八 アイドリング不調

3 10 加速不良、アイドル回転民り不良

6 110 1)チェック不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

7 謂 トラブルコード読み出し不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

8 丁1\4 己⑽識別不良

乙丑〇 N0.3 〇乙 エンスト、アイドリング不調

4 55 パワステ作動不良

6 入〇 エアコン作動不良

7 ヒータブロア作動不良

乙圮〇 N0.2 ラジエータファン作動不良 I
3 八尺 ェァコン作動不良

6 〇五 チェックエンジンランプ点灯不良

9 八丑8機能不良、八丑3作動不能

1^0 N0.6 ァィドル回転民り不良
8 0只 アイドリング不調

9 始動性不良、エンスト

尸八4
し五〇 N0.4 アイドリング不調

9 I 3 アイドリング不調 |
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セレクトモニタによる点検——ド日&卩(:モード

II 「巳ふド〇モード

1コ-ド
略称 測定項目 表示 内容1 N0.

|ド80 〇エ八〇-〇または01八0^11 自己診断機能 現在の故障箇所の自己診断結果を表示する。（11チヱック又は0チヱック）
|卩81 0^0 - ^ 白己診断機能 過去の故障箇所の自己診断結果を表示する。
1 ？00

バックアップクリア バックアップメモリ内に記憶されている過去のトラブルコードをクリアする。

トラブル
入出カセンサ名称 略称

トラブル
入出カセンサ名称 略称1コ-ド

コード

21 水温センサ系 雷 32 〇2センサ系 02

23 圧カセンサ系 ？, 3 33 車速センサ系

24 180バルブ系 130 52 クラッチ信号系 0^ 30

1 26
吸気温センサ系 54 吸気系 體.ド

1 31
スロットルセンサ系 丁取 62 電気負荷信号系 丑し

63 ヒータブロア信号系
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〔8〕不具合現象に基づく点検

不具合現象に基づく点検

ここでは、不具合現象別推定原因を一覧表にまとめてある。

自己診断でトラブルコードを表示しない不具合のトラブルシューティングに活用する。

不具合現象別トラブルシューティングは、まず、問診内容と基本点検結果を整理し、不具合現象別推定原因一 

覧表と照らし合わせて点検の優先順位を決定し、系統別、部品別に順次点検を行い、トラブルシューティングを 

行う。

不具合現象が再現しているにもかかわらず、自己診断で異常が検出されない理由として、自己診断の 

異常検出範囲外で不具合が発生している場合と、自己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考え 
られる。

く点検手順〉

不具合車両入庫

問 言多,13ジ

圧/〇がかかる 
場合

現象確認 
(問診通り不具合発生)

E//0がかから 
ない場合

レ レ ‘—

リードメモリおよび0チェックを実施し、 
すべてが〇ドであることを確認する。

已/〇がかからない時のトラブルシ 
ーティングを実施する。

直らない時

基本点検
直らない時

I目会I目恁钏占括 1
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不具合現象に基づく点検

\ 不具合症伏

主原天

エンジン始動不能 ア
イ

ド、
リ
ン
グ
不
安
定

定
速
走
行
不
良

加
速
不
良

ア
イ

ド、
ル
回
転
戻

不
良

バ
ヅ

ク
フ
ア

イヤ
ア
フ
夕
フ
ア

イヤ

ノ
V

キ
ン
グ

1^1燃
費
悪
化

走
行
中
シ
3
ツ

ク

エ
ン

ン
吹
上
が
り
不
良

走
行
中
エ
ン
ス

卜

エ
ア
コ
ン
不
作
動

初
爆
な
し

初
爆
あ
り

兀
爆
後
ェ
ン
ス

卜

丑011 (電源みアース回路） 八 八
圧カセンサ 〇 八 八 八 八 八 八
吸気温センサ 八 八

1水温センサ 八 〇 八 八 八 八 八 八 八 八
|スロットルセンサ 八 〇 八 〇
|フューエルポンプ 〇 〇 八 八 八 八 八 八 八 八
1プレッシャレギュレータ 〇 〇 八 〇 〇 〇 八 八 〇 八
|フユーエルインジエクタ 八 八 八 〇 〇 〇 〇 八 八 八 八 八

ィグナィタ 〇 八 八
1 10コィル 〇 八 八 八

スパークプラグ 〇 〇 〇 @ @ 〇 八
クランク角センサ 〇 〇 八

| 130バルブ 八 八 (〇) 〇 〇 八 八
〇2セノサ 八

吸気系（エア漏れ） 八
画 74=7 'ホし#、,上X- 八 〇単速セノサ
|クラッチ信号

八 八

電気負荷信号 八 八

エアコン信号 〇
ヒータブロア信号 八 〇

1丑〇从丁用已011不良 八 八 八
テストモードコネクタ、リードメモリコネクタを結合さ 
せたまま 八

エンジン〜ボディ間アース不良 八 八

アイドリング調整不良 〇 〇 〇 (〇) @ @ (〇)
スロットルワイヤ調整不良 @
バルブクリアランス不良 八 八 〇 八 八 八 八

1八83協調回路
〇 〇

く注記〉点検手順@4〇4八
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[9〕クリアメモリの手川頁

クリアメモリの手順

セレクトモニタを使用しない場合

(1)10 3墀

戈、

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ

(9極黄)

(2) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共

に結合

(3) 0チェック実施

〔5〕自己診断の項を参照

——〇Xコード

0.5 0. 5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

-トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3

(4) チェックエンジンランプが〇仄コードを出してい 

ることを確認

ぐ参考ン
〇チヱック実施後でも〇冗コードが出力されない 

でトラブルコードが出力されている場合には対 

応する個所の修理を行った後、再度クリアメモリ 

をやり直す。

(5) 10 5^〇辽严の状態でテストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離

セレクトモニタを使用する場合

(1)セレクトモニタをセットし、ファンクションモー

ドド0 0を選択.実行

(2)セレクトモニタの表示

卜^^〇^丫 0し！^?

氺〇：丫日3 1:N0

〇を入力する

⑶10 8界を〇卩卩すればクリアメモリ完了
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E[V10

クリアメモリの手順
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3 日〇ソ丁システム

3—1 準備品......................................................... 3—2

3 — 2 システム概要............................................. 3-3

〔1〕システム全体図......................................... 3-3

〔2〕システム構成図......................................... 3 — 4

〔3〕入出力電圧値............................................. 3—5

〔4〕フIイルセーフ機能.................................. 3-6

3 — 3 トラブルシューティングの実施.............. 3-7

国トラブルシューティングのステップ......  2 — 7

1 基本点検.................................................... 3-8

2故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴

の読み出し................................................. 3 — 25

圓トラブルコードと故障履歴.................. 3-17

國サービスコードと制御作動履歴..........  3-19

3 トラブルコードに基づく点検.................. 3-21

コード17 レンジスイッチ系

複数入力故障.......................... 3 - 22

コード21 スロットルセンサ信号系  3 — 24

コード22 スロットルセンサ電源系…… 3—26

コード31 アクセル5㈧系...................... 3-23

コード3 3車速センサ信号系.................. 3 — 32

コード3 4 クラッチコイル回路系..........  3-36

コード3 6 アイドルアップ要求信号系… 3 -

コード3 7 0 3ソレノイド系.................. 3-46

コード4 5 ブレーキスイッチ系.............. 3 — 50

コード5 3変速異常検出.......................... 3-52

4 サービスコードに基づく点検.................. 3 — 53

コード51 ストール時のクラッチ

保護制御作動.......................... 3 - 54

コード5 2 クラッチ高温時の保護

制御作動.................................. 3-55

5 セレクトモニタによる点検...................... 3-56

II機能概要.............. .................................. 3-56

IIドモード................................................. 3 — 55

「0 0 年式（丫巳八⑴.......................... 3 - 57

ド0 3 車速信号系（ソ5？) .............. 3 - 58

「0 4 エンジン回転数①呢ソ）…… 3-58

ド05クラッチコイル指示電流

(1 001し）.................................. 3 — 59

「0 6 変速比（闪八丁 10) .................. 3-60

ド07クラッチコイル実電流

(1 〇し丁〇㈠）.................................. 3-61
「0 8 スロットルセンサ電源電圧

(TNF^EF) ...................................... 3-62
「0 9 スロットルセンサ信号電圧

(丁間......................................... 3-62
國ド八モード............................................. 3 — 63

「八〇 スイッチ.1(3^1)................. 3-63

ド八1 スイッチ.2 (3^2)   3-65

ド八2 スイッチ.3 (3^3)   3-66

国ド8ふド0モード.................................. 3-67

6不具合現象に基づく点検.......................... 3-69

エンジン始動後も0しII 丁（：日^ TE^F

ランプが消灯しない...................... 3-70
问または？レンジでスタータ回らない…… 3-72

発進しない..................................................... 3-76

クリープする................................................. 3-79

セレクト操作性不良...................................... 3 - 81

変速不良......................................................... 3 — 82

走行中エンジン回転吹上がる...................... 3 — 84

国不具合推定箇所一覧表.......................... 3 — 85

7 クリアメモリの手順.................................. 3 — 87
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3— 1 準備 品

3 スバルセレクトモニタ

(カートリッジ498345900)

ぢ(31；入出力信号や制 

御データをモニタし、 

不具合系統の診断を 

行なう。

工具 各部の配線点検

クリップコード

サーキットテスタ 
(アナログタイプ)

サーキットテスタ 
(デジタルタイプ)

テストリード線
ワニロクリッ

各部測定用

計器

波形点検

オシロスコープ 

プローブ 
アースリード



車速信号 ㊉
8

(9)
0

エンジン
回転信号

V

丄

アクセル3.ガ.1

？ レンジ3. V， X
か ¥0

闩レンジ3.西.1

㈧レンジ3. 1

0 レンジ3. I；

0 5レンジ3. V/. X ハ广

(1

エアコン信号 （^)

〜八/い3 0半丨]別 
開放：N3¢卩 
接地：问六去

E^\ 
£01] X

タコメータ

10
20

9

11

〇

丫

I 0 3. \^，

ノゞッラ1'リ
-31-
ェ

電磁クラッチ

22

24

32

23

31

27 し丫 -㊉
し丫

曙 ㊀

80

-〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇
1 卜

^ 6「

^ 丫 8

^ 刊

^ 丫闩

\L
14

2

3 
10

〇
08

ブレーキふ西.

八83作動信号 し

0\^
〇

ブレーキ3.西.

1

コンプレッサ 
クラッチ

8

スロットルセンサ電源モニタ 闩丫

スロットル開度信号！^

4

6

21

巳〇じ

门
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

4

34

25

ぼ
0 5ソレノイド

0しじ丁(3卜!. 丁已， 
ランプ

端子配列

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

〔1〕システム全体図

3
じ 

8 
〇
 八已
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システム概要ーシステム構成図

〔2〕システム構成図
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システム概要——入出力電圧値

〔3〕入出力電圧値

日〇リ端子配列

门 厂〇 门 门 「 门
28 27 26 25 24 23 22 21 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
36 35 34 33 32 31 30 29 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

系 統 測定端子 線
色 測定条件 電圧値（乂）

1〇 車両停止時、端子間電圧 〇
車速センサ

20 6 車両30ヒ11/11時、端子間電圧 
(車速の増加に伴い、電圧は上昇する）

2.8 V以上
八〇レンジ

イグニッシヨンパルス 9 \ 了 アイドリング回転時 ,卜，し、、ル叮ノ
I 点火波?^

アクセル3— 11 〇研
アクセル開放時 約〇

アクセル踏込み時 電圧

スロットルセンサ信号 29 只 アクセル開放時 約0
アクセル踏込み時（開度の増加に伴い電圧上昇） 〇〜4.5

スロットルセンサ電源 21 10. 81〇N時 約5.1

〇 3
〇レンジの時 約〇

〇レンジ以外の時 電圧

〇3 13
〇3レンジの時 約〇

離
〇5レンジ以外の時 3八丁丁電圧

インヒビタ洲 只 14 81：
只レンジの時 約〇

只レンジ以外の時 丑八丁丁電圧

F 12
？レンジの時 約〇

？レンジ以外の時 電圧
レンジの時 約〇9乙

レンジ以外の時 8八丁丁電圧

ブレーキ3が
ブレーキ開放時（踏まない時） 約〇

4
ブレーキ踏込み時 電圧

人/〇信"号 6 -八/〇コンブレッサ〇ドド 約〇
11-/ レ1 口つ

八/〇コンブレッサ0^ 丑八丁丁電圧

八83作動信号 7 し
八33非作動時 8八丁丁電圧

1

^38作動時 0

㊉
27

.7 V ？鲁レンジ（逆励磁） 6〜8

墨1？办クモ、ソチ
35

1^1

走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 0.7〜2.0
114ム ノノ ノノ

㊀ 28
-而

レンジ（逆励磁） 6〜8
36 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 約〇

クラッチ信号 25 孔
卩^ レンジ 3八丁丁電圧

クラッチ通電時 約0.6〜0.7

ソレノイド 26
レンジ 約〇

05レンジ以外 丑八丁了電圧

34 尺
ランプ点灯時 約〇

ランプ ランプ消灯時 3八丁丁電圧

アイドノレアップ
33

八33非作動時 約12
要求信号 八33作動時 約0

入

力

出

力
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システム概要——フェイルセーフ機能

〔4〕フヱイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

アクセル3…系 (別表）
エンジン回転13501以上の時 
アクセル踏込みモードとする 走行不能防止 (別表）

スロットルセンサ系 ショートまたは断 
線

正常に戻るまで代用値を用いて制 
御

トフンスミツン
ョン保護

特に変化なし

車速セ サ系

走行レンジでクラ 
ッチ電流が流れて 
いるのに車速が入 
力されない

エンジン回転1850『1)111以上の時 
アクセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 
ンブレーキ確保

ァクセル開放で惰 
行した時ェンジン 
回転18501^111未 
満になるまでクラ 
ッチ切れない

クラッチ回路系
ショートまたは断 
線

正常に戻るまで逆励磁とする 只01；破損防止 クラッチがつな力 
らない

複数のレンジ3界 
が〇1^となった

アクセル開放、またはレンジ 
3界が〇かつ車速121^111/11未満
の時はレンジ、それ以外は〇3 
レンジと判断する

〇5レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3界が〇するまで〇5レンジ 
とする

ヒビタ3…
0レンジの状態か 
ら無入力となった

アクセル踏込み、または、車速12化!!!/ 
ヒ以上：他の3冒が0Nするまで0とす 
る
アクセル開放、かつ、車速121^111/11未 
満：他の3冒が01^するまでI3，Xとする

走行不能防止
トランスミツシ
ョン保護

只レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3…が01^するまではIV！レ 
ンジとする

セレクトレバーが
走行レンジにあっ 
てもドラッグ電流 
が流れない

極低速でギクシャ 
ク感大

アクセルに足をの 
せているとN40 
にセレクトできな 
い（ギヤ鳴き）

？，Xレンジの状態 
から無入力となった

他の3冒が〇Nするまでは？，レ 
ンジを保持する

ギヤ鳴き防止 逆励磁：走行不可

ブレーキ3 V系
ブレーキ3冒が一 

度も変化しない
ブレーキ〇1^と判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉
アクセル3界系の故障モードと検出の可否

アクセル3界

正常 〇1^のまま（開放) 〇孖ドのまま（踏込)

スロットル

センサ

正常 正常 検出可( エンジン回転1350113111以上で
走仃モード 検出不可（クリープ)

異常 検出不可、スロットルセンサ系故障優先

く注意〉，〇1^のまま........
^〇尸ドのまま.......
-検出不可の場合

ハーネスショート等も含む, 
、ーネス断線等も含む。
‘ラブルコードは残らない。
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トラブルシューティングのステ ヅ

不具合車両入庫

問 診 パ 不具合の発生条件、環境、現象を 
確実に聞き出す

現象確認 現象を確認し、不具合状況を把握 
する

基本点検

トラブルコードあり 故障履歴読み出し

セレクトモニタまたは(:しじ丁(:㈠ 
ランプで行う

トラブルコードなし

トラブルコードに基づく点検 不具合現象に基づく点検

ひ

クリアメモリ
(故障履歴消去)

確認テスト
N0

〇X

終 了
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トラブルシューティングの実施 —基本点検

1-基本点検
基本点検はトラブルシューティングにおいて不具合発見を早めるので、必ず実施すること

点検の順序-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

点検
順序 点検部位 チ:21ックポイント

1 トランスミッション外観、オイルレベル 油もれ、にじみ、丑(:ン丁フルードの適否

2 セレクトケーブル、シフトリンケージ、インヒビタ3界 各々の位置関係

3 トランスミッシヨンコントロールケーブル 調整の適否、ケーブルあそび量

4 バッァリ、電源、およびアース系
バッテリ比重、バッテリ端子ゆるみ、アースボルトゆるみ、
し イ、し 、、'―1、、11 11 X ,んっヒュース、ヒューンフルリノク切れ

5 アクセル3界 ぺタルの遊び範囲内で作動するか

6 コネクタ饈、ブラシ〜スリップリング部
コネクタがきちんと結合されているか。ブラシが折れたり、 
汚れたりしていないか。

7 エンジン 規定回転数、規定点火時期か（アイドリング時）

8 ストール回転数 ストールできるか

9 ライン圧 規定圧力にあるか

10 只(：1；への入出力（セレクトモニタにて） 入力#出力されているか

トランスミッション外観、オイルレベル

オイルパンガスケット、テストプラグ、エアブリーザ 

ホース、エンジンとの合わせ面等からのオイルのにじ 

みを点検する。

とくに、エンジンとの合わせ面付近にオイル漏れの 

にじみの形跡がある時は、ブラシ〜スリップリング部 

にオイルが付着している可能性があるので、ブラシの 

点検を必ず行う。

セレクトケーブル

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか 

確認する。

(1) 車体側セレクトレバーを位置に合わせる。

(2) トランスミッション側のケーブル取付ボルトをゆ 

るめる。

(3) トランスミッション側アームをX位置にし、特殊 

工具.ストッパピンをインヒビタスイッチの穴とアー 

ム切欠部に差込む。

⑷ケーブル取付ボルトを締付ける。

取付ボルト

T 4,9±0, 5〔0.5土(). 04〕
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トラブルシューティングの実施——基本点検

インヒビタ

く点検〉
(1) インヒビタ3界のコネクタを外す。

(2) 各レンジでの導通点検（オスピンを該当端子に挿入し 

行う。テスタピンをむりやり差し込んではいけない）

く調整〉
(1) 車体側セレクトレバーをXレンジにする。

(2) トランスミッション側を位置にする。

(3) インヒビタスイッチの取付ボルトをゆるめる。

(2力所）
(4) 特殊工具，ストレートピンをインヒビタスイッチの穴 

からシフトアームの切欠部に差込み、インヒビタスイッ 

チの位置決めをする。
31^) 499267300ストッパピン

(5) インヒビタスイッチ取付ボルトを仮締めし、特殊エ 

具.ストッパピンを抜く。

⑹取付ボルトを締付ける。
11"14.9±0.5 〔0.5土(). 04〕

⑺取付ボルト締付け後、特殊工具、ストッパピンを再度、 
インヒビタスイッチ穴に差込み、軽く挿入できることを 

確認する。

〇3 0 ㈧ 只
0 〇

)
6

(:) (: (: (: 9
1

(:
5

(:

12

10
1
2
3
5
4
6

1 2 3 4
5 6 7 8
9 10 11 12

画’.’’

11111111111

トランスミッションコントロ ールケーブル

(1) スロットルボディ側全開時に、トランスミッション側も全開になっていることを確認する。 

整備不良の場合、走行性が悪化することがある。

(2) スロットルボディのスロットルバルブが全開、全閉になることを確認する。
冬

(3) スロットルバルブ全開時、コントロールケーブルに遊 

びが大きくある場合は、コントロールケーフルを以下の 

手順で調整する。

①コントロ ールケーフル再調整用のロックプレートを 

ケーブル軸直角方向に押し、スライダをトランスミッ 

ション側へ動かして再セットする。この時コントロー 

ルケーブル自動調整部の“！;’寸法を2111111以下にす

コントロールケーブル

る。

② スロットルボディのスロットルバルブを手でゆっく

りと全開にして自動調整を行わせる。この時、コント 

口 ールケーブル自動調節部のスライダが“カチ、カチ” 

と音を立ててスロットルボディ側へ移動することを確 

認する。

③再度、スロットルバルブが全開になっていることを 

確認する。

ロックプレート 
(調整用）

ケーブル自動調整部

スライダ



トラブルシューティングの実施——基本点検

一ーバッテリ、電源、アース系

(1)バッテリの比重、電圧測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ

腫 1.260以上

(2) ヒューズ、ヒュージフルリンクのチェック

(3) アースホルトのゆるみチヱック

くヒューズボックス〉

ヒユースボックス

アクセル

アクセルペダル上での5…の作動点を確認 

く接点〉
各スイッチは図のようにべダルを離した伏態から、 

作動点で〇1^から〇ドドになる。

^アクセル3界........4 土 2111111ストローク時

く調整〉

カムを回転させて調整

/

アクセル3\^〇问

アクセル3^
〇㈧

全閉 全開アクセル開度

注意

アクセルケーブルの遊び調整後に作動点確認を 

実施すること0

また、アクセル3…作動後に、アクセルケーブル 

が引かれることを確認すること。
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トラブルシューティングの実施——基本点検

—コネクタ、ブラシ〜スリップリング部——

(1)丑011とブラシホルダのコネクタが確実に結合され 

ているか確認。

ニット

(2)ブラシ〜スリップリング部点検 

ブラシを取外し、油や水で汚れていないか目視点検。 

エンジンオイル、丑じゾ丁フルード、グリース等で汚れて 

いる場合はエンジン、トランスミッションを降し、油も 

れの原因を処置。

また、ブラシが偏摩耗（片ベり）している時は、押しつ 

け力不足で接触不良を起こすおそれがあり、新品と交 

換〇

——エンジン-----------------------------------------------------------

アイドリング回転数、点火時期を規定値に合わせ、アク

セル踏込み時のエンジンの調子（ボコツキ、息つき等が 

ないこと）を確認。 、

-タイミングライトによる点検

型 式 问八一圧1\^1車 車

基準値
アイドリング回転数（「口⑴） 800 土 50卩⑺

点火時期（日丁〇〇/「⑽） 10° ±3° バ800±50「口⑴ 
(テストモードコネクタを結合）
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トラブルシューティングの実施——基本点検

------ 八卜ール回転叙---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

0レンジでストール伏態のエンジン回転数を測定することによりトランスミッション内部のベルト.プーリ等 

の作用、電磁クラッチ等の作用、エンジン出力の良否を診断する方法である。

くテスト前の準備〉

エンジンオイル、冷却水、丑〇ゾ丁フルードを点検、

走行暖機後実施。

くテスト手順〉

① 電気的負荷（エアコン、ライト等）が入っていな 

いことを確認する。

② エンジン回転針を運転席から見える位置に設置。

③ 前後輪に確実に輪止めをし、さらにパーキングブ 

レーキを引く。

④ セレクトレバーを〇レンジにセット。

⑤ 左足でフットブレーキを強く踏みながら、アクセ 

ルペダルをゆっくり全開まで踏み込む。

⑥ ストール開始後、ストール回転数をすばやく（5 

秒以内）読み取り、アクセルを民す。

⑦ アクセルを戻し、アイドリング伏態で5秒休む。

—ライン圧----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -

已〇又丁油圧メカニズムすべての圧力源であるライン圧が不良になるとクランプ（締付け）力不足によりべル 

卜がスリップし、走行性に悪影響を与える。

① サイドケースについている圧力取出しプラグを取外す。

② 圧力取出し口に特殊工具アダプタを取付け、特殊工具.オイルプレッシャゲージと結合する。

498575400オイルプレッシャゲージ 

498895400 プレッシャゲージアダプタ 

498897700アダプタセット、オイルプレッシャ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に設置する。

〇レンジ- アイ ドリング伏態で計測する0

基準値 201^/0⑺2以上

注意

充分暖機後、ライン圧測定をする0
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⑧5回ストール測定を行い、5回目の回転数を測定 

値とする。

【基準値。 2300「叩1以下

㈧八、30共）



トラブルシューティングの実施——基本点検

日〇リへの入出力

入カチヱックはセレクトモニタを用いるのが確実 

な方法である。セレクトモニタは玨(：11内部のデータ 

をモニタできるため、圮011の入力識別状況、出力の制 

御伏態を点検することができる。

(カセット： 498345900)

異常なところがあれば、「トラブルコードに基づく点 

検」を参考に該当部位を点検する。

くスイッチ入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八〇

圮1^1」を入力し、右の画面にする。

② レンジ3界を卩—〇^まで順次セレクトし、該当す 

る1^：0がそのレンジで点灯することを確認。

③ アクセルに足をのせるとN0.9の1^：0が消えるこ 

とを確認。

④ ブレーキを踏むとN0.6の1^0が点灯することを 

確認。

⑤ エアコンが〇1^になると、N0.7の1^0が消灯す 

ることを確認。

⑥ セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八1

已1^丁」を入力し、右の画面にする。

⑦ 八83作動時にN0.1の1^0が点灯することを確認0

(八88無車でも表示されるので注意すること。）

1~~I…通常消灯、操作時点灯1 

、〇I…通常点灯、操作時消灯；

FN 只 0 〇5 ——

丑尺 八〇 八5 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

FN レンジ3界又は⑷

尺 レンジ8買（只）

0 レンジ3冒（0)

〇5 レンジ3パ（〇5)

8尺 ブレーキ

八〇 エァコン信号

八3 アクセル3界

ノ^ —— ——

八33作動信号

ぐ0NX0FF^>

① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八2 

丑1^丁」を入力し、右の画面にする。

② 〇5レンジにセレクトすると0.2の1^0が点灯 

することを確認する。

③ エンジンがかかった伏態でアクセル開放で〇レ 

ンジにセレクトすると、約0.6秒後に0.1の1^：0 

が点灯することを確認する。‘

④ 八83作動時に1^3の1^0が点灯することを確認 

する。

(八33無車でも表示されるので注意すること。）

〇し 30 [尺 —— ——

1 ハ2 3 4 5

6 7 8 9 10

〇乙 クラッチ信号出力

30 ソレノイド出力

I尺 アイドル，アップ要求出力
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トラブルシューティングの実施——基本点検

—[〇リへの入出力---------------------------------------

く車速入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド03

已1^1」を入力し、右の画面にする。

② リフトアップにて走行し、メータ指示とモニタ表 

示車速がほぼ一致していればよい。

^ (「ほぼ」は約10%程度）

③ 発進できない場合は点検しなくて良い。
(車速入力のせいで発進できなくなることはない) 

くエンジン回転入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド04

ぢ1^丁」を入力し、右の画面にする。

② ？レンジ2000113111時のモニタ表示を確認する〇 

大きく外れていなければよい。
③ エンジン回転が一定であるのに表示内容が変動 

する場合は、エンジンタイミングベルトのゆる 

み、また丑〇丨用五01；の制御アース断線などが原 

因として考えられる。
くクラッチ電流〉

①クラッチ電流については、指示電流（1(3〇1し）と 

実電流の両方をモニタすることがで 

きる0
1 1001し"^ ド05

、10乙丁0只-^¥07 )

②次表に従い1001しと101^011を確認する。

条 件 1(：〇1乙，10乙丁011

〇レンジアイドリング、 
アクセル開放

0.2〜0,3八

Xレンジ
つ"116

(但し11丁〇只は逆励磁であ 
っても0と表不）

リフトアップして0レンジで 狐 35わ!!/!!. 2.95火
走行 燃〇 40^/11，2,60八

③指示電流は〇^、実電流がN0のときはクラッチ 

回路の何らかの異常である。

ぐ変速比〉
① 変速比はエンジン回転と車速により算出してい 

るので、クラッチが切れている領域では強制的に 
2.50を表示する。（変速異常でも変速比2.50と表 

示されるので注意）

② 確認は実走行にて行い、アクセル全閉でコーステ 
ィンダの伏態からキックダウンし、表示が変化す 

ることを確認する。
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ソ5？

〇〇ヒ11/11

げ03)

0000^111

(卩04)

約80001^)111以上は表示できない。

指示電流

1〇〇1し

0.0八

(ド05)

実電流
スクロールキ 
で切りかえ

10乙丁011

0.0八

⑽7) ノ

注意

過渡的に指示電流と実電流が一致しないこと 

がある。通常は指示電流に対して実電流は士 
10%の範囲内に入る。

只八丁1〇 ⑽6)

〇. 〇〇

し〇ソ/日寺 2.50 
〇〇日寺 0.50



セレクトモニタ接続

電源を入れ、ぢ〇又丁を選択

(カセット:498345900)

(，）

丫巳3 : 0 〇丁㈠日闩ゾ

次の操作をすれば

サービスコードが表不される

ランプに故障履歴及び

① レンジで10

② 05 —の順にゆっくり
セレクト 1

③ ヱンジン始動

，トラブルコードの出てくるタイミング

103\^
〇问

点灯
ランプ

消灯
②の操作

〇3で 103^ エンジン始動

車種判別コード 
3回

〇にコードまたは 
トラブルコード

2.故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

瓦〇乂丁コントロールシステムに何らかの故障が発生し、丘〇リでその内容を検出できた場合は、故障内容に対 

応したトラブルコードがバックアップメモリに保存されている0また、クラッチ保護制御が作動した場合にも、 

その制御作動内容に対応したサービスコードが同様にバックアップメモリに保存されている。

トラブルコード及びサービスコードの読み出しは、①〇し1；丁011 ランプによる方法、②セレクトモニ

夕による方法がある。

--------〇しリ丁〇㈠丁ランプによる方法----------- ------------ セレクトモニタによるトラブルコ-ドの読み出し方法——

トラブルシューテイングの実施——故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

次のトラブルコード 
またはサービスコード

長い 長い 長い短い

③トラブルコード.サービスコード（例： 31)

等間隔 
(0.5秒毎)

3 0車

〜八車一 短く1回

5 0車一 短く 2回

②〇1^:コード

〜八車
を入力

，コードの読み方
①車種判別コード

/を入力

〇

1995 ⑻〇）

50 3八し1巳八闩

已〇ソ丁 (〆）

丫已3 : 0 〇丁邮闩ゾ

1995 ⑻〇）

3八、1巳八闩 已。ソ丁

①
②
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トラブルシューテイングの実施——故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

------ セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法------

③スクロールキー（个4)でド30モードにする。

脱(3 ㈣〇)

トラブルコードく略称〉

故障履歴なし—故障履歴-^故障履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを小さい順 
にくり返し表示する。

01八0 (削)

N0 丁只〇118乙丑

——セレクトモニタによるサービスコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ、ぢ(:\^丁を選択 

(カセット:498345900)

③スクロールキー（个“でド82モードにする0

サービスコードく略称〉

制御作動—制御作動履歴—制御作動 
履歴なし 履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを小さい順 
にくり返し表示する。

5只只ソ10迟（孖82)

N0 〇〇〇丑
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トラブルシューティングの実施 トラブルコードと故障履歴

I トラブルコードと故障履歴

、ラブル

コード
内 容 ランプ 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

17
レンジ系 

複数入力故障
点灯

2つ以上のレンジ3界が同時に〇1^にな

た

〇 レンジインジケータランプのヒューズ切 

れ

ハー不スシヨート

21
スロットルセ

サ信号系故障
点灯

センサ出力電圧が所定値をこえた 

車速センサ系の故障でなく、かつ所定の走 

行パターンのくり返し中に、一度もスロッ 

トル開度が所定値をこえない

ハーネス断線、ショート 

スロットルセンサ本体の作動不良 

コネクタの接触不良、端子抜け 

エンジン及び丑〇ゾ丁用五01；の故障

22
スロットルセン

サ電源系故障
点灯

スロットルセンサ電源電圧が所定値を下 

廻った
同 上

31 アクセル3…系 点灯

アクセル開放かつスロットル開度が15度 

以上でエンジン回転数が1500113111をこえ 

た

但し、スロットルセンサ信号系及びス 

ロットルセンサ電源系が故障していな 

い事

アクセル3界不良 

関連ハーネス断線、ショート

33 車速センサ系 点灯

発進モードでエンジン回転数が230011)1X1 

以上で15秒間、車速パルスが入力されな

関連ハーネス断線、ショート 

車速センサ単体異常

い

(ブレーキ開放であること)

#ブラシ〜スリップリング部シヨート（異

物）

，ブラシ〜スリップリング部油もれ、水侵入 

による導通不良

，ブラシスプリング押付け力低下による接

34 クラッチ回路系 点灯
#レンジ位置に関係なく、クラッチ回路の断 

線、ショートを検出した

触不良

#ブラシ折れ

#クラッチコイル内部断線、ショート 

，クラッチ回路ハーネス断線、ショート 

-ブラシホルダコネクタ、已〇11コネクタの

接触不良、端子抜け
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トラブルシューティングの実施 トラブルコードと故障履歴

トラブル

コード
内 容 ランプ 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

36
アイドルアップ 

要求信号
点灯

アイドルアップ要求中に、エンジン回転数 

が所定回転数を積算して60秒間下回った

アイドルアップ要求信号系のハーネスシ

ョート、断線

£011,ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け 

関連の信号系故障

37 〇5ソレノイド系 点灯
ソレノイド出力回路の断線、ショートを検 

出した

出力回路系のハーネスショート、断線 

丑〇11、ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け

ソレノイドの内部断線、ショート

45
ブレーキ 

スイッチ系
点灯

所定の条件下で、一度もブレーキスイッチ 

が作動しない

ブレーキスイッチ系のハーネスショート、

断線

丑011、スイッチコネクタの挿入不良、端子

接触不良、端子抜け 

スイッチ本体の作動不良

53 変速異常検出 点滅
車速とエンジン回転数の関係から推定し 

て、変速異常状態を検出したとき

シフトコントロールバルブの変速異常 

クラッチトルクの低下 

クラッチ回路系の故障

く参考ン
-エンジン始動後も13^ランプが消灯しない時は、イグニッションパルス系の故障氓(:VI用丑〇11に入力されていな

い）

#電磁クラッチ本体の故障は検出不能
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トラブルシューティングの実施——サービスコードと制御作動履歴

国サービスコードと制御作動履歴

サービス

コード
内 容 ランプ 制御の作動条件 点検 部位

51

ストール時のク

ラッチ保護制御

作動

点滅
-過酷な負荷条件下で、ストール状態を連続

して行1つた。

ハンフトコントロールバルブの変速異常

-所定時間以上ストールを行った

-坂道等でアクセル操作だけで停車した

-車速センサ系の故障

52
クラッチ高温時

の保護制御作動
点滅 クラッチ高温時の保護制御が作動した

，シフトコントロールバルブの変速異常

-坂道等でアクセル操作だけで停車した

-過負荷での運転

-車速センサ系の不良

国クラッチ回路系の表示方法

セレクトモニタを使用してトラブルコードを読み出した場合、下記の略称が表示される。 

この略称はどの様な故障で、検出したかを示している。

0乙？：クラッチ上流側の地絡故障 

0乙IV[:クラッチ下流側の地絡故障 

0乙〇：クラッチ回路の開放故障

(注）

-この表示は複数表示される場合がある。

-この表示は、主に点検すべき故障要因を示すが、故障原因が特定できない場合には、 

他の故障要因も点検する。
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トラブルシューティングの実施ーサービスコードと制御作動履歴
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トラブルコードに基づく点検

3 トラブルコードに基づく点検

〇トラブルコード17 レンジ系複数入力故障 卩.3 — 22

トラブルコード21 スロットルセンサ信号系 卩.3 -24

トラブルコード22 スロットルセンサ電源系 卩.3 -26

\トラブルコード31 アクセル3…系 [=>.3 -28

(トラブルコード33 車速センサ信号系 「.3 -32

1トラブルコード34
クラッチコイル回路系 卩.3 —36

\トラブルコード36 アイドルアップ要求信号系 卩.3 -42

1トラブルコード37
〇3ソレノイド系 卩.3-46

(トラブルコード45 ブレーキスイッチ系 卩.3 -50

1トラブルコード53
変速異常検出 13 - 52
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

〔 トラブルコード17レンジ3…系複数入力故障 )

丁 日ム平目申 —小兵口祝豕-' ―111 - -

，複数のレンジ3界信号が同時入力された。 レンジとの複数入力故障 
走行不可、発進できない 

，？，レンジ以外との複数入力故障
〇5レンジとなりエンジンフレーキ感大

インヒビタ3^ ^132^) (^132) (^2^) (232")

〇3 0 ？
(:5 3 7

1ウ卜ド 1 /
2 ¢11) 9

(！) 10
(:5 (:5 (:) V 1

2
¢1 3

1！) 5
( 4

1) 6

巳
¥0 
巳「
7？
丫… 
丫 ^

19
18
17
16
15

丫〇 
巳广 
V巳 
頂 
V闩

12
14
2

E^^T
E^^}

3
13

E^VT

-フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

「点検により["闪[〇リがレンジ3…故障と 
判断する場合があるので、本点検後は闩 
Iの0チェック/クリアメモリを必ず行うこと。]
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

1-日〇リへの入力信号 (1)16キーを01^にする。 〇仄の時
電圧測定 (2)五01；コネクタ卩48は結合のまま。 6(：！；交換

(全レンジについて点
検）

(3) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトする。
(4) 瓦(：1；コネクタド48とボディ（0X0)の間の電圧を測定 

する。

？レンジ ド48 X0.12 — 0X0
レンジ ド48 N0.14—

Xレンジ 卩48 N0. 2—0^0
0レンジ 卩48 N0.
0 5レンジ 卩48 N0.13 —

基準値
当該レンジ ：約〇ソ
その他のレンジ：バッテリ電圧

2.インヒビタ5西点 

検

(全レンジについて点
検）

(1) 10キーを〇ドドにする。
(2) インヒビタ3…コネクタ只132を分離する。
(3) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトする。
(4) インヒビタ3界コネクタ1^132-ゎ端子間の導通を点検 

する。

卩レンジ 只132—匕 N0.1--N0.2

尺レンジ 尺132-ゎ N0.1-一 N0.3

Xレンジ 只132-し N0.1-—N0.5

〇レンジ 8132—1) N0.1—-N0.4

0 5レンジ 只132-わ N0.1-一 N0.6

基準値
当該レンジ ：導通あり 
その他のレンジ：導通なし

N0の時
インヒビタ3界交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21

ラブルコード21スロットルセンサ信号系

診断内容
信号系統の断線、ショート 
スロットルセンサ本体不良

不具合現象

-加速不良
-エンジン吹上り不良

スロットル 
センサ

2
3

80

(^28^

^ V

7
12
14

巳，I 
£01]

15
14
6

80
闩丫

8
只V

闩

(115

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0
N0

1
スロットルセソサの

スロットルセンサ交換単体点検

01¢

2 日〇じへの入力信号 
電圧測定

N0 ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換

コネクタ，接触不良が原因
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スロットルセンサコネクタ只97を結合する。
10キーを〇Nにする。
圮01；コネクタ卩84は結合のまま。
五011コネクタ尸84とボディ（(^^0)の間の電圧を測定 
する。

ド84 N0.29—〇即

N0の時 
ハーネス又は 
コネクタ修理、交換

2.に(:じへの入力信号 
電圧測定

基準値
全閉： 1.0 V以下 
全開： 3.5〜4.5 V

注意
アクセルペダルの踏込みに比例してリニアに変化するこ 

と。

(^97^)

..-[=1—一.-

3 2 1
门

0)

1"!
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード21

スロットルセンサ
の単体点検

(1) スロットルセンサコネクタ只97を分離。

(2) スロットルセンサ本体の端子間の抵抗を測定する。

尺97— わ N0.1—N0.3

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 
センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

897—わ N0.2 — N0.3

基準値
全閉： 0.2〜0.9 X 0 
全開： 2.5〜6.2ド0

注意
スロットルバルブの開度に比例してリニアに変化するこ 

と。

N0の時
スロットルセンサ

交換

\
)

7 
\
)
/ 
\

^
〆

2 
3 
4

/
(

%、 
X
I

V 
^
1
\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22

ラブルコード22スロットルセンサ電源系

診断内容
ハーネスの断線、ショート 

コネクタの接触不良、端子抜け 
スロットルセンサの本体不良

，6011、-辽011の不良

不具合現象

加速不良
エンジン吹上り不良

スロットル
¢17) (^28^
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード22

1,スロットルセンサ
の単体点検

(1)スロットルセンサコネクタ尺97を分離。 N0の時
⑵スロットルセンサ本体の端子間の抵抗を測定する。 スロットルセンサ

交換
只07 一]〇 N0.1—N0.3

基準値 3.5〜6.5に0

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 

センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

897— わ N0.2 — N0.3

基準値
全 閉： 0.2〜0.9
全 開： 2.5〜6.2

注意
スロットルバルブの開度に比例してリニアに変化するこ 

と。

2.巳〇リへの入力信号 (1)10キーをにする。 N0の時
電圧測定 (2)芭011コネクタド84は結合のまま。 ハーネス又は

(3)远01；コネクタ卩84とボディ（0X0)の間の電圧を測定 コネクタ修理、交換
する。

ド84 N0.21 一⑶〇

基準値 約5.1 V
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード31

トラブルコード31アクセル3…系

診断内容
アクセル信号系の断線またはショート 
アクセル3界不良

不具合現象

発進しない 
クリーブする

(01)

アクセル3^7
⑧

已(3じ

ザ7. 2
1

一 〇西 ㈣
11

已
1

已〇ソ丁

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

2.日〇じ〜アクセル 
3…間のハーネス
点検

1,£(3じへの入力信号 

電圧測定

N0の時
ハーネス又は
コネクタ修理、交換

10キーを0Nにする。

E^^]コネクタ卩48は結合のまま。 

601；コネクタ卩48とボディ（(^10) 
する。

の間の電圧を測定，

？48 0.11―⑽〇

基準値
アクセルを踏んだ時：バッテリ電圧
アクセルを離した時： 〇 V

〇仄の時
交換

10キーを〇ド卩にする。

丑(：1；コネクタ卩48を分離する。

アクセル8界、コネクタド4を分離する。

601；コネクタ卩48とアクセル3界コネクタド4間の導通 
を点検する。

N0.11—N0.2

基準値 導通あり

(5)アクセルコネクタ卩4とボディ（0X0)でショート 
してないか導通を点検する。

¥4 N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし

I  
個

\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
^

1
2 
3 
4

X
I

X 
(̂
\ 
(̂
\ 
/
1、

I  

一
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

£011コネクタ孖48を結合する。
アクセル”Vコネクタ卩4を結合する。
10キーを0Nにする。

丑011コネクタ卩48とボディ（(^^0)の間の電圧を測定

N6の時
アクセル3界の作動 
タイミング調整

4.アクセル3西作動 
タイミング点検

する。（アクセルを徐々に踏み込む)

ド48 X0.11—⑽〇

基準値
アクセル3西が〇ド卩になつた時
2〜6111111でバッテリ電圧

3.アクセル3西作動 (1)アクセル3界本体の端子間の導通を点検する。 N6の時
点検 アクセル3…交換

ド4 一乜 N0.1—N0.2

アクセルを踏んだ時：導通なし

基準値 (2〜6111^)

アクセルを離した時：導通あり

X
I

V 
/
I

X 
X

I
V
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トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード31
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ系

診断内容
車速センサ信号系の断線、ショート 
車速センサ不良

不具合現象

アクセル開放で楕行したとき、エンジン回転数 
が1850卬111未満になるまでクラッチが切れない

車速センサ (^129^ ¢£48)

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する 0
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード33

1,日(:リへの入力信号 

電圧測定
⑴車体をリフトアップする。 〇冗の時
(2)五(：1；コネクタド48は結合のまま。 五〇リ交換
⑶丑011コネクタ卩48の端子にオシロスコープの㊉側プ 

ローブ、アースリードはボディアースする。
⑷エンジン始動、〇レンジでタイヤを回転させ、その時の 

出力波形を測定する。

ド48 N0.10に㊉側プローブー側にアースリード 
N0.20に㊉側プローブー0^0側にアースリード

基準値 6.5 V以上/401¢…/卜

2. [〇リ〜車速センサ 

間のハーネス点検

〔次頁に続く〕

(1) 5011コネクタ卩48を分離する。
(2) 車速センサコネクタ6129を分離する。
(3) 圮01；コネクタド48と車速センサコネクタ1^129の端子 

間の導通を点検する。

卩48 N0.10—^129 N0.2
ド48 X0.20— 只129 N0.1

基準値 導通あり

N0の時 
ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

〔前頁の続き〕（3) 601；コネクタド48と了/0コネクタ卩126の端子間の導 N0の時

2.巳〇じ〜車速センサ 
間のハーネス点検

通を点検する。

卩48 0.10— ド126 N0.6

ハーネス、または 
コネクタ修理、交換

ド48 N0.20—？126 N0.6

基準値 導通なし

(4)已011コネクタ卩48とボディ（6X0)間でショートして 
いないか導通を点検する。

ド48 0.10 —（^0
ド48 X0.20 —

基準値 導通なし

3.車速センサ単体 
点検

(1)車速センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。 

只129— わ N0.1—N0.2

N0の時 
車速センサ交換

基準値 490〜590 0

201918.17161514131211
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心(\；1〇

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

フノノレコ 卜〇4クフツ

^ |扣 土 命 丁 日ム招争小兵口祝豕

-クラッチコイル回路の断線またはショート -発進できない
-ブラシホルダ不良 -エンジン吹き上がる
#電磁クラッチ本体不良 -セレクトできない

電磁クラッチ

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
巳⑶、ド-闩接続、
ブラシホルダ 
各コネクタの端子点検

1 01¢ ,

2 ブフシ点検

1 1 01¢
) I

3 クラッチ回路電流- 
電圧測定

| N0

4 日(：リ〜ブラシホルダ間 
ハーネス点検

卜〇X

5 ブラシホルダコネクタ〜 
電磁クラッチ間導通点検

修理後2へ

N0

修理後3へ

油もれ等がある時は修理後 
ブラシホルダ八丫交換

------------- 1-----------------

N0
ハーネス修理、交換

N0
ハーネス修理、交換

01¢

N0 クラッチ回路系以外の故障 
トラブルコード有

:トラブルコードに基づく点検 
トラブルコード無

巳〇リ交換

| 01¢

終了 :不具合現象に基づく点検
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

1,已(：11コネクタ 
ド，円接続コネクタ 
ブラシコネクタ

(1)五(31！コネクタ、卩.只接続コネクタ、ブラシホルダコネ N0の時 
クタのメスコネクタ側のクラッチ回路端子のピンの開 端子交換
き具合を目視点検

各コネクタ端子点 

検

正常 開いた状態

基準
1

辛
1

(2)各々のコネクタのクラッチ回路端子のオス側と同じも 
のを用意してメス側に差し込み、引き抜きカチェック

基準
他の端子と比べて 
著しく引き抜き力 
に差がないこと

修理後2へ

2.ブラシ点検 くブラシホルダ取外し〉

(1) ブラシホルダのコネクタ只47を分離する。
(2) ブラシホルダを固定しているスクリュ2本取外す。
(3) ブラシホルダを少し左に寄せながら後下方に引き出 

す0

〔次頁へ続く〕

ケースよりブラシホルダを引き出す時ブラシを折らない 
様に注意する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

〔前頁の続き〕くブラシホルダ点検〉

2-ブラシ点検 （1)ブラシホルダのナットにゆるみ等がないことを点検。
コネクタとブラシ、およびブラケット間の導通点検

基準
コネクタとブラシ

ブラシとブラケッ 
卜およびコネクタ 

とブラケット

導通あり 導通なし

ブラシにテスタ棒を当てる時はサイド面に当てること 

⑵ブラシの点検

①ブラシ先端の摺動部に傷のないこ 
とおよび油水等の付着がないこと。

基準

② ブラシが摩耗限界まで充分に残つ 
ていること

③ ブラシに摩耗粉が著しく付着して 

いないこと
④ ブラシに引掛かりがなく摺動する 

こと

N0の時
ブラシホルダ八丫交換

油もれ等がある時は 
先に油もれ等を修理 
する。

(3)ハーネスの目視点検

ブラシコネクタより上部のハーネス部分に傷、かみ込 

み跡、芯線の露出等がないか目視点検をする。
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード34

3,クラッチ回路 
電流，電圧測定

⑴図のように配線をする。

7|\^ ハーネス 
し丫 ㊉

㊀

ブラシホルダ 
コネクタ

0八❸

〇仄の時

電磁クラッチ交換

⑵レンジ.アイドリング時の電流.電圧を測定する。

基準値

は |±1 ^^2^电"11 約一110⑺八

電圧 4〜8 V

^基準値に入らないとき

電流〇八 
電圧〇ソ

回路断線、またはボディハー 
ネス㊀側ショート

電流一220⑺八 
電圧〇ソ

上記以外でショート

(3) 0レンジ、アイドリング時の電流、電圧を測定する。

基準値
电ノノ 11 0.1〜0.3八

電圧 0.7〜2.0 V

-基準値に入らないとき

電流〇八 

電圧9ソ以上
ブラシホルダ〜クラッチ部

断線

電流〇八 ㊉側回路ショート、または過去
電圧〇ソ に㊉側ショートによ呢〇⑽損

電流一11〇171八 
電圧4〜8ソ

インヒビタ3西系不良、または 

イグニッションパルス系不良

電流0,5六以下 

電圧3ソ以上

ブラシホルダ〜クラッチ部

㊀側ショート

電流0,3ム以上 

電圧3ソ以上
ボディハーネス部㊀側 
ショート
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トラブルコードに基づく点検 トラブ，ルコード34

4.已011〜ブラシホ （1)丑(：11コネクタド84、ブラシホルダコネクタ只47を分離 N0の時
ルダ間のハーネス

点検
する。

(2)各コネクタの端子間の導通を点検する。
卩84 N0.28 — 只47 N0.2
卩84 N0.36 — 只47 N0.2
ド84 N0.27 — 只47 N0.1
孖84 N0.35 — 腿 N0.1

基準値 導通あり

(3)コネクタ卩84とボディ（(^^0)間でショートして 
いないか導通を点検する。

ハーネス、コネクタ修
理または交換

尸84 N0.28 —-⑶〇
卩84 N0.36 —-⑽〇
卩84 1 N0.27 --⑽〇
ド84 N0.35 ——(3^0

基準値 導通なし

5.ブラシホルダコネ 
クタ〜電磁クラッ 

チ間導通点検

⑴ブラシホルダ側のコネクタ端子間の導通を点検する。 

^47-13 N0.1—N0.2

N0の時

ハーネス修理、交換

基準値 導通あり

⑵ブラシホルダ側のコネクタ端子とボディ（(^^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する。

尺47- わ N0.1―⑽〇 
只47— わ N0.2 — 0X0

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレニ！ー ド34

クラッチ

くクラッチコイル回路系、推定故障部位、内容〉

，づぅシ〜スリップリング部..........油もれ、水浸入による導通不良、異物によるショート、ブラシスプリング押

しつけ力低下による導通不良、ブラシ偏摩耗により導通不良

-クラッチ.............................................クラッチコイル絶縁不良、導通不良（温度により正常になったり、切れた

り、ショートしたりする場合がある）’

，ハーネス、コネクタ...................... 端子のへたりによるコネクタ部接触不良

い +〔0〕

V
〇 ㊉

ぐ参考〉
，ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定 

なのでテスタでは正しい値が得られないことが 
多い。

正しく抵抗を測定するには図のように配線し、電流 
値‘電圧値を測定して、その数値から抵抗値を推定す 
る。
電圧値にはブラシ〜スリップリング間の電圧降下 
(約1，5マ）が含まれているので、「電圧計の読み—1.

------------------- ~6 4办 5ゾ」を電圧値として計算する。
，

-クラッチコイル単体の抵抗値20でで約
である。 1^30 :1.3 0

定
電
流
電
源
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トラブルコードに基づく点検 トラブソレコード36

( トフフル」一卜36アイドルアツ7要求4目可糸 )
一診断内容---------------------------
翁アイドルアップ要求信号系の断線、ショート 
-アイドルアップ，ソレノイドの不良

一不具合現象-----------

-八85作動時のベルトスリップ

，つローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検 トラ:/ノレコード36

1,八83作動信号の 
点検

(1) 車体をリフトアップする。
(2) 丑01；コネクタ卩84、卩48は結合のまま。
⑶丑〇1；コネクタ卩48端子とボディアース（(^^0)の間の 

電圧を測定する。
⑷車速を401011/ヒ程度に上げ、ブレーキペダルを踏み、 

急ブレーキをかけ、この時の電圧値を読みとる。

卩48 N0.7 —⑽〇

基準値 八83作動時： 0.5 V以下

注意 仙3警告灯が点灯し、八33のトラブルコード29、56 
が入る事があるので、この場合はメモリクリアを行 
9〇

N0の時
及び八33丑011 

間のハーネス修理

2.エアコン作動時の 
アイドル回転数、 
130 — 0じ丁丫点、検

くエアコン付車〉

⑴エアコン作動時のアイドル回転数、180― 01；丁丫をセ 
レクトモニタで点検する

N0の時 
アイドル回転数 
150 - 011丁丫 点検、 
調整

基準値
130 - 〇リ丁丫比： 25±5%

アイドル回転数：1100 ±50

くエアコン無し車〉

(1)車体をリフトアップする。
⑵車速を401011/わ程度に上げ、ブレーキペダルを踏み、 

急ブレーキをかけ、八88を作動させる。この時のエン 
ジン回転数をセレクトモニタで読みとる。

其淮結 15丨、|卜空半値
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トフブルコードに基づく点検------ トラブルコード36

丑〇マ丁，已〇リと八33，E^^]の各コネクタ分離。
£№1-E^^]のコネクタは結合する。

10キー〇Nにする。

丑(:VI，E^Vコネクタド84の端子とボディ（61^0)間

N0の時
£№1-E^Vの点検、
交換

4.の点検

の電圧を測定する。

卩84 N0.33—

基準値 12 V

3.巳〇ソ丁，已〇じ 
EN/1F卜 £01}
八83參日〇じ
間のハーネス点検

(1) 丑〇ゾ丁，已〇!；、卜五〇!；、八33鲁五011の各コネクタ
を分離する。

(2) 迟〇マ丁參E^\]コネクタ端子と卜E^\]コネクタ端 
子間の導通を点検する。

ド84 1^0.33—1^18 N0.31

⑶迟(:ゾ丁40！；コネクタ端子と八33化(：1；コネクタ端子 
間の導通を点検する。

卩84 N0.33—:^128 N0.45

基準値 導通あり

⑷辽〇マ丁.圮01；コネクタ端子とボディ（(^10)間のシ 
ョートを点検する

ド84 1^0.33—0^0

基準値 導通なし

N0の時
ハーネス、コネクタの

修理

\
)

 ̂
\
)
/ 
\
)
/ 
\

—

/

1
2 
3 
4

/
^
X 
/
-
-
V 
/
1

% 
/
(
^
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード36

5. E^VT*E^じの;^検 八88參£01；のコネクタを分離する。
丑〇又丁，丑01；と，E^\]のコネクタは糸吉合。 

10キーにする。

丑〇ゾ丁，E^Vコネクタ卩84の端子とボディ（0^0) 
の電圧を測定する。

間

？84 N0.33——⑽〇

基準値 12 V

N0の時
丑〇マ丁，E^Vの点検、 
交換

6.八83 ^ E^^\の,与検 ⑴
⑵
⑶

全てのコネクタを結合する。
10キーにする。
远0\^，£01；コネクタド84の端子とボディ（(^^0)間 
の電圧を測定する。

ド84 N0.33——⑽〇

N0の時
八88ぶ01；の点検、
交換

7.已〇ソ丁^已〇じの;^検 ⑴ エンジン始動後、1回目の発進時に車速61^11/11になる 
と、一度だけ八83作動信号が〇1^一 〇ドドするので 
丑〇ゾ丁，圮011コネクタド84の端子とボディ（(^^0)間 
の電圧を、八33作動中に測定する。
(ブレーキを軽く踏みながら測定すること）

ド84 1^0.33—01^0

基準値 0 V

N0の時
远0\^，远011の点検、
交換

¢128)
1|2|3|4|5|6 11718 9 1011111211311411511611711811912012111 22 | 23 | 24 | 25丨26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135 3612 7138139 40 41142143144145146147481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1

I  
確

\
)
/ 
\
)
/ 
\
)

7 
\
)
/

1
2 
3 
4

X
I

V 
(̂
\ 

X
I

X 
/
(
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

ラブルコード37 〇3ソレノイド系

診断内容
鲁〇5ソレノイド系の断線、ショート 
參〇5ソレノイドの不良

不具合現象

レンジに切りかわらない、あるいは、レ 
ンジのまま
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〇5ソレノイドのコネクタ只90は分離のまま。
，E^^]コネクタ卩84は結合する。

[0キーにする。
〇5ソレノイドのコネクタ只90端子とボディ間 
の電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、 
またはコネクタ点検、 

修理

2. 〇5ソレノイドの電
源系点検

刪 N0.1—⑽〇

基準値 12 V

(^90^

トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード37

已011〜ソレノ 
イド間のハーネス
点検

(1) 丑0\^丁鲁五011コネクタ卩84とソレノイドコネクタ
只90を分離する。

(2) 五0\^ 丁. E^Vコネクタド84とソレノイドコネクタ
只90端子間の導通を点検する。

卩84 X0.26 ―只90 N0.2

|淮辟 道；3太1 1巷半値 導通めリ

⑶丑(:マ丁參E^\]コネクタ卩84端子とボディ（0^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する

ド84 0.26 ―

基準値 導通なし

N00時

ハーネスまたは 
コネクタ点検、修理

\
1
/ 
\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4

7
(
\ 
7
(
\ 
,

^
\ 
7
(
\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

3. ソレノイド点検

已〇マ丁，E^^]と〇5ソレノイドの各コネクタ結合。 N0の時
10キーを〇1^とする。 五(：11交換

已〇マ丁，五01；コネクタ端子とボディ（0X0)間の電圧

N0の時
〇3ソレノイド交換

4.日(:じの出力電圧測 
定

10キーを〇ド孖にする。

ソレノイドのコネクタ只90は分離のまま。

〇3ソレノイド本体側コネクタの端子間の抵抗を測定。

謂一わ N0.1——N0.2

其進辟 幼卩〇在平1匿

(4) 〇5ソレノイド本体側コネクタ端子とボディ（6X0)間 
でショートしていないか点検する

只90—乜 N0.1―¢N0
N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし

を測定する

卩84 0,26——⑽〇

レンジ ： 〇ソ
基準値

〇5レンジ以外：12ソ

(^90^)
丨
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

E[V10
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード45

トラブルコード45ブレーキスイッチ系

一診断内容---------------------------
-ストップランプ.スイッチ系断線、ショート 
參ストップランプの不良

一不具合現象一

^車輪ロック時ェンストする

0)ストップランプ

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検------トラブルコード45

1.ストップランプ （1)

点検
フレーキペタルを踏み、ストッ

するか点検する。
プランプが点灯/消灯 N0の時

ストップランプ回路 
の修理

基準地
ブレーキ踏込み時：点灯

ブレーキ開放時-消灯ノ〆 ^ V ，/巴八』

2. E011〜ストップラ 

ンプ8西ハーネス

の点検

(1)10キー〇卩卩とする。
⑵011コネクタ卩48を分離する。 
(3) 10キー〇1^とする。

N0の時
ハーネス、コネクタの

修理または交換

電圧を測定する。

卩48 N0.4— ⑽〇

基準地
ブレーキ踏込み時：バッテリ電圧

ブレーキ開放時：〇ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード53

トラブルコード53変速異常検出

診断内容
変速異常の検出 
クラッチトルクの異常低下

不具合現象

なかなか発進しない 
加速が悪い

電磁クラッチ (32)

#フローチャートに従い点検する。

シフトコントロール 
バルブの変速異常の有無 
点検
(^82変速不良参照）

01¢

2
クラッチ出力回路系 

(トラブルコード34参照)

N0
ハーネス、ブラシホルダの
修理、交換

01¢

3 ストール回転数の点検 N0

(基本点検を参照）

| 01¢

已⑴交換

クラッチ回路系点検、 
電磁クラッチ交換
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サービスコードに基づく点検

4.サービスコードに基づく点検

6サービスコード51 ストール時のクラッチ保護制御作動 卩.3 — 54

^サービスコード52 クラッチ高温時の保護制御作動 卩.3—55

ぐ注意〉

このサービスコードは、クラッチを保護する為の制御が作動した履歴を表示するものです。従って、この 

コードがメモりされていたとしても、即故障が発生したとは判断しないで下さい。

(お客様の運転状態により、作動することがあります。）



サービスコードに基づく点検------サービスコード51

サービスコード51ストール時のクラッチ保護制御作動)

検出内容 検出原因

9連続スト--ル状態の検出 -長時間のストール
-シフトコントロールバルブの変速異常

-車速センサ系異常

点検手順
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サービスコードに基づく点検 サービスコード52

サービスコード52クラッチ高温時の保護制御作動 )

—検出内容一

^クラッチ高温伏態の検出

点検手順

----検出原因-----------------------

-過負荷での運転、長時間のストール
，シフトコントロールバルブの変速異常 

-クラッチ出力回路系の不良 

，車速センサ系異常

3-55



セレクトモニタによる点検

5.セレクトモニタによる点検 

く機能概要〉
セレクトモニタ（略称：331^)は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用でき 

る。

ドモード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の断 
線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

卩八モード 入力、出力信号のと動作状態が3㉛1の1^0の点灯により判別できる。

ド3モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する。

孖〇モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる。

注意齡丑(:ゾ丁モニタ（チヱッカ）は使用しないこと。

ぐドモード〉

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより、センサ、アクチュエータの特性を測定して基準データと比較し、不 

具合原因となっている項目を点検。

診断内容

センサまたはアクチュヱータ系の特性異常

点検手順

不具合現象

リードメモリの点検でトラブルコードが出ず、 

また、現在、過去において、不具合が発生してい 
る場合
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セレクトモニタによる点検——卩〇〇

ぐ「モード〉

ファンクションコード表ボ 1―1-1 山-4-1 ㈡ぐ/口口
表示 内容

コード1^〇. 略称
入力，出力信5測定項目

卩〇〇 丫丑八只 年式表示 モニタ接続時、該当する年式を表示

孖03 車速（1011/11) E^\]に入力されている車速を表示

卩04 エンジン回転数（1^111) E^^]に入力されているエンジン回転数を表示

孖05 1。〇1し クラッチコイル指示電流（八） クラッチコイルへの出力指不電流を表不

エンジン回転数と車速から算出された変速比を表示 

(但し停止時は2.50を表示）
卩06 以”〇 変速 比

ド07 10^0^ クラッチコイル実電流（八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

卩08 スロットルセンサ電源電圧0/0 スロットルセンサへ供給されている電圧を表示

卩09 丁册 スロットルセンサ信号電圧（\0 スロットルセンサ開度を表す電圧を表示

〔「00] 年 式（丫 E八⑴

測定条件--------------------------------- ——基 準 値

10 8界が〇Xの時 く表示内窓〉

问八車

1995 ⑻〇）

0車

1995 ⑻〇）

50 已(:ソ丁

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「03、ド04

〔ド0 3 I： 車速信号（ソ3 ？)

—測定条件---------------------------------

車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、0 
レンジにセレクトして、スピードメータが40匕11〆 

11を示すまでアクセルを踏み込む。

基準 値

く表不例〉

㈣）

40^171/11

スピードメータ表示と、38]V[表示を比較

基準値 指示値の差：±10 %

基準値以外の時の点検

エンジン回転数（日8日ソ)

――1 基準 値

エンジン回転数を一定にして測定する。

エンジン回転数は6400印❿を越えないこと。

ぐ表示例〉
EF(EV (ド〇4)

800「口 ⑺

其淮/产 別途、エンジン回転計をセッ
卜し、これと同様な数値

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 「05

戸0 5 クラッチコイル指示電流（丨001し)

測定条件

フトアップし〇レンジ走行

基準 値

问八： 351^〆卜： 2,95八

50 : 40—/卜： 2.60八

く表不例〉

丨〇〇|し

2,95八

(「〇5)

基準値外の時の点検

点火信号系統の点検 -------------^ド04モード点検

I"〇X

車速センサ系統の点検 「03モード点検

\ 01¢

アクセル3V\/、スロットルセンサ系統の点検
アクセル8西系統点検 
スロットルセンサ系統の点検

\ 01¢

レンジ3…系統の点検 -------------^ レンジ3西系統点検

| 01¢

クラッチコイル駆動系統の点検 クラッチコイル駆動系統点検

I 0^

£011交換
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セレクトモニタによる点検——ド06

ド0 6 変速比汨八丁10)

測定条件

60 —50ヒ11/11

〇レンジ、コースティング時 

(アクセル開放）

基準 値

く表示例〉

闩八丁|〇 ㈣）

0.50

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検ード〇7

ド0 7 クラッチコイル実電流〇(丨〇し丁〇㈠)

測定条件

リフトアップし〇レンジ走行

基準 値

指不電流とほぼ一致

ぐ表示例〉

1 (:し丁〇㈠

2,95八

⑻7)

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「08、「09

([ド0 8 I スロットルセンサ電源電圧（丁㈠闩日ド）)

—測定条件--------------

10〇队エンジン停止の伏態で確認

一基 準 値胃

|基準値し約5ン擇

く表不例〉

丁㈠闩已ド ㈣）

5.17

基準値外の時の点検

スロットルセンサ電源系の 
トラブルシューティングを実施

ド0 9 スロットルセンサ信号電圧（丁㈠ソ）

測定条件

10 〇队エンジン停止の状態で確認

基準 値

基準値
全閉（暖機後） :1,0ソ以下
全開 : 3,5〜4,5ソ

全閉から全開の間でアクセルの踏込みに比例して 
変化すること。
く表示例〉

醫 ㈣）
0.0 V

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——ド八モード、ド八〇

く「八モード〉

ファンクションコード表不
1^：〇番号

点検項目内容

コードX〇. 略称 信号名称 1^0の点灯条件

FN 1 ？, レンジスイッチ ？またはレンジ時点灯

只 2 只レンジスイッチ 只レンジ時点灯

0 3 0レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

03 4 08レンジスイッチ レンジ時点灯

6 ブレーキスイッチ ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 ェアコン信号 エアコン非作動時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

1 作動信号 八33作動時点灯（八35車）

卩八2
50 2 〇8ソレノイド出力 〇5レンジにセレクト時点灯

3 アイドルアップ要求出力 アイドルアップ時点灯（八33車）

表

〔ド八〇 I スイッチ1(3*1)

示内容------------------------------------- -------- -基 準 値

1^1)ガ〇 信号 名 記号

1 レンジスイッチ 州

2 只レンジスイッチ 尺

3 〇レンジスイッチ 〇

4 レンジスイッチ 05

5 —

6 ブレーキスイッチ

7 ェアコン信号 八〇

〇〇

9 アクセルスイッチ 八3

1〇 —

FN 尺 0 〇5 ——

3只 八3 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

^？，Xレンジセレクト時 

？, Xレンジ以外の時 

-^レンジセレクト時

只レンジ以外の時

N0.1耶〇点灯

N0.1册〇消灯

N0.2孤〇点灯

N0.2 1^0消灯

-0レンジセレクト時 N0.3哑〇点灯

0レンジ以外の時

# 〇5レンジセレクト時

N0.3 1^0消灯

N0.4孤〇点灯

〇5レンジ以外の時 N0.4耶〇消灯

-ブレーキ踏込時

ブレーキ開放時 

，エアコンが〇ド卩の時 

エアコンが〇の時

N0.6 №0点灯 

N0.6 №0消灯

N0.7 №0点灯 

N0.7耶〇消灯

，アクセル開放時

アクセル踏込時

N0.9 №1)点灯

N0.9耶〇消灯
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セレクトモニタによる点検——「八〇
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セレクトモニタによる点検ード八1

回路図

——し6。点灯条件-----------------------------------------

作動時（ポンプモータリレー01^時）点灯

(八38付車のみ）

旅抑"]^7 :ナや隹口，!^刀/ム

『エンジン始動後一回目の発進時車速61011/11に達 

すると一度だけ〇ドドする』ことを確認する。

(八33システムチェッく

利用する）

ク時のリレーテスト動作を

(748^
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セレクトモニタによる点検 ド八2

表示内容

信号名 記号
1 クラッチ信号出力 〇乙

2 〇5ソレノイド出力 50

3 アイドルアップ要求出力 I尺

4 0
—

〇乙 30 I只

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

基準 値

參エンジン回転中アクセル開放状態で

0レンジセレクト時約0.6秒後：1^0.11^0点灯

0レンジ以外の時 ：1^0.11^0消灯

，〇5レンジセレクト時：1^0.21^0点灯

〇5レンジ以外の時 ：N0.2LE0消灯

-八83車で

アイドルアップ要求時：N0.3LEI)点灯

上記以外 ：1^0.31^0消灯

回 路

(^12^)
-45

-31

八83 - [〇リ

響 £¢11

電磁クラッチ

〇3レンジ切換 
ソレノイド
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セレクトモニタによる点検——ド巳ふド〇モード

く尸8汷尸〇モード〉

ファンクシヨンコード表不
測定項目 表示 内容

コード1^〇. 略称

0^〇.]VI 自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表ボ

制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

卩〇〇 メモリクリア メモリされたコードを消去

く卩80ン トラブル
コード 入出カセンサ名称 略 称

17 レンジ系複数入力故障 坪— 0^

21 スロットルセンサ信号系

22 スロットルセンサ電源系

31 アクセル8…系 八〇〇

33 車速センサ信号系

34 クラッチコイル回路系 0乙卩. 01^1〇乙〇

36 アイドルアップ要求信号系 10^？

37 〇5ソレノイド系 033〇乙

45 ブレーキスイッチ系 3孤

53 変速異常検出 003丁

※（注)

(注意）0し？：クラッチ上流側の地絡故障を示す

0 L]V[:クラッチ下流側の地絡故障を示す 

0乙〇：クラッチ回路の開放故障を示す 

-この表示は複数表示される場合がある。

-この表示は主に点検すべき、故障要因を示すが、故障要因が特定出来ない場合は、他の 

故障要因も点検する。

ぐド82ン サービス

コード
内 容 略 称

51 クラッチ保護制御作動

52 クラッチ高温時制御作動

3-67



セレクトモニタによる点検——「8 8^0モード
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6.不具合現象に基づく点検

不具合現象に基づく点検

エンジン始動後も〇しリ丁〇日TEN/1Fランプが消灯しない 卩.3 -70

または卩レンジでスタータが回らない 闩.3 — 72

( 発進しない
卩.3 -76

クリープする 卩.3 -79

( セレクト操作性不良 卩.3 -81

[ 変速不良 13 -82

走行中エンジン回転吹上がる 卩.3 -84
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不具合現象に基づく点検ーエンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TE，ランプが消灯しない

〔エンジン始動後も（:しリ丁TEIVIFランプが消灯しない】

…丁 目ム3：日在小旲口祝豕 … -
^ハーネス、コネクタ不良 
-イグニッシヨンパルス系のトラブル
-点火系の不良

，発進できない
，エンジン回転数を検出できない

-芭011の不良

イグナイタ イグニッション
コイル

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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不具合現象に基づく点検——エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠丁日，ランプ消灯しない

，故障履歴確認 (1)セレクトモニタ、またはで故障履歴 

を確認する。

六故障履歴読み出しの項参照

故障履歴有の時
トラブルコードに基

づく点検

2. £0じへの

入力信号電圧測定
⑴
⑵

⑶
⑷

丑(:ゾ丁參五(：11コネクタド48は結合のまま。

巳0\^ 丁.瓦(：11コネクタ卩48端子とボディ（0^0)間に 
オシロスコープのプローブを取付ける。

エンジン始動0

アイドリング時の出力波形を測定する0

㊉側プローブ 

㊀側プローブ

FA8 N0.9

基準値
約300 V 約300 V

約10 4 5

〇仄の時 

五〇1；交換

3.已(:リ〜ィグニッ
シヨンコイル間の 
ハーネス、コネク

夕点検

⑴

⑵

已〇^丁，E^Vコネクタド48及びイグニッシヨンコイル 
のコネクタ只59分離。

圮〇ツ丁，圮011コネクタ卩48端子とイグニッシヨンコイ 
ルのコネクタ只59端子間の導通を点検する。

N0.9 — ^59 N0.2

(3)イグニッシヨンコイルのコネクタ只59端子とボディ 

(0X0)間でショートしていないか導通を点検する。

^59 N0.2 —⑶〇

N0の時
ハーネスまたはコネ
クタ修理、交換
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不具合現象に基づく点、検——N1または卩レンジでスタータが回らない

1\1または！3レンジでスタータが回らなI
診断内容

インヒビタ3界不良 
ハーネス不良
インヒビタ3…調整位置不良

不具合現象

インヒビタ3^ ^132^) (^132)

〇3 0
(:) 〇

〇
1) 0

〇

巳丫

已し

「31

㊀ ㊉

10
(30 \\\ \\\

10, 3^

〇 父〇
白 答 〇

3 5 9
10 9

1 8 6 6 〇

⑱

け

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

セレクトケーブルの調整状態 
の点検（基本点検参照）

| 01¢

1 インヒビタスイッチ
回路点検

| 01¢
イグニッショソスイッチ 
〜スタタ、バッアリ〜 
スタータ間の導通点検

2

| 0^

3 イブニツシヨソスイツチ 
及びスタータ点検

1

終 了

N0
インヒビタスイッチ交換

N0 ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換

N0
不良品の修理、交換
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不具合現象に基づく点検——问または卩レンジでスタータが回らない

1,インヒビタスイッ 
チ回路点検

(1) インヒビタ3评コネクタ只132分離。
(2) インヒビタ3界本体側コネクタ端子間の導通を点検。

尺132— 乜 N0.7 — N0,9

N0の時
インビタスイッチ
交換

基準値
卩鲁问レンジ ：導通あり

卩，N1レンジ以外：導通なし

2.イグニッション
スタータ間 

パッテリ—スター
夕 間の導通点検

⑴10キー〇ド卩
⑵スタータ⑧端子とバッテリ㊉端子間の導通を点検す 

る。
スタータ⑧端子ーバッテリ㊉端子

N0の時
ハーネス、コネクタ

修理、交換

基準値 導通あり

(3) 10.3界コネクタ卩12、インヒビタ8…コネクタ只132分 
離。

(4) 10.3评コネクタ卩12端子とインヒビタ3界コネクタ 
只13 2端子間の導通を点検する。

¥12 N0.3— :^ 132 N0.7

基準値 導通あり

(5)インヒビタ3界本体側コネクタ端子N0.7とボディ 
((^^0)間でショートしていないか導通を点検する。

只132— 匕 X0.7 — 0X0

[基準値 ^^導通なし
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セレクトモニタに基づく点検 问または？レンジでスタータが回らなし

(6) スタータのコネクタ只45を分離。
(7) インヒビタコネクタ只132端子とスタータコネクタ 

只45端子間の導通を点検する。

只132 N0.9 —只45 N0.1

(8)インヒビタ3…コネクタ8132端子とボディ（(^^0)間 
でショートしていないか導通を点検する。

只132 N0.9 —⑽〇

3.イグニッンョ 
3…及びスタータ 

点検

(1) 10キーはのまま
(2) 10.3界コネクタ卩12は分離のまま。
(3) 10キーを3丁八只丁位置まで回す。
⑷10*3界本体側コネクタ端子間の導通を点検する 〇

孖12—13 N0.1—N0.3

N0の時
不良品の修理、交換

¢132")

4
1—
3

—1
2 1

8 7 6 5
12 11 10 9

2
4
1
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スタータを図のように結線をする。
スイッチを入れる。
スタータ]VI端子とボディ（0X0)間の電圧を測定。

基準値 バッテリ電圧

⑻スタータが回転するか確認する。

基準値 回転すること

注意

この点検は、バッテリ上がり等のトラブルを防ぐため
素早く行う。

トモニタに基づく点検 [N1または卩レンジでスタータが回らなし

バッテリ 
？(12ソ）

セレク

\
1
1

/ 
\

^
/ 
\
)
/

5 
6 
7

/
(

 ̂
7
(
\ 
/

1.

3-75



不具合現象に基づく点検——発進しない

診断内容

アクセル3界不良 
マニュアルリンケージ調整不良

クラッチ回路系不良 
10ハルス系不良
£0!；不良、電源不良 

インヒビタ3界回路系不良

不具合現象

エンジンが空吹き状態となり発進しない 
(1^レンジのような伏態）

点検手順

故障履歴確認
N0 トラブルコードに基づく点検.修理

〇にコードもトラブルコードも出力されない時

〇1¢コード出力 は已011電源系確認

セレクトケーブル調整状態点検 
(基本点検の項参照）

参考
事例

1

| 0^

アクセル3…回路点検 
(トラブルコード31参照）

参考
事例

2

| 0^

イグニッションパルス入力点検 参考
事例

3.4.5

| 01¢

インヒビタ3西回路点検 
(トラブルコード17参照）

参考
事例

5.6.7

4 01¢

電磁クラッチ回路点検 
(トラブルコード34参照）

参考
事例

8.9

N0 シフタアーム、またはセレクトケーブル 
調整，交換

N0 〇
奉

アクセル3西の点検，交換 
アクセル3西のカム調整 
已(：1)までのハーネス点検，修理

N0

N0

N<3 電磁クラッチ本体.ブラシホルダ、または 
ハーネス点検，交換

01¢

已〇リ交換 已(3リ交換時は、クラッチ回路にボディとのショート 
がないことを確認する

発進テス
発進しない

トランスミッション内部の点検.修理

発進する

終了汨〇リ不良)

注意I点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 

張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一発進しない

鲁参考事例

N0. 推定原因および故障現! 対策処置

1

セレクトケーブルの調整不良

^7 く二1 、ノ、、、- 1"^ヽ ）ザ―^ ふ、、/^ 1-4-1 1』1垂各走ぐレノン（〇、〇5、只）にてカタの範囲内で、セレ
クトインジケータランプが消灯し、走行できない。

，ブーフルの总悮，啁楚
々レバーのガタ内でランプが消灯しないこと

2

アクセル3…の異常（アクセル3界〇1^のままの状態）

^エンジン始動後、発進しない。ただし、フヱイルセーフ 
モードとなるため、走行レンジでエンジン回転が 

1350卬爪以上になると発進可能となる。

-アクセル3界の点検 

-アクセル3禪の機能点検 
-アクセル3界のカム調整 
-叼011までのハーネス点検 

六アクセル3界の交換

ディストリビュータ不良（取り付け不良)、イグナイタ不良

3 ，エンジン回転バラツキ、ギクシャク感伴なう。 春ディストリビュータ点検

六ディストリビュータ交換

エンジンアース不良

4 鲁エンジン回転バラツキ、ギクシャク感伴なう。 -取付不良、锖等による浮きの有無点検 
々アースの再締付け

5

各コネクタ部接触不良

-不具合の発生が連続的に発生する場合もあるし、時々 

の場合もあり、規則的でない。また、車体振動で発生す 
ることもある。

く対象七な名コ糸々々〉

，各コネクタの差込み状態点検 

(端子の開き、抜け）
-端子圧着部の断線点検 

^端子の夺換
(1)インヒビタ3界部コネクタ

叫114』ノ、』

(2) E^Vのコネクタ

①レンジ信号②10パルス信号③クラッチ回路出力部
广…丁ソ、'ジソバノー"人ぬゴ ー、、ノ 士パノゲ^7女々々

6

インヒビタ3界の接点不良（接点部ゴミ付着、接点作動不良）

-インヒビタ3界点検 
クインヒビタ3界交換

インヒビタの調整不良

9

7
，インヒビタ8…の取付け調整
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春参考事例

不具合現象に基づく点検——発進しない

N0, 推定原因および故障現象 対策処置

8

ブラシホルダ不良.ハーネス断線、かしめ不良、ショート.ブラシ折損，ブラシ公スリップリング汚れ 

(オイル漏れ、水侵入）.ブラシ先端部異物嚙み込み、ブラシ摩耗

參ブラシホルダ自体が不良の例は少なく、クラッチハウ 
ジング内の切紛（鉄系、アルミ系）がスリップリング、 
あるいはブラシをショートさせる例や水、オイル漏れ 

による接触不良が多い。
參スリップリング、またはブラシのショートの場合、只011 

の損傷を招き、セレクト不能、走行レンジでエンスト発 
生、または空吹かしが起こる。ただし、芭01；保護機能を 
持っており、クラッチ回路のショートを検出した時はク 
ラッチが継がらなくなる。

^ブラシホルダ交換 
(ショートの場合を除く）

六オイルシール交換 
(オイル漏れ部）

-ハウジングシール点検.修理

(水侵入の場合）
，ハウジング内異物除去

クラッチトルク容量不足^クラッチ損傷（パウダ材の磁性が失われる）^パウダ漏れ、ショート（時々 
クラッチ不良 発進できない例もある），クラッチ内へのオイル、、水侵入

9 ‘容量不足の程度が軽い場合は、クラッチのすべりが多 

いものの、発進できる場合もあるが、現象は悪化し、最 
終的に走行不能となる。

，ストールテストによる容量不足点検 

六クラッチ交換（容量不足の場合）
六オイルシール交換（オイル漏れの場合)

く参考〉クラッチトルク容量不足判定のためのストールテスト実施要領 
セレクトモニタを使用して確認できるが、あくまでも目安である。

，セレクトモニタを使用し、走行レンジにてエンジンストールテストを実施し、ストール時の「エンジン回転 
数」を測定する0缶〇マ丁のストールテスト要領にしたがって実施する0)

50車 隱車

ストール回転数 

(0レンジ）
230011)111以下

クフッチ電流 
(10^0^)

1.1〜2,4八 1，3〜2,6八

交換基準

と記ストール回転数が、上限値を越え 

ている場合は電磁クラッチを交換す 
る0
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不具合現象に基づく点検ークリープする

(1) セレクトモニタ接続後、エンジン始動0

(2) セレクトモニタの電源3界0N、ファンクション 

モード「ド05丁」を入力
(3) ハンドブレーキを確実に引き、エンジンアイドリ 

ング状態でN — 0にシフトし、電流測定。

基準値 0.1〜0,3八

(4) (3)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり、
離したりしながら電流測定。
(アクセル3界をさせる）

1 クラッチ電流測定

基準値

アクセル開放 
(アクセル3西〇⑷ 0.1〜0,3八

アクセル踏み込み 

(アクセル3西〇卩ド）
0,3八以上

クリ プする

診断内容

アクセル8评の不良 
6011の不良 
電磁クラッチ本体不良 

電磁クラッチ〜ぢ01！間 ーネスの絶縁不良

不具合現象

完全停止の状態から走行レンジにシフトする 
と、ゆっくり動き出す

点検手順

アクセル3西回路点検
参考

事例
1

4 01¢

1 クラッチ電流測定
参考

事例
2.3

| N0

£011交換

N0

01¢

アクセル3西、

またはハーネス修理，交換

クラッチ交換

注意 ^点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 

張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検——発進しない

鲁参考事例

〇. 推定原因および故障現象 対策処置

アクセル3界不良（アクセル3界のまま）

アクセル開放状態でアクセル3界〇ドド（踏み込み伏態) 

となっているため、クリープ現象が発生する。
アクセル3界の点検 

アクセル3…の機能点検 
迟〇!；までのハーネス点検

クラッチ回路マイナス側ショート

2
ドラッグ電流が多めに流れるためクリーブ現象が発生す 
る。この時、エンストを伴う場合がある。

クラッチ回路マイナス側ショート

電磁クラッチの伝達トルク大

3
電磁クラッチの単品不良も考えられるが、その場合、ス 
卜ール回転数、セレクト操作性等他への影響が確認でき 
る。いたがって、クリープ現象のみの場合、パウダがな 
じむまでの一時的現象と考えられる。

々単品不良の場合は電磁クラッチ交換 

-その他の場合は継続使用
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不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

セレクト操作性不良 )

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -診断一内容---------------------------------- ——不具合現象---------------------------------

-ブラシホルダ不良 ，セレクト レバー動かせない
0レバーゐケーフルの不良 動きがかたい

-電磁クラッチ不良

以 IX 1-川只

ブラシホルダ点検
(トラブルコード34の作業2〜5参照）

\ 01¢

セレクトケーブル（基本点検参照）
セレクトレバー点検

101¢

エンジン停止後操作する

| 01¢

卩レンジでクラッキングできる力、

| N0

Xレンジでクラッキングできるか

1 01¢

電磁クラッチ本体交換 'ぐ

N0

N0

N0

01¢

N0

N0

注意 点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 
張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一変速不良

一診断内容------------------------------

-丑〇乂丁フルードレベル異常
峰トランスミッション コントロールケーブル

#電磁クラッチ系
，コントロールバルブ石良

一不具合現象-------------------------------

，ローのまま変速しない
，発進直後、アクセルを踏み込んでも車速がでな 

い
，キックダウンしてもエンジン回転が上がらない 
鲁キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇す 

る
0才ーバレフする

点検手順
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1 変速特性確認

(1) 回転計を運転席から見易い場所に設置。

(2) 車輛をリフトアップ（タイヤが空転する程度)。

(3) エンジンを始動し、セレクトレバーを0、にシ 

フトして、下図の変速特性図の中に入っているか 

確認。

20 40 60 80 100

車速（卜⑺/卜）
変速 特性

不具合現象に基づく点検一変速不良

〇
 

〇 
〇
 

〇
 

〇 
〇

00

00

0 
0 
0 
0 
0 

6 
5 
4 
3 
2

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

00(
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不具合現象に基づく点検——走行中Iンジン回転吹上がる

走行中エンジン回転吹上がる

診断内容

インヒビタ3界不良
マニアルリンケージ調整不良、またはセレクトケーブル不良 

クラッチ回路、または本体不良
コントロールバルブ不良

6011電源系不良
ベルトスリップ（金属がこすれ合うような大きな異音がする)

不具合現象

走行中にエンジン回転が吹き上がる

点検手順

〇1¢コード出力

よく再現する

流れている 流れていない

セレクトケーブル点検 
(基本点検参照）

01¢

01¢

電磁クラッチ回路点検 
(トラブルコード34参照)

トラブルコードに基づく点検.修理
(〇にコードもトラブルコードも 、
V出力されない時は日01)電源系確認ノ

！

なかなか再現できない

N6

闩#0,〇5レンジスイッチ回路点検 
(トラブルコード17参照）

N0
か

N0

N(3

シフタアームまたは
セレクトケーブル調整.交換

インヒビタスイッチ鲁ハーネス
またはコネクタ修理，交換

電磁クラッチ本体.ブラシホルダ 
またはハーネス修理.交換

注意I点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 
張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一不具合推定箇所一覧表

I不具合推定箇所一覧表

不具合現象

エンストする

故障推定部位，内容

ブレーキ3界系.車速センサ系.丑腿?1シス
テム

0し1；丁0幵丁远が？ランプが 

点滅する
スリップリングに汚れ付着 
(クラッチ回路抵抗増加）

クラッチ過熱

ストール ストール回転正常

加速不良 テスト 4プーリ比がオーバー

実施 側になっている

ストール回転局い

トルク低下

ストール回転低い->エンジント 

ルク低下#クラッチトルク過大本
走行レンジにすると突然ク

ラッチがつながりエンスト
クラッチ回路㊀側とボディアースとのシ 

一卜3

301^/11以上の一定速でエン 
ジン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下、ピトー圧不良 
車速センサ単体不良

10〜201011/11でアクセル開放 最低変速ライン合っていなし

処 置

該当部位の点検I交換

クラッチ醜の点検、トランスミッションの点検 
(油もれ等)クラッチを滑らせるような運転はさける

電磁クラッチ八35丫点検.交換

コントロールバルブの点検

。交換

エンジンの点検 

クラッチ点検-交換

クラッチ回路の点検

クラッチ点検、車速入力波形点検トラ 
ンスミッション八337分解.点検~

最低変速ラインの確認
―踏みこみ時ショック大 
10〜201^/11の低開度、一定 

速度でギクシャクする 
(クラッチが滑ったり、つな 
がったりする）

減速時なかなかクラッチが 車速センサ系不良
切れない

走行中（20让〇ゾ11〜）アクセル ブレーキ8界系不良

車速センサ系点検

ブレーキ8界系点検
を開放するとクラッチ切れる 

く注記〉女可能性としては低い
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

該当箇所が

@:故障している可能性が高い 〇：故障していることがある 1\ \故障しているときがまれにある

セ

セ
レ
ク
卜

、

で

コト
ンラ
トン
コス
！ミ 
レッ 
厂シ
I 3

電
磁
ク
ラ
ヅ

チ
回
路

ブ
ラ
シ
ホ
ノレ
ダ

卜
ラ
ン
ス

車
速
セ
ン
サ

ア
ク
セ
ノレ
3

系

イ
ン
ヒ
レ，

丑
〇
1；

丑
0
V
T
フ
ノレ

1
ド

ア
ク
セ

レ
ク
卜
し

推定箇所
今

I
ブ
ノレ

1

)
メ

、

ヅ
シ
3
V

亡
夕
5
界
系

ノレ

I
ブ
ノレ

バ
1

位

)

1、、ノ
レ

本
体

調整不自 断線，ショート /
調整不良
ハーネス不良
スイッチ不良

調整不良
ハーネス不良
スイッチ不良

/
回

推定原天 調整不良
1、ふく

ケーブル不良

ライナ劣化

赌不良 
ベアリングの
ロック、スリッ

プリング汚れ

麵不良 / センサ不良
ハーネス不良 / 油量不足 調整不良

スタータが回る 〇

発進しない 〇 @ 八 @ @ 八

発進時エンスト 0

クラッチがすぐつな

がる
八 〇 @ 八

発進時ショック大 八 八 〇 @ @

八 赢

0

クリーブする @ 八

変速しない

乙〇冒のまま
〇 @

不

ノヽ

ま
た
は

只

アクセルを踏んでも

変速しない

〇1)のまま
@ 〇

ストール回転が低い 0

ストール回転か高い 0 0

走行中エンジン回転
〇 八 @ @ 八

八 が吹き上がる

卜？または尺時ギヤ鳴き @ 八 八 八 〇

現
^ィまたは尺切替不能 @ 〇 〇

車速201011/11以下で

もクラッチ切れず

象

八 @ 〇 八

〇5

0 — 05時エンジンブ

レーキ効かず
@

〇

(〇5ソレノイド）

0 — 1)5時ショック大 〇

0 — 1)5時エンジン回

転吹き上がる
@ 〇

0 ― 05切替不能 @ 0 〇

車が確実に止まらない
い

@ 〇

？ ^ ^切替不能 @ 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇 @
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クリア メモリ

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ、丑〇ツ丁を選択

(カセット:498345900)

(〆）

¥£3 : 0 〇丁邮円；/

を入力

(7)

丫已3 :〇 〇丁…只;/

心車 〇を入力

1995 ⑻〇）

5 0車

1995 ⑻〇）

30 3八^8八口

7.クリアメモリ

くセレクトモニタを使用しない場合〉

バッテリー端子を外す。または、ヒューズボックス中 

のN0.14ヒューズを外す。

くセレクトモニタを使用した場合〉

③ のファンクションコードをモードI孖（： 〇

に選択実行

げ」丨〇| |〇1丁

④ 331^の表示

N/1E㈤F(丫 ㈣？

〇：丫已31:N0

-^^3の時

⑤1¢} 3界〇ドドにすればクリアメモリ完了
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IV！巳^〇

クリア メモリ
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4 八83システム

1. 準備品...................................................................... 4 — 3

2. システム概要.......................................................... 4 — 4

II入出力図.......................................................... 4 一 4
國入出力基準値................................................. 4 一 5

3. トラブルシューティングの実施........................ 4 一 6

國トラブルシューティングのステップ.......  4— 6

〔1〕トラブルシューティングを行う前に…… 4 一 7

〔2〕自己診断項目対照表..................................... 4 一 9
〔3〕基本点検.......................................................... 4—11

〔4〕自己診断機能................................................. 4一 12

(1) トラブルコードの読み出し...........  4-12

(2) トラブルコード出力条件................ 4- 13

(3) トラブルコード出力終了条件…… 4-13
(4) トラブルコードのメモリクリア… 4—13

(5) 確認テスト......................................... 4ーユ4

國八8 3巳011コネクタ組立要領............... 4 -15

4. セレクトモニタを使用しない場合の点検

國トラブルシューティングのステップ.......  4 —16
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システム概要——入出力図

2.システム概要 国入出力図
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システム概要——入出力基準値

国入出力基準値

端子名 端子X〇. 線色 基準 値 備考
卜⑶電源 1 10〇卩卩時〇ン、〇N時10〃 以上

ド乙センサ 35 V 10と35の間で〇. 8〜1.21^ ※
ド乙センサグランド 10 乙
卩尺センサ 15 14と15の間で〇. 8〜1.2^0 ※
卩尺センサグランド 14
只尺センサ 11 11と38の間で〇. 8〜1.2ヒ9 ※
尺尺センサグランド 38
尺乙センサ 13 ？ 12と13の間で〇. 8〜1.21^0 ※
尺乙センサグランド 12 し
0センサ電源 21 尺 21と39の間で4. 75〜5. 25 V
(3センサグランド 39
0センサ出力 22 界 車体水平時22と39の間で2. 3±0, 2从
ストップランブスイッチ 48 ストップランプスイッチ〇ド卩時電圧ミ1，5乂、時電圧ミ4.5V ※
ウォーニングランプ駆動 30 し打 10〇1^から1.53間ミ1.5V、1.58経過後ミ10V
八33制御信号出力 17 乙 八83制御時出力電圧ミ1. 5 V、非制御時出力電圧25. 5 V
八83制御信号モニタ 45 八83制御時入力電圧ミ1. 5 V、非制御時入力電圧ミ5. 5 V
ダイアグノーシス乙 16 10〇ドド時〇ゾ、01^1時10 V以上
ダイアグノーシスX 24 し— 10〇ド卩時〇ン、〇1^時10ゾ以上
バルブリレー電源 2 10〇卩ド時〇ゾ、時10〃 以上
バルブリレー駆動 37 10〇ド卩時〇ン、〇1^時1，5ゾ以下

1モータリレー駆動 7 し尺 八33制御時出力電圧ミ1. 5 V、非制御時出力電圧210 V
モータ監視 19 八丑3制御時出力電圧210 V、非制御時出力電圧^1. 5 V
ド乙増圧バルブ駆動 5 乙〇『 10〇ドド時〇ゾ、〇1^時10从以上
卩只増圧バルブ駆動 54 尺し 10〇ドド時〇ゾ、〇1^時10ゾ以上
只し增圧バルブ駆動 53 驟 10〇卩ド時〇ゾ、時10从以上
尺只増圧バルブ駆動 6 10 時〇ソ、01^時10 V以上
尸し減圧バルブ駆動 33 0 10 時〇ソ、01^時10 V以上
ド只減圧バルブ駆動 26 观 10〇卩卩時〇ゾ、〇1^時10从以上
尺乙減圧バルブ駆動 25 10〇卩卩0寺〇ン、〇1^時10ン以上
只只減圧バルブ駆動 34 卿 10〇卩卩0寺〇ン、〇N時10ゾ以上
シリアル通信受信 18 8尺 551^非接続時入力電圧ミ1. 5 V
シリアル通信送信 46 尺8 331^1非接続時出力電圧4. 75〜5. 25 V
グランド 28 3 ボディとの間でアース抵抗〇. 59以下 ※
グランド 29 8 ボディとの間でアース抵抗0.59以下 ※

注し基準値の欄で、計測する際の相手端子の記入が無いものは、0X0端子（1^10.280129)との間で計測する 

こと0

注2.備考欄※印部はコネクタを分離して計測すること。

日〇リ端子配列

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 141516 1718 19 10 :？122 23 24 25 26 27 28
29 30 3132 33 34 35 36 37 3？ 39 40 41 42 43似 45 46 47 48 49 50 5152 53 54 55
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トラブルシューテイングの実施——トラブルシューティングのステッブ

3.トラブルシューティングの実施 國トラブルシューティングのステップ

不具合車両入庫

問 診

基本点検

トラブルコード読み出し トラブルコード読出不可の

N0 ^-------------------
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実施

修 理

トラブルコードの 
メモリクリア
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確認テス

トラブルコード有

トラブルコード読み出し

ノレスタートコードのみ表示（トラブルコード無)

/ 終 了 ）



トラブルシューティングの実施 トラブルシューティングを行う前に

〔1〕トラブルシューティングを行う前に

1-トラブルシューティングを行う前に

本マニアルではトラブルシューティングの方法を、セレクトモニタを使用しない場合と、セレクトモニタを使 

用する場合とに大別してある。

セレクトモニタを使用しなくても、トラブルシューティングは実施出来ますが、セレクトモニタを使用する 

と、スピードセンサ信号、0センサ信号等のアナログデータ、バルブリレー、モータリレー等のデー 

夕、トラブルコードの内容を更に細分化した不具合現象の表示を行うことができ、より効率的なトラブルシュー 

ティングを実施できる。

2.トラブルシューティング実施の際の注意

(1)丑(：11交換について

圮(：1；の自己診断機能は、八83を構成するセンサ、アクチエータ個々の異常のみならず、その系統のハー 

ネス、コネクタの異常（断線、短絡、接触不良）についても併せて、そのセンサ、アクチヱータの異常とみ

なす。

ハーネス、コネクタの異常が偶発的なものであった場合、トラブルシューティングを実施する前に、ある 

いは途中で異常が回復したなら、異常の判定が出来ない。

しかし、五〇；交換を行う前に必ずコネクタ、ハーネスの接触不良点検（^1 一6)及びハーネス異常の目 

視点検（かみ込み，被覆破壊による短絡有無のチュック）を実施し、異常があれば該当箇所を修理する。こ 

の後、確認テスト（^4一 14)を行ってみて、トラブルコードの新たなメモリがなければ、ハーネスあるい 

はコネクタの異常が原因であったと考えられる。

上記点検を省略し、ぢ011交換を行っても接触不良の異常は散発する。

(2) 10 〇^/〇卩卩について

トラブルシューティング実施中10 〇^/〇卩ドは必ずマニアルの指示に従って行うこと。コネクタが外れ 

た伏態で10〇1^にすると、新たなトラブルコードが丑01；にメモリされる事がある。

3.システム特有の現象

(1)発進時のチヱック音及びブレーキペダルへのキックバック

エンジン始動直後の発進時、八33機能のチヱックの為只/!!モータポンプ、ソレノイドバルブをごく短い 

時間作動させる。この時モータ、ソレノイドバルブの作動音及びブレーキペダルへのキックバック（ペグ 

ルを踏んでいる時のみ）を感じるが異常ではない。



トラブルシューティングの実施 トラブルシューティングを行う前に

(2)脱輪及びスタックについて

脱輪やスタックでホイールスピンを1分程度行うと、各車輪の回転バラツキが通常の走行状態と異なる 

為スピードセンサ又は0センサのトラブルと判断して、警告灯を点灯させる。

⑶整備上の注意

4,0車を4輪リフトアップ状態、又は4輪フリーローラ上で走行させる場合、五011の電源ヒューズを抜 

いて、システムを不作動伏態にしなければならない0これを怠ると、丑011はスピードセンサ又は0センサ 

のトラブルと判断して、八璐警告灯を点灯させる0この場合は異常ではないので、トラブルコードのメモ 

リはクリアする。



トラブルシューティングの実施——自己診断項目対照表

〔2〕自己診断項目対照表（その1)

八83システムに異常が発生すると、自己診断によるフヱールセーフが作動し、八88警告灯を点灯させ辽01；に 

トラブルコードをメモリすると共に、八33を非作動状態（通常ブレーキ状態）とする。

各項目詳細については、セレクトモニタを使用しない場合（ダイアグノシス）（？，4一 17)、セレクトモニタを使 

用する場合、（卩，4-98)をそれぞれ参照する。

診断項目
コード

診断項目 表面表示
1 (タイアクノシス） (セレクトモニタ、孖81) 师1)
1スタートコード

11 正常 N0. 丁尺〇1；8し远(单独の場合正常コート）

卩只センサ.ハード検出
21

卩只センサ.ハード検出
卩只.？； 3.只八只〇

〈断称、八刀迥入ノ 1断線、八刀迥人）

1ド尺センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

22
只只センサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
卩只. 3 3. 3〇卩丁

ド乙センサ.ハード検出
23

ド乙センサ.ハード検出
卩し5 3.只八尺!）

(断線、入力過大） (断線、入力過大）

ド乙センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

24
ドしセンサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
卩し. 3 3. 30卩丁

只只センサ.ハード検出
25

尺尺センサ.ハード検出
尺尺. 5 5.只八只〇

(断線、入力過大） (断線、入力過大）

センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

26
センサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
只只. 3 3. 3〇卩丁

尺乙センサ.ハード検出
27

センサ.ハード検出
只し. 3 5.只八尺〇

(断線、人力過大） (断線、入力過大）
见センサ，ソフト検出

28
只しセンサ.ソフト検出

尺乙. 5 5. 3〇ド丁
(入ノ」丨目'77糸異吊） (入力^(目5糸^^吊）

4輪いずれかのセンサ.ソフト検出
29

4輪いずれかのセンサ.ソフト検出
ぢI 丁只丑只. 3 3. 3〇卩丁

(入ノバ3巧^糸:^吊） (入ノ」>(目"77糸共吊） 丨

ド尺増圧バルブ異常 31 孖只増圧バルブ異常 卩只.迟又.又八乙又丑

卩只減圧バルブ異常 32 卩只減圧バルブ異常
――

ド乙増圧バルブ異常 33 卩乙増圧バルブ異常 ドし.已又.又八乙マ五

ド乙減圧バルブ異常 34 ド乙減圧バルブ異常

只只増圧バルブ異常 35 増圧バルブ異常

只只減圧バルブ異常 36 減圧バルブ異常 只只.八又.ゾ八乙又丑
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トラブルシューティングの実施——自己診断項目対照表

自己診断項目対照表（その2)

診断項目
(ダイアグノシス）

コード
診断項目

(セレクトモニタ、ド81)
表面表示 

⑽1)

増圧バルブ異常 37 尺し増圧バルブ異常 只し.丑又.从八しマ圮

減圧バルブ異常 38 減圧バルブ異常

丑〇!；異常 41 圮011異常 圮011

，冒"癱 ^ 1？ - : 1 ‘圓 / --^-^ — 9 —， ^ ―^-~^ 輪-為 丨 - - 、 ， ，
竜源竜)土低卜 42 電源竜)土低卜

協調制御異常 44
協調制御異常（非制御中） 00が LINE

協調制御異常（制御中） 00IV！ 0FEN

喔 嘯 饞 ~9~-~^ ^ 睡疆雇 V 謇

0センサ電源電圧異常 46

〇センサ電源電;土過ス 1 05 尸〇界五只〇又丑只

〇センサ電源電圧低下 05 戶〇…^只乙〇，

バルブリレー異常 51

バルブリレー異常 V，只丑乙八^

バルブリレー〇1^固着
私 V，尺五乙八丫 〇N

モータリレー断線 只叼乙八丫 0FEN

モータリレー.モータ系異常 52 モータリレー固着 只丑乙八丫 〇N

モータ異常 IV[〇丁〇只

ストッフランフスイへ，チ断線
ストップランプスイッチ異常 54

，短絡

0センサ断線.短絡 0 3只1^3〇只 L I NE

〇センサ十8短絡 0 3丑？^3〇尺 +5
〇センサ出力電圧異常 56

0センサN11検出異常 0 3丑1^3〇尺 N11

0センサ出力固着検^:4 0 8丘1^3〇只 51 I 0^：
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トラブルシューティングの実施——基本点検

〔 3〕基本点検

⑴電源点検

バッテリ電圧が低いと正確な自己診断がで 

きないので、まずバッテリ電圧、比重を測定 

する。

①バッテリ電圧、比重測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ以上

比 重 1.26

②ヒューズ、ハーネス、コネクタの接続状態、 

アース締付状態点検

(2)ブレーキフルードレべルの点検

リザーバタンク内の液量が規定の範囲内にある 

か目視点検。

基準値
上限（^八ス）〜下限（⑽⑷間 
にあれば正常

(3)ブレーキフルード漏れ点検

車両をリフトアップ、ブレーキシステムからのブ 

レーキフルード漏れを床上、床下から点検。

⑷弓丨きずり点検

① 車両リフトアップ。

② ブレーキペダルを数回踏み込んだ後、タイヤを 

手で回し、引きずりが無いか点検。

(5)ブレーキパッド.ロータ点検

① ホイール取り外し。

② フレーキパッドを取り外し、パッドおよびロー

夕に油の付着、損傷、異常摩耗がないか点検。

(6)タイヤ仕様、摩耗、空気圧点検

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検,

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検。

③ タイヤ空気圧は規定値か点検。

(単位政んゼ)

タイヤのサイズ
定 積載

前輪 後輪

1453尺12 2.2 2.2

1553尺12 2.0 2.2

(7)八83警告灯、初期チニック

基準値
エンジン始動時、下記の様に八巳3 
警告灯が点灯、消灯すること

10キー位置 

八33警告灯 点灯
消灯 消灯

画-#^ 約1. 5秒 |螭一

点灯しない場合ヒ4-18へ 

消灯しない場合
[を使用しない場合？，4一20へ 

331^を使用する場合 ^4一 104へ
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トラブルシューティングの実施——自己診断機能

〔4〕自己診断機能（セルフダイアグノシス)

トラブル発生を丑01；の自己診断機能により検知した時は、メータ内の八丑3警告等を点灯させ、同時にシステ 

ムを遮断する、しかしそのトラブルが偶発的な現象である場合、10を〇ド犴し再度〇1^にした時にトラブルが発 

生していなければ、警告灯は点灯しない。

トラブルコードは最大3個記憶している。3個を超えた場合は、最新の3個が記憶されている。（メモリクリア 

するまで記憶している）トラブルコードは下記操作を行うことで、八丑3警告灯をトラブルコード表示モードに 

切換えて表示する。

(1)トラブルコード呼び出し

① インパネ下のチヱックコネクタ（2極）の端子. 2 (〇乙端子）をアースに落とす。

② 1(} 3界

③八33警告灯がスタートコード（コード11)表示後、トラブルコードを記憶していれば最新のものから順番 

に表示する。（最長約3分間繰り返す）なお、バルブリレー作動不良の場合は八丑8警告灯が点灯のまま 

となる時もあるので、11/11からバルブリレーを外して呼び出す。

，チヱツクコネクタがアースに落ちていない場合、通常の球切れチヱツクモード（1〇 8界で1.5秒後 

消灯）となる。

汩⑶が何らかの理由で作動できないとき（例えばヒューズ切れ）バルブリレーが作動しないので、同様に点灯のままとなる。)
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トラブルシューティングの実施一自己診断機能

(2)トラブルコード出力条件

① 車両が停止していること（4輪のスピードが4.01^111/11以下)。

② 10 0N時、〇乙：アース接続、かつ、01^::開放、かつ、ストップランプスイッチ：〇ドド（ブレーキぺダ 

ルを踏んでいない状態）であること。

(3) トラブルコード出力終了条件

① 車両が停止伏態でなくなった時、又はストップランプスイッチ：〇N (ブレーキペダルを踏んだ伏態）で 

ある時、又は〇し：開放となった時、通常モードに移行。

② 出力開始後約3分経過した時、システム遮断。

(減圧バルブの異常コードがメモリされている場合は、約1分経過後）

(4) トラブルコードのメモリクリア

コード呼出後、チヱックコネクタの〇乙端子を0X0レベルから開放し、この時から約12秒以内に0.2秒以上 

〇乙端子を0X0へ接続する動作を3回おこなって、引き続き〇し端子を(^10レベルから開放した時メモリク

リアされる。

八巳3警告灯

〇し端子

点灯

コード表不モード

〇㈧〇 (アースレベル)

〇. 2秒以上

メモリ消去モード（約12秒以内)

命 ^
〇. 2秒以上

蝎-丨 ―

0^0開放（闩丨9トレベル)

1. 5秒以下

-トラブルコードのメモリクリアを行った後は、メモリが確実にクリアされている事と、他のトラブルがな 

い事を確認する為に、トラブルコードの読み出しを行い、スタートコード（11)のみである事を確認する。
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トラブルシューティングの実施——自己診断機能
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トラブルシューティングの実施——八巳3 £00コネクタの組立要領

八巳3 [〇リコネクタの組立要領（分解は逆手順)

①位置決め @の長いリブと深い穴

⑧の短いリブと浅い穴

〇

②コネクタ本体を 

カバーへ装着

③コネクタ本体と 
カバーのネジ止め

④ケーブルクランプカバー 
のカバーへの取付

位置合わせ

位置合わせ後 
コネクタ本体をカバー(； 
アッセンブリーする

固定ネジを締め上げる際 
この部分に、電線が啮み 
込まない様充分に注意し 
て、作業して下さい。

電線に無理が掛らない様に 
注意しながら取り出し口へ曲げる ケーブルクランプ.カバーの先端を 

コネクタカバーに合わせる。

⑤ケーブルクランフ^ 
バンドの取付

0 3-

ケーブル，タイをカバー取り出し 
口の溝に、セットする。

仮止めを行う

ケーブルクランプ，カバーを上図の様に 
セットする。
その際、電線の嚙み込み等無いように 
注意して下さい。

完了

〇 締め上げる。
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セレクトモニタを使用しない場合の点検——トラブルシューティングのステップ

4.セレクトモニタを使用しない場合の点検国トラブルシューティングのステッフ

トラブルコード有

不具合車両入庫

ひ

問 診 問診表を活用する

基本点検

トフブルコード読み出し

N0
01¢

トラブルコード記録

トラブルコー ド有

トラブルコードに 
基づく点検実施

4^

修 理

ラブルコードの 
メモリクリア

確認テス

トフフルコード読み出し

トラブルコード読出不可の
場合の点検実施

スタートコードのみ表不 
(トラブルコード無）

不具合現象に基づく点検 
実施

一しスタートコードのみ表示（トラブルコード無)

終
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セレクトモニタを使用しない場合の点検 ラブルコードに基づく点検

トラブルコードに基づく点検

コード 診断内容 主な故障原因 ページ

八88警告灯点灯せず 電源、メータ警告灯駆動回路系異常 4-18

八33警告灯常時点灯 電源、メータ警告灯駆動回路系異常 4-20

トラフルコード読み出し不可 メータ警告灯駆動回路系異常 4-24

21,23
25,27

スピードセンサ系異常 

(断線または入力過大)

スピードセンサ、断線、入力電圧過大 

ハーネス、コネクタ異常
4-26

22,24

26,28
スピードセンサ信号系異常

スピードセンサ入力信号異常（短絡、 

ノイズ変調)、ハーネス、コネクタ異常
4-30

29
4輪いずれかの 
スピードセンサ信号系異常

4輪いずれかのスピードセンサ、入力信号異 

常、トーンホイール異常、タイヤ空転
4-36

31，33
35,37

増圧バルブ系異常 幵/1；異常、ハーネス、コネクタ異常 4-38

32,34
36,38

減圧バルブ系異常 11/1；異常、ハーネス、コネクタ異常 4 一 42

41 ぢ011異常 601；異常 4 一 46

42 電源電圧低下 已01；電源電圧低下 4—48

44 協調制御系異常
八38、远01！— 五〇^丁、丑011ヽ

協調制御異常
4-50

46 <3センサ電源電圧系異常 (3センサ電源電圧異常 4 一 56

51 バルブリレー系異常
バルフリレー異常、ハーネス、コネク

夕異常
4—60

52 モータ、モータリレー系異常
モータ、モータリレー系異常 

ハーネス、コネクタ異常
4 一 70

54 ストップランプスイッチ系異常
ストップランプスイッチ異常 
ハーネス、コネクタ異常

4-80

56 (3センサ系異常
0センサ出力電圧異常 

ハーネス、コネクタ異常
4 一 82
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トラブルコードに基づく点検一一八83警告灯点灯せず

八83警告灯点灯せず
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯点灯せず

,他の警告灯類点灯 
状態確認

基準値：他の警告灯は16 〇问で点灯する。

N0の時
コンビネー 
メータ修理、 
ューズ点検

シヨン
又はヒ

2.八83警告灯バル 
ブのチェック

(1)コンビネーションメータをはずす。 
⑵八33警告灯バルブをはずす。

N(5の時
八88警告灯バルブ交 
換

3.ハーネス導通、短 
絡チIック

⑴
⑵
⑶

リレーボックスコネクタ只134と八83,6を分離する。 
五011コネクタ只128を丑011からはずす。
丑〇リコネクタ尺128とボディ（0X0)の間の電圧を測 
定する。

尺128 N0.30 (十）一⑽〇㈠

基準値：丨〇〇问:10-13V

10〇卩ド： 3ソ以下

10〇NでN0なら 
ハーネス断線、 

コネクタ修理

10〇ドドでN0なら 
ハーネス十8

短絡修理

4.リレーボックス十 
8短絡チIック

(1) 10キーを〇ド尸とする。
(2) リレーボックスコネクタ八83,6とボディ

(0X0)の間の電圧を測定する0

八3シ6 N0.3 (十） ⑽〇 (—）

基準値：丨〇〇问/〇卩卩共〇ソ

N0の時
リレーボックス交換

5.各コネクタ接触不 -全てのコネクタを結合した後、コンビネーシヨンメータ、 N0の時
民チエック 已01)、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチヱッ コネクタ修理

書 クする。

(？6？6)

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 \\ 819110111112 13 141151161171〗81191201211122 123 24 1 25 1 26 27 | 28
| 29 30 31「32 33 〇 4 〇 5|36 37)38 3914 0卜 11421434445464748 49 50 | 5152 153 154 55 1
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯
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トラブルコードに基づく点検 八83警告灯常時点灯

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

フローチャートは消去法をとっているので、点検もれがあると丑011交換に行きついてしまうが、不具合が再 

発するケースも発生するので注意が必要である。
不良と判断した丑011を別の車両に装着して、再現するか確認し不良の場合のみ丑011交換と判断する。
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯

4.日〇リ電源電圧チェ 

ック

E^LIコネクタ結 
合チIック

丑(：1；コネクタと五(：1；との結合をチヱックする。

基準値：日(:リコネクタはクランプがカチッと
ロックするまで已011にはめ込まれて 
いる0

〇
〇

クランプ

〇
〇

N0の時
E^\]にコネクタをは 
め、クランプをカチッ 
とロックするまで押 
し込む。

2.オルタネータ機能
ナエック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。

アイドリング伏態とする。 
オルタネータ3端子とボディ 
定する。

(0^0)の間の電圧を測

オルタネータ8端子（十）一(—）

基準値：10〜15ソ

N0の時
オルタネータ修理

3,ハツアリ ー3而于ナ

Iック
(1)10キーを〇ドドとする。
⑵バッテリー十、—極端子の締付確認。

基準値：締付に緩みは無い。

N0の時 
端子締め付け

E^^]コネクタ只128を丑011からはずす。
エツジンスタート。

アイドリング伏態とする。
ぢ01；コネクタ8128とボディ（01^0)の間の電圧を測 
定する。

只128 N0.1(十）一 0X0 (-）

基準値：10〜15ソ

5.日011アースチェ (1)10キーを〇尸ドとする。 N0の時
ック (2)丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を アースハーネス、コネ

測定する。 クタ修理

只128 N0.28 — 0^0

N0.29 — ¢N0

基準値：0.50以下

\
^
ノ 

\
^
/ 
\
)
/ 

N
1

/

1
2 
3 
4

,

^
\ 

X
—

\ 
/

—^
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯

6.ハーネス〇问〇短 
絡チIック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と6を分離する。
(2) 10〇]^する。

N0の時 
ハーネス修理

基準値：六83警告灯消灯のまま

リレーボックス 
〇问〇短絡チェッ 
ク

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ只134と八83春6を糸吉合する 
バルブリレーをはずす。
11/11コネクタ八33，1と八33 ^ 2を分離する。
10 01^する。

N0の時
リレーボックス交換

8.バルブリレー単体 
チェック（接点）

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
バルフリレーの端子1^10.85 ( —）一N0.86 (十）の間に 
直流12 Vを印加する。

⑶バルブリレー接点の抵抗値を測定する。
バルフリレー本体N0.30—N0.87

N0.30— N0.87 &

基準値く12 V印加時〉

N0.30- N0.87 :0.50以下
N0.30- N0.873 :1㈣以上 
ぐ12ソ非印加時〉

N0.30-N0.87 :1^/10以上 
N0.30- N0.873 =0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

9.㈠/リ⑽〇短絡チ 
Iック

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) E/Vコネクタ八33鲁1と八38，2を結合する。
(3) 10キー〇1^とする。

N0の時
リレーボックス交換

10.コネクタの接触不 -全てのコネクタを結合した後丑〇11コネクタの接触不良を N0の時
良チエック チヱックする。 コネクタ修理

86
30 873 87

85

^128

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112113114115116 17118 19 20 211122 23124 1 25 1 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137丨38139丨40141142143レ 414514 6卜 7卜 8| 49 | 50 | 51527 53 | 54 | 55 |

バルブリレー本体
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード読み出し不可
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トラブルコードに基づく点検------トラブルコード読み出し不可

1,チェックコネクタ 
端子チIック

チニックコネクタ端子（2本）とボディ（0X0)の間の抵
抗値を測定する。

チヱックコネクタ端子一 0X0

N0の時
ハーネス修理

2.チIックコネクタ 

ハーネス導通チェ 

ック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇卩卩とする。
チェックコネクタ端子只121の2をボディ（¢>N0)に接 
わする。
E^Vコネクタ只128を兄01；からはずす。
丑01；コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

尺128 1^0.16—0X0

N0の時
ハーネス、コネクタ修 
理

3.コネクタの接触不 
良チェック

，全てのコネクタを結合した後、五〇リコネクタの接触不良 
をチヱック。

N0の時 
コネクタ修理

1 |2|3|4|5|6| 71819110 11112113114115116117118 19 201211122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 13513613712 8139140丨41142 43144 4514 6卜 7 48| 49 50 151152 153154 | 55 |
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード21, 23, 25, 27

ラブルコード

闩，し円

21, 23スピードセンサ系異常 
25, 27 (断線又は入力過大）

21:ドド23 :ドし 
25 :阳27 : ^

5 2 3 1 4 6

，つ口ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 スピードセンサの N0
1 導通チXック スピードセンサ交換

01¢

2
スピードセンサの N0

十6短絡チエック スピードセンサ交換

3

〇く

ハーネス、コネクタの 
導通チエック

0(¢

N0 スピードセンサと日(:リ間の 
ハーネス、コネクタ修理

4
ハーネスの十巳短絡 N0

テェッ7

5 センサの取付チIック
N0 センサ、卜一:

調整交換
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1,スピードセンサの 
導通チェック

10を〇ド卩とする。
スピードセンサコネクタを結合する。
芑(：11コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
尺128 
只128 
只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
スピードセンサと 
远011の間のハーネス、 
コネクタ修理

10を〇ドドとする。
スピードセンサのコネクタを分離する。
センサコネクタの抵抗値を測定する。

(ハーネスを軽くゆすりながら)
コード21 卩只センサ N0.1 —N0.2
コード23 卩乙センサ N0.1 —N0.2
コード25 只只センサ N0.1 —N0.2
コード27 センサ N0.1 —N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

3.ハーネス、コネク 
夕の導通チIック

1「2 314 5 | 6 | 71819110 11112113114115 16117118 19 20 211122 23 24 | 25 | 26 27 | 28
12912 0131 | 3 2 | 33 | 34 13513613712 813914014114214 3144145 ^ 6卜 ル 8149150 I 51 1 52 1 53 I 54 1 55

2.スピードセンサの 
十8短絡チ:!：ック

(1) 丑011コネクタ只128を丑(：1；からはずす。
(2) センサコネクタとボディ（(^^0)の間の電圧を測定す 

る。

コード21 ド只センサ
コード23 卩乙センサ
二! ド25 尺尺センサ
コード27 1センサ

N0.1(十）一⑽〇 
N0.1⑴一⑽〇 
N0.1⑴一⑽〇 
N0.1(十）一⑽〇

(―) 
(―) 
(-) 
(―)

N0の時
スピードセンサ交換

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

\
)
/ 
\
)

7 
\

—
/

1
2 
3

/
1
V 
7
(
\ 
/
(
\、
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トラブル]—ドに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

4.ハーネスの十巳短 
絡チIック

丑(：11コネクタ只128とボディ（0^0) の間の電圧を測 N0の時
定する。 スピードセ

迟011の間のノ
コード21 ^128 N0.15 (十）一 ⑽〇 (-） 修理
コード23 只128 N0.35⑴一 ⑽〇㈠
コード25 ^128 N0.11(十）一 ⑽〇 (-）
コード27 只128 N0.13⑷一 ⑶〇 (―)

ンサと
‘一不ス

5.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサギャップを点検する0

ド ^ 只：〇. 5〜1.1 111111

(3) ハブの振れを点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、交換

6.各コネクタの接触 
不良チェッヮ

全てのコネクタを糸吉合した後
丑01；、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良を 
チェックする。

N0の時 
コネクタ修理

(@2^)

3 I 4 I 5 1" 6117181 9710111(^1311411511611711111120(^1122123 I 24 [251 26 I 27 [28
[29 [30 | 31[32] 33〔34】35画37画39网41[421 窃441 殖461苟481 二49 I 50〔51[52 I 53 [541551
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

トラブルコード 22, 24スピードセンサ信号系 
26, 28異常

^ 22 :24 :「し 
7 26 : ^ 28 : ^

スピードセンサ 
本体側コネクタ (^)

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112113114 15 16 17 18119 20 211122 123 1 24125126127128
1 29 | 30 1 31 | 32 | 33 | 34 13513613713813914014114 2卜 3卜 4卜 5|46卜外 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 I 54 | 55 1
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セレクトモニタによる点検. トラブ，ルコード22, 24, 26, 28

フロー チャートに従い次頁以降の要領で点検する

(注）：スピードセンサでは偶数番号のトラブルコードは検出条件として車輪速度差が一定時間継続した場合、その車輪を異常と判断 

する様にプログラムが設定してあるため下記の様な走り方によってはこの条件に一致し警告等を点灯させることもある。

，圧雪路、悪路でのラッセリングによる駆動輪を空転させながらの長時間走行。

-ループ橋、立体駐車場等に於ける飛ばした状態による長時間旋回走行。

，サイドブレーキをかけたままでの長時間走行。

-異常に低いタイヤ空気圧での走行。
# 61： 0

八 ！ 1
1 スピードセンサの取付点検その1

」 , 〇X

2 スピードセンサの取付点検その2

3 スピードセンサの導通チェック

| 01¢

4 スピードセンサの〇问〇短絡チェック

| 01¢

5 ハネスの短絡チェック

101¢

6 ハネスの01^0短絡チェック

1 『 01¢

7 已〇リのアースチ ェ ック

I 『 〇に

8 各コネクタの接触不良チェック
—|

) 01¢

9 ノイズ混入源の確認

1 1 01¢

10 シールドアースのチェック

N0

N0

N(3

N0

N0

N0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

1,スピードセンサの (1)トーンホイールの取付緩みの有無を確認する0 N0の時
取付点検 (2)センサの取付緩みの有無を確認する。 センサ、卜ーンホイー

その1 (3)センサギャップを点検する。 ルの調整、清掃、交換

ド ^ 只：〇. 5〜1，1111111

2.スピードセンサの
取付点検

その2

(1) センサポールピース、トーンホイールの汚れ、異物の 
有無を点検する。

(2) センサポールピース、トーンホイールの歯欠け、歯キ 
ズの有無を点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換

(3)前輪ハブ及び後輪アクスルの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、五011コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する0
(コネクタを6011に接続した伏態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

このとき、出力波形が歪みの無い正弦波状であれば本点
検及び3、4、5、6の点検は省略して良い。
なお、丑(311か6コネク々をはずすと会は必ずキーを1ソ、 上一/、ノ \ノ 1 ノ^ノ I フ フ I フ 1 1
〇卩ドとしておく-、ノ丄丄 し/、气ゾ、〇

コード22 8128 N0.15—N0.14
コード24 1^128 N0.35——N0.10
コード26 只128 N0.11—N0.38
コード28 只128 N0.13—N0.12

3.スピードセンサの 
導通チェック

(1) スピードセンサのコネクタを分離する。
(2) センサコネクタの抵抗値を測定する。

コード22
コード24
コード26 
コード28

ド只センサ 
卩しセンサ 
只只センサ 
尺しセンサ

N0.1
N0.1

N0.2
N0.2
N0.2N0.1—

N0.1—N0.2

基準値:0.8-1.2…

N0の時
スピードセンサ交換

(^128^

1|2|3|4|5 6 11718 19110111112113114115116117118119120121 | 22 23丨24 | 25丨26 | 27 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 3 3 | 34 135136 37138139 40 41142143 44 45 461471481 49 | 50 | 5152 | 53丨54丨55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

4-スピードセンサの 
(3问0短絡チIック

センサコネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す N0の時

る0 スピードセンサ交換

コー ド、22 只只センサ N0.1一一⑽〇
ゴー ド24 ドしセンサ N0.1--⑽〇
コー ド、26 只尺センサ N0.1-― 〇〜
コー ド、28 只乙センサ N0.1—一⑽〇

基準値：1^0以上

5-ハーネスの短絡チ （1)
エック （2)

⑶

スピードセンサのコネクタを結合する。
コネクタ只128を丑01；からはずす。

巳011コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
スピードセンサと 
ぢ011の間のハーネス

修理
コード22 尺128 N0.15—N0.14
コード24 %28 N0.35 — N0.10
コード26 只128 N0.11—N0.38
コード28 8128 N0.13—N0.12

基準値:0.8-1.21^

6.ハーネスの〇问〇短 參远01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
絡チIック 定する。

コー ド22 8128 N0.15—0^
^ — ド、24 尺128 N0.35 —⑽〇
3 — ド、26 只128 0.11——⑶〇
コード28 ^128 X0.13 — 0^0

N0の時
スピードセンサと 
ぢ01！の間のハーネス

修理

基準値：1^/10以上

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819 10111112 13 14115 1611711811912012川22 123 1 24125126 27 28
1 29 | 30 | 31 I 32 1 33 | 34 13513610 7138139 4 0卜 142卜 3144145 46147 48| 49丨50 I 51丨52 1 53 | 54 | 55

スピードセンサ 
本体側コネクタ
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トラブルコードに基づく点検——トラブル]—ド22, 24, 26, 28

已011のアースチ 
Iック

五(：11コネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す 
る。

8128 1^0.28—0X0 
N0.29 — 0^10

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

8.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合した後兄〇!エセンサ、ハー兔ス中 N0の8寺
不良 継点の各コネクタの接触不良をチュックする。

XI、メ ゾノ㈣ゝ|

コネクタ修理

9. ノイズ混入源の確 (1)自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？ N0の時
認 (2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 不良個所の適正化、修

していないか？ 理

10.シールドアースの 
チェック

，ハーネス中継コネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。 -

コード22 ^126 N0. 4 —-⑽〇
コード24 尸111 N010
コード26 , 只126 N0. 3 —-⑽〇
コード28 只126 N0. 2 -—⑶〇

N0の時
シールドと0^1)の間 
のハーネス修理

基準値：0.50以下

I

已(3り交換

1 1 2 3 1 4 5|6 1171819110111112113114|】5116117 181191201211122 23 124 1 25126127128
12^2 0 | 31 | 2 2 | 33 | 34 13513613713813914014114214314414 51461471481 49 1 50 | 5152 1 53 | 54 I 55 1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

〇
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード29

ブルコード29 4輪いずれかのスピードセンサ
信号系異常

鲁フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。
丫已3

タイヤ空転有無の確認 システムは正常

N0

2
タイヤの仕様、 N0
摩耗、空気圧確認 タイヤの調整、交換

0(¢

3 スピードセンサの N0 センサ、トーンホイールの
取付点検その1 調整交換

4 スピードセンサの 
取付点検その2

N0

〇く

に(:リ交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード29

1,タイヤ空転有無の 
確認

，ジャッキアップ、リフトアップ状態、フル転舵旋回、脱輪 

等で1分以上タイヤを空転させなかったか？
¥£5の時 

システムは正常

2.タイヤの仕様、磨 (1) タイヤの仕様は正しいか？ N0の時
耗、空気圧確認 (2) タイヤは異常磨耗していないか？ タイヤの調整、交換

(3) タイヤの空気圧は正しいか？

3.スピードセンサの 
取付点検

その1

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する0
(2) センサのの取付緩みの有無を確認する0
(3) センサギャップを点検する。

ド ^ 只：〇. 5〜1.1111111

N0の時
センサ、トーンホイー 

ルの調整、交換

4.スピードセンサの

取付点検
その2

(1) センサポールピース、卜ーンホイールの汚れ、異物の
有無を点検する。

(2) センサホールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ 
ズの有無を点検する。

(3) 前輪ハブ及び後輪アクスルの振れを点検する0

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、丑01；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する。
(コネクタを已(：1；に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

なお、丑(：1；からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇ド孖としておく。

車輪 
ドし車輪 
%車輪 
%車輪

只128 
體8 
只128 
8128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換

に(：リ交換

(〇128^

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 117 18 19 11011111211311411511611711811912012111 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129「30 | 31 丁 32「33 34 [351 莉37『38|匈40 4142 43「44|荷46 47 48149 5〇15152 53154 551
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

トラブルコード& 4 増圧バルブ系異常 31:33 :「し 
35 : 37 : ^

E^^}

37

2

7

5
33
54
26
53
25
6

28
29

し〇

し…

巳

し闩
V

し〇
0
^し
\^0

し〇
0西
9^

巳
巳

㈠/リ

八8ふ£01)

2

4

6
8

30 ^ 1
85

86 」ハ
87 —1 (^6？4) (^125)
873

一…丫 一 —

87
86

85

2
漏 巳八丁丁

8八丁丁

¢124)

(^2)

5
4
8
3
7
2
6

(^8)

\

\

-£©0-

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する0

1 ㈠/リの導通チIック
N0

1 0^

2
じの⑽〇短絡 N0

ナIック

5
ハーネスの(5(^0短絡 
チェック

卜〇X

6 ハネスの導通チ:！:ック

\ 01¢

㈠/リと已(3じの間の 
ハーネス修理

N0 日/じと日〇リの間の 
ハーネス、コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

1,㈠/リの導通チェ 
ック

(1)幵/1；コネクタ八33鲁1と八丑3，2、尺124と八88，8を 
分離する。

⑵1^/11コネクタ八55，8と八33 ^ 2の間の抵抗値を測定 
する。

コード31
-ド33 
-ド35

二! ド37

八35

八85

8
8
8
8

N0.4
N0.1
N0.2
N0.3

-2 N0.1 
^35-2 N0.1 
-八丑シ2 N0.1 
-2 N0.1

基準値： 8.5土(). 70

N0の時
11/11交換

2.㈠，じの©N0短絡 
チェック

9/1；コネクタ八33，8とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

ゴー ド31 八3シ8 N0.4--⑽〇
3 — ド33 八3シ8 N0.1一―⑽〇
ゴー ド、35 八88，8 N0.2 —一⑽〇
ゴー ド、37 八3シ8 N0.3--⑽〇

N0の時
11/11交換

3.ド/リの十8短絡
ナエック

(1)五〇!；コネクタ8128を辽011からはずす。
⑵幵/1；コネクタ八83参8とボディ（0X0)の間の電圧を

測定する。

コード31 
コード33 
コード35 
コード37

八8シ8

八88，8

N0.4⑴ 一。N0 (-) 
N0.1⑴一⑽〇㈠ 
N0.2 (十）一 0^0 (-） 
N0.3 ( + )―⑽〇 (—）

N0の時 
9/11交換

日/りコネクタ

4-39



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

4.ハーネスの十日短 
糸各チェック

(1) 10キーを〇尸卩とする。
(2) 丑011コネクタ只128とボディ ((^^0)の間の電圧を測

定する。

コード31 8128 N0.54 (十） 一⑽〇㈠
コード33 四8 N0. 5 (十） —(-)
コード35 只128 N0. 6⑴ —(3^0 (-)
コード37 只128 N0.53 (十） ——（^1) (~)

N0の時
只/!!と迟(31；の間の 
ハーネス修理

5.ハーネスの（3^10 
短絡チIック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 已01；コネクタ只128とボディ ((^^0)の間の抵抗値を

測定する。

コード31 只128 N0.54 —
コード33 尺128 N0. 5 —-⑽〇
コード35 只128 N0. 6 —-⑽〇
コード37 尺128 N0.53 -—⑽〇

N0の時
11/1；と丑011の間の 
ハーネス修理

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)幵/11コネクタ八83，1と八33，2、只124と八33，8を
結合する。

⑵丑01；コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

コード31 只128 N0.54-- N0.28
コード33 尺128 N0. 5 --N0.28
コード35 只128 N0. 6--N0.28
コード37 6128 N0.53 —- N0.28

N0の時
11/11と丘(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 
不良チエック

參全てのコネクタを結合した後！!/II、丑01！の各コネクタ 

の接触不良をチェックする。
N0の時 
コネクタ修理

(5128^

12 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 8 9 10111112113114115116 17 18 19 2012111 22 23124 1 25126丨27128
| 29 30 | 3132 33134 |2 5|2 62 7 38139140丨41丨42143ド 4卜 5卜 6卜 71481 49 | 50 | 5152 | 53 | 54 | 55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31, 33, 35, 37
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トフブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード32, 34, 36, 38

トラブルコード;Iこる減圧バルブ系異常 32 'ド34 :ドし 
36 :阳38 : ^

3

し〉

㈠/リ

八巳3-日⑶

8八丁丁

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1 闩/リの導通チ:^ソク
N0

1 01¢

2 ㈠/じの⑽〇短絡 N0

ナIック
㈠/リ交換

(^68^8)

| 01¢

3 ㈠/りの十日短絡 N0

チェック

01¢

4 ハーネスの十8短絡
ナエツフ

N0

01¢

5 ハーネスの¢N0短絡 N0 ㈠/リと已〇りの間の
チェック ハーネス修理

01¢

6 ハーネスの導通チヱック
N0 ㈠/じと巳(:リの間の 

ハーネス、コネクタ修理

〇く

7 各コネクタの接触不良 N0
( ナIック コネクタ修理

已(：11交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

1.㈠/リの導通チ：！： ⑴
ック （2)

⑶

10キーを〇卩孖とする。 N0の時
11/1；コネクタ八33鲁1と八33，2、只124と八38鲁8を 只/じ交換 
分離する。
只/11コネクタ八83，8と人83，2の間の抵抗値を測定 
する。

ゴー ド、32 八丑シ8 N0.8--八3シ2 N0.1
コー ド、34 8 N0.5--八83，2 N0.1
コー ド、36 八8シ8 N0.6 -八83，2 N0.1
ゴー ド、38 八3シ8 N0.7--八8シ2 N0.1

基準値： 4.3土(). 50

2.円/じの⑽〇短絡 
チェック

只/リコネクタ八83，8とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

3 — ド、32 八8シ8 N0.8-
ゴー ド、34 八3シ8 N0.5--⑽〇
3 — ド、36 八3シ8 N0.6-
ゴー ド、38 8 N0.7 ——⑽〇

N(3の時 
11/11交換

3.㈠/リの十8短絡 
チェック

(1)兄(31！コネクタ只128を五011からはずす。
⑵只/1；コネクタ^^3.8とボディ（0X0)の間の電圧を

測定する。

コード32 八3シ8 N0.8 (十）一 0^0 (-）
コード34 八33，8 N0.5⑴一⑽〇 (―)
コード36 八3シ8 N0.6 (十）—(—）
コード38 八3シ8 N0.7 (十）一⑽〇 (―)

N0の時
11/1；交換

基準値：1(3〇N/〇FF共〇ソ

(^8)

4 3 2 1
8 7 6 5

コネクタ

(5128^

112 3 4 5|6 丨7|8 9110111 12 13 14 15116117118119120 211122 123124125 26 27 28
129 12 〇|3 1 |2 2 | 33 | ： 4 13512 6|37 3813 9^ 〇卜 1|4 214314414514614714 8149150 51 | 52 | 53 54 55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

4.ハーネスの牛8短 
絡チヱック

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵远011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
9/11と兄011の間の 
ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 (十）一（^0 (-)
コード34 只128 N0.33 (十）一（^0 (~)
コード36 8128 N0.34 (十）一（^0 (-)
コード38 ^128 N0.25 (十）一⑽〇 (—）

基準値：丨〇〇问/〇ド卩共〇ソ

5.ハーネスの0^10 
短絡チIック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵迟011コネクタ只128とボディ（01^0)の間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
11/1；と孖〇リの間の 
ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 —⑽〇
コード34 ^128 N0.33 —
コード36 只128 0,34―⑶〇
コード38 尺128 N0.25 —

基準値：1^/10以上

6.ハーネスの導通チ 

Iック

(1)只/1；コネクタ八33鲁1と八33，2、8124と八：83參8を
結合する。

⑵5011コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
8/1；と五(：1；の間の、 
ハーネス、コネクタ修 
理

コード32 只128 N0.26—N0.28
コード34 ^128 N0.33 — N0.28
コード36 只128 N0.34 — N0.28
コード38 只128 N0.25 — N0.28

基準値： 4.5土(). 50
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トラブルコード32, 34, 36, 38トラブルコードに基づく点検
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード41

ヒュース 
厂巳一1

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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10キーを〇ドドとする。
丑011コネクタ只128を兄01；からはずす。
圮〇リコネクタ只128とボディ（0^1))の間の抵抗値を

アースのチェック

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード41

N0の時
アースハーネス、コネ

クタ修理
測定する。

^128 N0.28
N0.29

基準値： 0.50以下

2.各コネクタの接触 ^全てのコネクタを結合した後、電源系（イグニッシヨン、 N0の時
不良ナエック バッテリ）、五011、ハーネス中継コネクタの接触不良をチ コネクタ修理

ヱックする。

3. ノイズ混入源の確 
認

(1)自動車電話、無線機等の取付は適正か？
⑵ノイズ発生源（アンテナ線等）がセンサハーネスに接 

近していないか？

N0の時
不良箇所の適正化、修 
理

(8128^

1|2|3|4|5|6|7 819110111112113 14115 16117118119120 211122 123 124 1251 26 127 128
29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 3410 5136 37138 39 40 ^ 神3144145146 47^ 8| 49 | 50 51 | 52 53154「55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

ヒューズ 
「巳―1
N0.4

8八丁丁

10. 5^

¢128)

八| 丁 一饞‘ ^ 纖, ,1 ^1 4
8^

8

2 I 3 7415 161171819 )10|11112113114115116|17)181191201211 22123 241 25 1~26 I 27 I 28
129 130』31 1:32 [33」3413536137138139^40 4142 43144[研461471481 49「501 51「52「53154 I 551

8

息

フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
オルタネータ機能

—- #

N0

テェック

| 01¢

2
ノゞツテリ——立患子 N0

チェック

〇に

3
日〇リ入力電源 N0

ァェック

4
£011アースの N0 ^ アースハーネス，
チェック コネクタ修理

5
各コネクタの接触 N(3

不良チエック
丄 ハ!/
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トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード42

1,オルタネータ機能 
チェック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。

アイドリング状態にする。 
オルタネータ3端子とボディ 

定する。
の間の電圧を測

オルタネータ3端子（十） ⑽〇 (—）

基準値：10-15ソ

N0の時
オルタネータ修理

2.バッテリー端子チ 
エック

(1)10キーを〇ド卩とする。
⑵バッテリー十、一端子のハーネス締付を確認する

N0の時 
ハーネス締付

3.日(3り入力電源チ
エツ ク

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只128を丑01；からはずす。
エンジンスタート。
へッドライト、エアコン、デフオガーなどの負荷を〇N 
にする。
辽011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 
定する。

尺128 N0.1(十） ⑽〇 (—）

N0の時
電源ハーネス、コネク
夕修理

4.已(：11アースのチ 
Iック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵丑011コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

尺128 N0.28 — ¢N0
N0.29 —⑽〇

基準値….50以下

5.各コネクタの接触 
不反チエック

全てのコネクタを結合した後丑011、ハーネス中継コネクタ 

の接触不良をチェックする。
N0の時 
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード44

トラブルコード44 協調制御系異常

(^12^)

八8 3 
巳0じ

45
17

〇丫
し

08

「84

ストップランプ3西

1
2

(已〇ゾ〇

―#

I—#
3
2
4

日八丁丁

(⑹

3
2

卿

令 2
⑩

(&
⑩

ストップランプ

31

E^\F

4

E (: V 丁 
已〇じ

门 1 「 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

-0—^

パ:::::：、

八83巳⑶

<3¢)

28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

1 |2|3|4|5|6 117181911011川2113114 15 16117118119120121|丨22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 3413513613713813914014ル 2卜 31441451461471481 49150 | 51 1 52 | 53 | 54 | 55 1
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード44

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

1 ハーネスの〇问〇短絡 
チェック

\ 01¢

2 ハーネスの十8短絡 
チ:！:ック

\ 01¢

3 日〇リ出力電圧の
点検

N0
協調制御系ハーネス修理

N0
協調制御系ハーネス修理

[…丁車

N0 鬥巳(:リ電源 
チェック

01¢ 01¢ N0

已，£011 
点検交換 電源回路修理

^丁車

48 ハーネス断線チ：!:ック
N0 協調制御関係、ハーネス、 

コネクタ修理

01¢

5巳 ストップランプ8西系 
断線チIック

N0 ストップランプ3…単品
テエツフ

〇く N0

ハーネス修理 ストップラン 
プ3…交換

に

4八 ヨ〇ソ丁日〇リ出力電圧点検
N0 ^ 已(:VI日(:リ電源

チェック

01¢ 01¢ N0

已⑺丁已〇リ 
点検交換

圧〇ソ丁 £011 
電源回路修理

5八 ハネス断線チIック

0^

6 各コネクタの接触不良 
チェック

N0 協調制御関係、ハーネス、 
コネクタ修理

N0
コネクタ修理

〇X

日〇リ交換



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

キーを〇ド卩とする。
E^[F^已01；コネクタ全てを五が[朽辽01；にはめる。 
61^卩丨丑011コネクタ只18の端子間の電圧を測定する。

3.日(\^1 £011 出力 
電圧の点検

只18 N0.31(牛）一 N0.47 (-)

N0の時

N0
^？1 E^V 

電源回路修理

丘刪远⑶
交換

(£№1トラブルシュ 
ティング参照）

"4. ^ 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

112 3 | 4 | 5 | 6 | 71819110111112113114115 16117118119 2012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 135 36 37138139140141142^ 314414514614 71481 49 | 50 I 51 | 52 53 | 54丨55

基準値：10〇问で10- 13ソ

£№1電源 
チェック

1,ハーネスの¢N0
短絡チェック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇ドドとする。
丑(:VI E^\]コネクタ全てを各々の远011からは

ずす。
八肪五011コネクタ8128を丑011からはずす。
八33孖01；コネクタ只128とボディ（0^0)の間の抵抗 
値を測定する。

8128 0.17—ボディ 
N0.45——ボディ

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

2.ハーネスの十8短
絡チェッワ

入33丑011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を 
測定する。

只128 N0.17 (十）ーボディ（一）
N0.45 (十）ーボデイ（一）

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理
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10キーを〇卩卩とする。

丑01；コネクタを迟01；にはめる。

八33五〇!；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧 

を測定する。

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

10キーを〇ドドとする。

E^\]コネクタを玨011から外す。

60又丁 E^\]コネクタ卩84 ^ド48を丑〇又丁丑011にはめ 

る0

丑〇^丁五〇リコネクタド48の端子間電圧を測定する。

N0の時

N0
五〇从下E^\]

電源回路修理

5— 八ハーネス断線

ナエック

⑻ソ丁車）

4一 八[⑼丁巳⑶出 

力電圧の点検 

汩(:ソ丁車）

^128 X0.17——ボディ

N0.45— ボディ

基準値：10〇问で10- 13ソ

门 1~1
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

⑱
门 门

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

(|128)

1[213 1^4 I 5 | 6 (17^9(10)11(12)13間15网17网19网21]「22「23124「25 126 | 27「28
I 29 | 30 131 132 133134 35 36 37 38 39140 41142 43144145 46147 481 49 | 50 | 51 152 1 53 154155

ド48 N0.7 (十）ーボディ（一）

基準値：丨〇〇问で10- 13ソ

〇X

交換

氓〇从丁トラブルシ 
ティング参照）

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

\
)
/ 
\
)
/ 

XX
I/

I
X 
0
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〇
〇
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X
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/
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トラブルコードに基づく点検 トラブ，ルコード44

ハーネス断線 
チェック 
⑽丁車）

(1)10キーを〇孖ドとする。
(3)八83已011、尺128及びブレーキコネクタ卩10と、 

ディ（0X0)の間の電圧を測定する。

N0の時

ボ 協調制御系ハーネス
コネクタ修理

尺128 0.45— ボディ
卩10 1^1〇. 4—ボディ

基準値：丨(3〇问で10- 13ソ

5 — 8 ストップラン 
プ8西系断線
チェック
㈤丁車）

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 10キー後八33 £01；コネクタ尺128と、ボデ 

(0X0)間の電圧を測定する。

只128 0.17—ボデ

N0の時

〇尺

命ストップラン
プ8评交換

ノ、ーネス修理

6.各コネクタの接触 全てのコネクタを結合した後 N0の時
不良チエック 八83五011、兄(：11、已(:マ丁已011ハーネス中継コネク 

夕、ジョイントコネクタの接触不良をチヱックする。
コネクタ修理

12 | 3 | 4 | 5 | 6 171819 10111112 13114115 16117118 1912012 1122 123 124 1 25 126 127 128
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 12 4 13513612 7138 39^ 0 4142|4 3144454 6 47 48 49 150 51 1 52 1 53 I 54 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46

-フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

4-56



トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード46

10キーを〇ドドとする一一 胃 一^—— —〆 ーリ

センターコンソールボックスをはずす。
0センサコネクタを〇センサからはずす。
0センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時 
0センサ交換

1,(3センサ単品短絡 
チェック

〇センサ本体 N0.1—N0.3

2. 0センサ単品 
0 N10短絡チェッ 
ク

〇センサ本体とブラケットの間の抵抗値を測定する。

0センサ本体 N0.3 —ブラケット

N0の時 
0センサ交換

3.ハーネスの線間短 
絡チIック

(1)叼011コネクタ1^128を迟011からはずす。
⑵丑〇!；コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
0センサと圮(：11の間 
のハーネス修理

只128 N0.39—N0.21

基準値：0以上

4.ハーネスの〇问〇 ，丑01；コネクタ只128とボディの間の抵抗値を測 N0の時
短絡チIック 定する。 0センサと五〇じの間

のハーネス修理
只128 N0.21- 丄、、—ぐ—ホアイ

N0.39 — V、、 ― ^—ホアイ

基準値：IV 0以上

门

¢5センサ本体 (5128^

112 13 14 5 16 17 8 19110丨11丨12113丨1411印6117丨181191201211| 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 12 2 1331 3412 51361371381391401411421431441451461471481 49 1 50151 I 52 1 53 1 54 | 55 I

\
)
/ 

N
1

/ 
\

1
7 
\
)
/

1
2 
3 
4

7
(
\ 

X
I

V 
/

、̂ 
/

—

^
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46

5.ハーネスの十8短 
絡チIック

，丑011コネクタ只128とボディ（0X1))の間の電圧を測定， 
る。

只128 N0.21(十）ーボディ（一）
N0.39 (十）ーボディ（-）

す N0の時
0センサと兄011の間 
のハーネス修理

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

6.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを結合した後、八33丑011、0センサの各 
コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

¢128)

1[2 | 3 [4し5 [ 611716191101111121131141151161171181191201211122123124 | 25 | 26127128
I 29 | 30 | 31 | 32 I 33 | 34 135136 37138139 〇卜 142143144145146レ 71481 49 | 50 51 | 52 | 53 54 | 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46
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トラブルコードに基づく点検 トラブ1 ノレコード51

ラブルコード51 バルブリレー系異常

卜

八83,[⑶

从丁丁

バルブリレ

モータリレ
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード51

1フローチャートに従い点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラプルコード51

15 リレボックス制御未十8短絡チヱック
N0

リレーボックス交換みバルブ電源ヒューズ（20八）
チェック、モータ電源ヒューズ（30八）チ：！:ック

1〇に

16 リレ制御未ハネス断線、短絡チIック
N0

—--1 ^ バルブリレー制御系、ハーネス、コネクタ修理
£01]電源ヒューズ（15八）チェック

〇に

17 リレ制御系ハネス¢N0短絡チIック
N<3

—| 麯 バルブリレー制御系、ハーネス修理
[〇リ^源ヒュース（15八）チェック

| 01¢

18 リレー制御系ハーネス十8短絡チヱック
N0

| 一 一 バルブリレー制御系、ハーネス修理ふ
ヒュースチェック

〇に

19 日/り増圧ソレノイドバルブ断線チヱック
N0

〇に

20 日/リ減圧ソレノイドバルブ断線チヱック
N0

㈠/リ交換

01¢

21 N711ソレノイドバルブ¢N0短絡チエック
N0

01¢

22 1-1/1)ソレノイドバルブ十8短絡チエック
N0

〇に

23 バルブ制御系ハーネス屮8短絡チヱック
N0

01¢

24 バルブ制御系ハーネス¢N0短絡チIック
N0

门/リ父俠、匚ユースアエツソ

㈠/リ父換及ヒューズチ:！：、ソク

バルブ制御系ハーネス修理み
亡ユ—スナエッフ

バルブ制御系ハーネス修理

〇X

25 増圧ソレバドバルブ制縣ハ-ネス断線チェッ
N0

〇に

26 減圧ソレノイドバルブ制御系ハ-ネス断線チェック
N0

バルブ制御系ハーネス、コネクタ修理

)〇X

27 各コネクタの接触不良チエック コネクタ修理

〇に

巳〇リ交換
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トラブルコード51トラブルコードに基づく点検

1,バルブリレー単体 
チェック（コイ 
ル）

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす0
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する。

86
30 873 87

85

N0の時
バルブリレー交換

バルフリレー本体1^10.85—N0.86 バルブリレー本体

基準値：103±10ひ

2.バルブリレー単体 
チェック（接点）

(1)バルフリレーコイル（端子0.85 (-）一 N0.86 (十）） 
に直流12マを印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

N0の時
バルブリレー交換

バルブリレー本体 1^0.30—1^0.87
N0.30— N0.87 3,

基準値：く12ソ印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下
N0.30- N0.87 3 :1 IV！ 0以上

く12ソ非印加時〉
N0.30- N0.87 :1—以上
N0.30-N0.87 3 : 0.50以下

N0の時

バルブリレー交換
バルフリレー本体 N0.85—N0.30

N0,85—N0.87

基準値：1^/10以上

3.バルブリレー単体，バルブリレーの端子間の抵抗値を測定する。 
チェック（絶縁）

4.バルブ電源供給電 
圧チIック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八33 — 4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ只123とボディ（0X0)の間の 

電圧を測定する。

則23 N0.1(+ ) 一 0^0 (-）

N0の時
電源系ハーネス、コネ 
クタ修理
バルブ電源ヒューズ 
(20八チヱック）

基準値：10—13 V (十8端子をはめた状態で)
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

5.アースハーネス 
チェック

(1) リレーボックスコネクタ8134と八38籲6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ8134とボディ（0X0)の間の

抵抗値を測定する。

只134 N0.4 — ¢N0

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

6,リレーボックス
電源供給系 
断線& 〇问〇 
短絡チIック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八33鲁4を結合する。
(2) バルブリレーボックス端子とボディ（0^0)の間の電 

圧を測定する。

バルブリレー

ホックス端子
N0.87 (十）一⑽〇㈠

基準値：10- 13ソ

N0の時

リレーボックス交換 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）チェック

リレーボックス接 
点系断線チ:Eック

(1) EXVコネクタ八33鲁1と八33參2を分離する。
(2) 只/1；コネクタ八63參1とバルブリレーボックスの間の

抵抗値を測定する。

八83 N0.1 ベ、ルブリレー 

ぞックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

8,リレーボックス接 
点系〇问〇短絡チ 
Iック

11/1；コネクタ八23，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

八83 N0.1—⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
ゐヒューズチェック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ
(30八）

(8134^
86

87 873

85

リレー8〇乂コネクタ バルブリレー
ボックス端子
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

9.リレーボックス接 (1)丑011コネクタ8128を丑01；からはずす。 N0の時
点系十8短絡チェ (2) 11/1)コネクタ八83，1とボディ（¢>N0)の間の電圧を リレーポックス交換
ック 測定する。 &:ヒューズチヱック

一 バルブ電源ヒューズ
八8シ1 N0.1—⑽〇 (20八）

モー々電源卜1ーズ

基準値：丨〇〇问/〇卩ド共〇ソ (30八）

10.リレーボックス接 
点系ダイオードチ 
Iック

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ八3シ6と 
ス端子の間の抵抗値を測定する。 
⑽0.30に十を印加する。）

ベノレフリレーホック

バルブリレー 
ホックス端子

X0.30——八8シ6 N0.3

基準値：0以上

N0の時
リレーボックス交換

11.レーボックス 
アース系断線チェ 
ック

リレーボックスコネクタ八83,6とバルブリレーボックス
端子の間の抵抗値を測定する。

八3シ6 N0.4
ベルブリレー 

ミ'ックス端子
N0.87 &

基準値：0.50以下

N6の時
リレーボックス交換

12、リレーボックス 
アース系十8短絡 
チェック

參リレーボックスコネクタ八丑8鲁6とボディ（01^0)の間の
電圧を測定する。

八3シ6 N0.4 (十）一⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
&ヒューズチニック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ
(30八）
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10キーを〇孖ドとする。
リレーボックスコネクタ只134と6を結合する。 
远(：11コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.2 — N0.37

基準値：103±100

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理
E^\]電源ヒューズ 
(15八）チヱック

16.リレー制御系ハー 
ネス断線短絡チX 
ック

(〇128)

1|2|3|4|5|6 1171819110 11112113114115116117118119 201211 22 123 24 125 126 27 28
「29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13513613712 8139140141142143144 451461^ 71481 49 I 50 | 51 | 52 53 54 | 55

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード51

13.リレーボックス制 
御系断線チェック

⑴
⑵
⑶

1¢}キーを〇ドドとする。
バルブリレーをはめる。
リレーボックスコネクタ八丑シ6端子間の抵抗値を測定 
する。

仙シ6 N0.2 — N0.7

基準値：103±100

N0の時
リレーボックス交換

14.リレーボックス芾丨] 參リレーボックスコネクタ八83,6とボディ（0X0)の間の N0の時
御系01^0短絡チ 抵抗値を測定する。 リレーボックス交換
エック 公五(：11電源ヒューズ

八83 ^ 6 N0.2 —⑽〇 (15八）チヱック

%
基準値：0以上

15. I；レーボックス制 
御系十8短絡チ:!: 
ック

リレーボックスコネクタ端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

八於. 6 N0.2 (牛）——⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
及ヒューズチヱック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ

(30八）

\
)
/ 

N
1

/ 
N
1

/

1
2 
3

7
(
\ 
/
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 ̂
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1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

17.リレー制御系ハー 
ネス0^0短絡チ
ェック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と八33擊6を分離する。
(2) 五〇!；コネクタ只128とボディ（0见)）の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.2 — 0X0

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス修理ゐ丑01；
電源ヒューズ（15八） 
チェック

基準値：2以上

18.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と八83參6を結合する。
(2) 丑011コネクタ尺128とボディ（0^0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理公ヒ 
ユーズナエック

只128 N0.2⑴一⑽〇 (-）

基準値：16 〇问/〇卩卩共〇ソ

19.㈠/リ増圧ソレノ 
イドバルブ断線チ
Iック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 只/!!ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

八3シ8 N0.1―八8シ2 N0.1
N04 —人丑8 # 2 N0.1
N0.3 —八8シ2 N0.1
N0.2 —2 N0.1

N0の時 
幵/1；交換

基準値: 8. 5土0.70

20.㈠/リ減圧ソレノ - 9/1；ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。 N0の時
イドバルブ断線チ
1ック 人丑3，8 N0.5 —人丑3，2 N0.1

N0.8 —八83，2 N0.1
N0.7 —八33，2 N0.1

N0.6一 人已8 # 2 N0.1

11/11交換

基準値：4,3±0, 50

4 3
―1

2 1
8 7 6 5

㈠/リコネクタ
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トラブルコードに基づく点検 トラブりレコード51

21.㈠/リソレノイド 參11/1；ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の抵抗値を N0の時
バルブ短絡 測定する。 只/リ交換ゐヒューズ
ナエック チェック

八83，8 N0.1—⑽〇

基準値：0以上

22.㈠/リソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
Iック

幵/リソレノイドバルブとボディ（6X0)の間の電圧を測 
定する。

八3シ8 N0.1(十）一⑽〇 (—）

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

N0の時
只/II交換没ヒューズ 
チェック

23.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
五011コネクタ只128とボディ
定する。 :

1X^00)の間の電圧を測

只128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十）— 0X1)(-) 
(屮）— 01^10 (-) 
(十）— 0^0 (-) 
(十）—(-) 
(十） 01^0 (-)
(十）—(1^0 (―) 
(十）一⑽0 (-)
⑴一⑽〇㈠

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理及ヒューズチ
ヱツク

^65^

じコネクタ

(028)

1 1 2 I 3 | 4 | 5 I 6 117 8 9110111 12113114 15116 17 18 19 201211122 123 124 1 25 126 127 128
| 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 12 52 6137138|： 914014114 2|43卜 斗 5卜 6卜 71481 49 1 50 51 | 52 | 53 | 54 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

只/リコネクタ八83，1、八83參2を結合する。 N0の時
幵/1；コネクタ只124、八33，8を結合する。 バルブ制御系ハーネ
五011コネクタ8128を丑011からはずす。
E^\]コネクタ尺128端子間の抵抗値を測定する。

スコネクタ修理

25.増圧ソレノイドバ 
ルブ制御系ハーネ 
ス断線チIック

8128 N0. 5 
N0. 6

N0.28
N0.28

N0.53 — N0.28 
N0.54—N0.28

26.減圧ソレノイドバ -E^\]コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
ルブ制御系ハーネ バルブ制御系ハーネ
ス断線チIック 漏 N0.25—N0.28 スコネクタ修理

N0.26 — N0.28
N0.33 — N0.28
N0,34 — N0.28 氳

基準値：4,8±0, 52

27.各コネクタの接触 
不良チエック

全てのコネクタを結合した後、只/1；、リレーボックス、 
£01；.ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

4 — 69

24.バルブ制御系ハー 
ネス¢N0短絡チ 
Iック

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵已011コネクタ只128とボディ（01^0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0. 5 —⑽〇 
N0. 6 —⑶〇 
N0.25 —⑽〇 
N0.26 — 0^0 
N0.33 —
N0.34 —⑽〇 
N0.53 —⑽〇 
N0.54 —⑽〇

基準値：11^10以上

N0の時 
バルブ制御系 
ス修理

ネ
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード52

ラブルコード52 モータ，モータリレー系異常

㉚

八83,已(:リ

8八丁丁

バルブリレ

V
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

#フローチャートに従い点検する0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

10キーを〇ド孖とする。
モータリレーをはずす0
モータリレーコイルの抵抗値を測定する。

N(2の時
モータリレー交換

1,モータリレー
単体チIック
(コイル）

モータリレ'—本体 N0.85—N0.86

基準値：80±100

2.モータリレー
単体チIック 
(接点）

(1)モータリレーコイル（端子N0.85 ( —）一 N0.86 (十）） 
に直流12又を印加する。

⑵モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 1^10.30—N0.87

基準値：く12V印加時〉
N0.30-N0.87 : 0.50以下

<12 V非印加時〉
N0.30- N0.87 : ― 0以上

N0の時
モータリレー交換

3.モータリレー 
単体チェック 
(絶縁）

，モータリレー端子間の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.85—N0.30
N0.85 — N0.87

N0の時
モータリレー交換

基進値，1^ 0以上

4.モータ電源 
供給電圧チェック

(1) リレーボックスコネクタ只123、4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ尺123とボディ（6X1))の間の 

電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、コネ 
クタ修理ゐモータ電 
源ヒューズ（30八）チ
ニック^123 N0.2 (十）一(-）

基準値：10— 13ソ（十8端子を接続した状態で）

86
30 87

85

¢123)

モータリレー本体
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トラブルコードに基づぐ克検——トラブルコード52

5.リレーボックス電
源供給系断線 

短絡チェッ 
ク

⑴
⑵

リレーボックスコネクタ8123、八33,4を結合する。 
モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

モータリレー
ホックス端子

N0.87 (十）一⑽〇㈠

基準値：10- 13ソ

N0の時
リレーポックス交換 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

6,リレーボックス接 
点系断線チ1、、ジり

(1) EXVコネクタ八丑3，1、八83，2を分離する。
(2) 11/1；コネクタ八83，1とモータリレーボックス端子の 

間の抵抗値を測定する。

八3シ1 N0.2
モータリレー

ミ'ックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

了.リレーボックス接 -11/11コネクタ八33，1とボディ（(^^0)の間の抵抗値を N0の時
点系〇问〇短絡チ 測定する。 リレーボックス交換
エック ゐモータ電源ヒュー

八8シ1 N0.2 —⑽〇 ズ（30人）チヱック

基準値：1^/10以上

8.リレーボックス接 (1)已(：リコネクタ1^128を丑011からはずす。 N0の時
点系十8短絡チェ (2) 11/11コネクタ八8シ1とボディ（0^0)の間の電圧を リレーボックス交換
ック 測定する。

八33ぺ N0.2 (十）一⑽〇 (―)

基準値：1(3〇问/〇卩ド共〇ソ

86
87 30

85

七ータリレー 
ボックス本体
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トラブルコードに基づぐ奈検——トラブルコード52

1¢}キーを〇卩卩とする。 N0の時
リレーボックスコネクタ8134、八33,6を分離する。 リレーボックス交換
リレーホックスコネクタ八38.6とモータリレーホック
ス端子の間の抵抗値を測定する。

9.リレーボックスモ 
二夕系断線チIッ 
ク

八8シ6 N0.8
七ータリレー 

ホックス端子
N0.30

10.リレーボックス制 
御系断線チェック

⑴
⑵

バルブリレーをはずす。
バルフリレーボックス端子とモータリレーボックス端 
子、モータリレーボックス端子とリレーボックスコネ 
クタ八33 — 6の間の抵抗値をそれぞれ測定する。

バルブリレーボックス端子N0.30— モータリレーボックス端子N0,86 

モータリレーボックス端子N0,85——八88# 6 N0.6

N0の時
リレーボックス交換

11.リレーボックス制 
御系(3N0短絡チ
エック

モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の抵抗 
値を測定する。

モータリレー

ボックス端子
N0.86 —⑽〇 
N0.85 — (^；0

基準値：1ぃ0以上

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 

ズ（20八）チェック

12.リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

(1) 五011コネクタ只128を五011からはずす。
(2) モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー 
ホックス端子

N0.85 (十）一⑽〇 (—）

基準値：丨〇 〇^/〇ドド共0 V

N0 0時
リレーボックス交換 
ゐバルブ電源ヒュー 

ズ(20八)
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

4 3 2 1
8 7 6 5

86
87 873 30

85

86
87 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

て:一タリレー
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

13.モニタ系ハーネス 

断線チIック
(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 丑01；コネクタ只128のX0.19とN0.28とをハーネスで! 

続する。
(3) リレーボックスコネクタ只134とボディ（0X0)の間(: 

抵抗値を測定する。

只134 N0.8 —⑽〇

%

0

N0の時
モニタ系ハーネス、コ
ネクタ修理

基準値：0.50以下

14.リレー制御系ハー 
ネス断線チェック

(1) モータリレーをはめる。
(2) バルブリレーをはめる。
(3) リレーボックスコネクタ只134、八33,6を結合する。
(4) 珏01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値う 

測定する。

只128 N0.7 — 0X0

レ

N0の時
モータリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理

基準値：80±100

15.リレー制御系、モ 
二夕系ハーネス 
(31^10短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八33,6を分離する。
(2) 豇(：11コネクタ端子とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 

定する。

只128 N0. 7—⑽〇
X0.19— ⑽〇

N0の時
モータリレー制御系、 
モニタ系ハーネス修 
理ゐヒューズチヱッ 
ク

基準値：1^/10以上

112 13 4 | 5 6 1171819 10111112113114115116 17118119120121 | 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 1 30 I 2 1 1 32 | 2 3 134 13513613 7138139140141142143|^ 4145146147148149 | 50151 I 52 I 53 | 54 | 55 |
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52

10キーを〇卩卩とする。 N0の時
E^^]コネクタ只128を芭01；からはずす。 已(：11交換
£01；端子間の抵抗値を測定する。

17.に〇リ単体チヱッ 
ク（モニタ端子 

〇问〇短絡）

ぢ01；端子 0.19—N0.28

18. [〇リ単体チェッ
ク（モニタ端子十
巳短絡）

⑴

⑵
⑶
⑷

远011コネクタ只128のスクリューを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。
五〇リコネクタ只128を已〇リにはめる。
全てのコネクタを結合。
E^^]端子間の電圧値を測定する。

只128 N0.19 (十）——N0.28㈠

N0の時 
ぢ01；交換

19.モータアースチェ 〇キ--を〇卩卩としてから、モータアース取り付け緩みを N0の時
ック チェックする。 アース端子締付

基準値：32,3±9,8^^

330 ±100 ^9^ #

16.リレー制御系、モ 
二夕系ハーネス十 
8短絡チIック

迟(：11コネクタ端子とボディ（0X0)の間の電圧を測定す 
る。

8128 N0. 7⑴一⑽〇 (-) 
N0.19 (4-) 一 0^0 (-)

N0の時
モータリレー制御系、 
モニタ系ハーネス修 
理&ヒューズチェッ 
ク

基準値：10〇〜/〇ドド共〇ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

20. £011単体チェッ 
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 八83シーケンス制御を起動させる。
(2) 已011コネクタ8128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.7 (4-) 一 N0.28 (-）

N0 0時 
ぢ〇リ交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10- 13ソ41.5V 以下—
10— 13ソと変化する。

21.㈠/リ機能チェッ 
ク

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 八83シーケンス制御を起動させる。
(3) 尺(31！コネクタ只128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）一 N0.28 (-）

N0の時
11/1；交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が

1,5ソ以下—10- 13ソー
1,5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

22.各コネクタの接触 
不良チェック

會全てのコネクタを組立結合し、幵/リ、リレーボックス、 

叼〇11ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 
コネクタ修理

(？。リ端子） (5^

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 11718191101111121131141151 丨6|17|〗8119120 21 122 23124 1 25126127 28
| 29「30 31 | 32 33134 135136 37138139 4014142 4314414514614713 8149 50 151 152153154155
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52
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トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード54

ラブルコード54 ストップランプスイッチ系異常

¢128)

八8 3 
£011

45
17

¢3 丫

ストップランプ

2
⑻ソ丁)

—#

3
2
4

8八丁丁
㈣

31

㈧丁)

し
3
2

㉚

08 令

ド84

由
4

已0ソ丁 
£01}

ストップランプ

0フロ ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 ストップランプ 
点灯チェック

| 0^

2 ハーネス断線 
チェック

| 01¢

3 各コネクタの接触 
不良ナIック

士 01¢

已⑶交換

N0
ストップランプ回路修理

N0 已〇リーストップランプ間 
ハーネス，コネクタ修理

N0
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

1-ストップランプ点 ^ブレーキペダルを踏む。 N0の時
灯チェック ストップランプ回路

基準値：ストップランプが点灯する。 修理

2.ハーネス断線チェ （1)10キーを〇卩卩とする。
ック （2)乜〇リコネクタ1^128を丑(：1；からはずす。

(3) ブレーキぺダルを踏む。
(4) 远〇リコネクタ只128とボディ（(^^0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
E^\]ストップランプ 

間ハーネス、コネクタ

修理

只128 N0.48 (十）一⑽〇 (—）

3-各コネクタの接触
不良チエッツ

全てのコネクタを結合した後、ストップランプスイッチ、 
五011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチェッ 
クする。

N0の時 
コネクタ修理

〇X

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 ||7 8丨9丨10丨11112丨13|14丨〗5丨16|17丨18|191201211 22 | 23 | 24丨25 | 26 | 27丨28
| 29 30 | 31 | 32 | 33 | 34 |： 5136(37138(39140 41142向4405 46 471481 49150 1*5152丨53「54155
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード56

(
トラブルコード56 6センサ系異常 )

0センサ本体

1|2|3|4|5|6 11718 9110111112113114115116 17 18119120 211122 | 23 24 1 25 1 26127 28
I 29 | 30 | 31 | 32 ！ 33 | 34 13512 6137138139 40141142143 ^ 44 5 46 47 ^ 8| 49 50 | 5152 | 53 54 | 55 I

巳

8
8

21
22

29

巳〇じ

0センサ

八83已⑴

^111
(^120^

-フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
車輪空転有無 
チェック

2

3

6

〇X

0センサ電源 
チェッフ

0^
0センサ出力，6问0ハ 
ーネス断線チェック

01¢

(3センサ単品 
機能チェック

0^

各コネクタの接触 
不良チェック

01¢

已〇リ交換

N0
システムは正常

N0 (3センサ電源系 
ハーネス，コネクタ修理

N0 ¢3センサ出力，ハーネス， 
コネクタ修理

4
¢3センサ出カハーネス N0
の短絡チェック 6センサ出カハーネス修理

5
(3センサ出カハーネス N0
の十8短絡チエック 0センサ出カハーネス修理

N0
(3センサ交換

N0
コネクタ修理

4-82



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード56

1車輪空転有無チ:!： -車両をリフトアップした伏態での4輪空転、フリーロ- 行った時
ック ラー走行等を行わなかったか？ メモリークリア後再

発しなければ

基準値：行っていない。

ノ しし^ 1 ノ、V I 〇'

システムは正常

2. 0センサ電源チェ 
ック

⑴
⑵
⑶
⑷

センターコンソールボックスをはずす。

0センサをボディからはずす。

10する。
0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.3 (十）一N0.1㈠

N0の時
0センサ電源系ハ- 
ネス、コネクタ修理

3. 0センサ出力、
¢N0ハーネス断 
細チ1ック

(1) 10キーを〇ド孖とする。
(2) 玨011コネクタ只128を五01；からはずす。
⑶兄01；コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.22 — N0.39

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

4. 6センサ出カハー 
ネスの短絡

(1) 0センサコネクタを0センサからはずす0
(2) 丑(：1；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を

N0の時
0センサ出カハーネ

ナエック 測定する。

只128 N0.22 — ¢N0

ス修理

基準値：11V！ 0以上

I~1 1|2|3|4|5|6 11718191101211311411511611711811912012111221231241251 26127128
0 0 1 1 291301 31 132133134 135136137138139140141丨421431441451461471481 49 1 50 1 51 1 52 53 54 1 55 I
〇 乙 1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード56

5. 0センサ出カハー 
ネスの十8短絡チ
エック

，丑011コネクタとボディの間の電圧を測定する。

只128 N0.22 (十）一（^0 (-）

N0の時
0センサ出カハーネ 
ス修理

基準値：10共〇ソ

6. (3センサ単品機能 
チェック

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇卩卩とする。
0センサコネクタを〇センサにはめる。
E^Vコネクタ尺128を已(：11にはめる。
10〇1^にする。
0センサコネクタ卩113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十）——N0.3 (―)

基準値：0センサ

水平状態 : 2,3±0,2ソ 
一90°傾けた状態: 0.7±0.2 V 
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ

水平方向— 
+ 90°

N0の時 
0センサ交換

7.各コネクタの接触 -全てのコネクタを結合し、0センサ、五〇リ、ハーネス中継 N0の時
不良チエック 点の各コネクタの接触不良をチヱックする。 コネクタ修理

(5128^

1乙2』314 [5] 6 117181911011111211311411511611711811912012111 22123124) 25 I 26 | 27128
129 150 131132 133「3411351 范37138139向41『42|树441 向46向48「49150』5〇 52「53*154「55 |
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不具合現象に基づく点検

5.不具合現象に基づく点検 (八日5警告灯不灯の場合の点検)

八33警告灯が点灯しないときの不具合には、液圧系統、異音、振動等、通常ブレーキと同様な現象がある。こ 

のため、不具合が八33機構にあるのか他にあるのか、まず（八38システム動作点検により）調べ、不具合が八63 

以外にある場合、不具合現象診断項目一覧表または一般的ブレーキ不具合現象および推定原因一覧表と照し合わ 

せて点検の優先順位を決定し、系統別、部門別に順次点検する。

注意

，不具合現象が再現しているにもかかわらず、自己診断で異常が検出されない理由として、自己診断の異常 

検出範囲外で不具合が発生している場合と、自己診断系統以外で不具合が発生している場合と考えられる。 

-同時に系、丑〇マ丁系の協調制御不良の場合もある。丑〇又丁のトラブルシューティングも 

参照すること）

(1)点検のステップ

不具合車両入庫

問 診

自己診断の実施

現象確認 
(問診通り不具合発生)

基本点検

八巳3システム動作点検 
(八85シーケンス制御）

不具合現象に基づく点検 

-不具合現象診断項目一覧表

，一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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不具合現象に基づく点検

(2)八已5システムの動作点検（シーケンス制御モード）によるステップ

く参考〉

-減圧開始順が異なる場合はハーネスの結合、または液圧配管に誤りがある。

ハーネスの誤結線、ブレーキパイプの誤配管、損傷をまず点検する 

シーケンス制御モードで順番が正規となっているか確認する 

，初期値の制動力の引きずり左右差が大きい（公差以上）の場合はブレーキを点検する。
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⑥減圧及び加圧時制動力の変動幅が基準にあるか 

点検する。

また、点検後ペダルストロークの剛性感の変化 

がないことも確認する。

台上制動力基準値

初期値 減圧値 加圧時

前輪 150吆 60故以下 150竑以上

後輪 1001 60故以下 1001^以上

参考〉

減圧値とはブレーキをかけない伏態でのころがり抵 

値を示す。

ペダルストローク基準値

ペダルストローク 

(111171)

踏力 八33付

50竑 85以下

10故 55以下

注〉

踏力501^でのストローク値はライン管理値を示す。

(3)八85システムの動作点検手順

注意

-八33警告灯点灯伏態では八33システム動作点検は 

できない。フヱイルセーフが作動し、通常ブレー 

キのままである。

-ブレーキテスタを作動させる時は、車止めなど適 

切なとび出し防止の処置をすること。

①前輪または後輪をブレーキテスタにセットす 

る。

②ハンドブレーキを解除し、ニュートラル位置で 

ブレーキテスタを作動させる。

③インパネ下のチヱックコネクタ（2極）端子を両 

方ともボディアースする。

④ ニュートラル位置でエンジン始動し、ブレーキ 

ペダルを踏み込んで制動力を初期値に合わせる。

⑤ ブレーキテスタにより八丑3のシステム動作パ 

ターンを点検する0

正常時の八83システム動作パターン

左冃リ輪（後輪は右）より作動を始め、減 
圧—保持—加圧のノ《ターンを各輪一回だ 

け

不具合現象に基づく点検

基準値

V

抗

V
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不具合現象に基づく点検

(4)八8 5シーケンス制御
—チヱックコネクタにより起動する場合—
1. 起動方法

I -1.準備作業
(1) チェックコネクタ（2極）の端子，2 (〇し端子）をアース（(^^0)に接続する。
(2) 10キーを〇]^にする。
(3) スタートコード（コード11)のみが出力されることを確認する。

(トラブルコードを記憶している場合は、対応する故障箇所を修理する。）
(4) 10キーを〇ドドにする。

I -2.起動方法
(1) チニックコネクタ（2極）の端子. 2 (〇乙端子)、1(〇冗端子）をアース（(^^))に接続する0
(2) 10キーをにする。
(3) 八丑3警告灯消灯後、0,5秒以内にストップランプスイッチを〇ドド（ブレーキペダルを踏み込んでいない 

伏態）から〇N (ペダルを踏み込んだ伏態）として、〇Nのまま保持する。

2. 制御仕様
0-1.制御開始条件

(下記の全ての条件を満足したとき、制御開始とする。）
(1) 全車輪速度が4匕!!/ヒ以下。
(2) 〇ビ、〇乙端子共、10キーを〇1^とした時点から、常にアース（(^^0)に接続されている。
(3) 10キーを〇Nとしたとき、ストップランプスイッチは〇ドド（ブレーキペダルを踏み込んでいない伏態) 

である。

II - 2.駆動開始条件
(下記の全ての条件を満足したとき、駆動開始とする。）

(1) 全車輪速度が101^1/11以下。
(2) 10キー〇1^直後の八88警告灯（点灯時間1.5秒）消灯から0.5秒以内にストップランプスイッチが〇N 

となった。

II - 3.制御終了条件
(下記のいずれかの条件が成立したとき、制御終了とする。）

(1) 少なくとも1つの車輪速度が101011/卜以上となった。
(2) 〇仄端子が0X0より開放された。
(3) 〇乙端子が0X0より開放された。
(4) シーケンス制御終了。

,(5) キーを〇1^としてから八33警告灯消灯までの間に、ストップランプスイッチが〇1^ (ブレーキペダル
を踏み込んでいる状態）となった。

(6) 10キー〇N直後の八83警告灯（点灯時間1.5秒）消灯から0.5秒経過してもストップランプスイッチが
〇1^とならない。

(7) シーケンス制御起動後にストップランプスイッチを〇ド卩（ブレーキペダルを踏み込んでいない伏態) 
とした。

(8) 故障検出。 ，

注）2— 3で、（8)を除く各条件によりシーケンス制御が終了した場合、通常モード復帰となる。
シーケンス制御終了時、トラブルコードはメモリしない。
(8)の条件で制御を終了した場合は、故障内容に対応するトラブルコードをメモリし、システム遮断とする。
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不具合現象に基づく点検

(5)八8 8シーケンス制御パターン

下記パターンにて、ソレノイドバルブ、ポンプモータを駆動する

全車輪速度 

0^-0し端子

I (3キー

八8 3警告灯

ストップランプ3^ 

八丁 #八8 3

「し減圧バルブ 

ドし増圧バルブ

「卩減圧バルブ 

ド8増圧バルブ 

ド^減圧バルブ 

卩闩増圧バルブ 

闩し減圧バルブ 

卩し增圧バルブ 

ポンプモータ

〇 卩ド
1

ソ1713乂 く 41¢…/卜 ソ1713父 く 10^171/(1

し〇评

〇ドド

〇卩ド

1 .53 1.55 ^十1.。5屮〗，,45-.十 0.6$

し丨〇㈠丁

〇. 5$以内

〇卩ド 〇㈧

㈠丨（3円

0.4$

〇ドド 〇り
1.05

今

〇ドド

0.4$

〇ドド
—

ハ 「 「〇ド汗

〇ドド

’1.0$

〇ドド

〇ドド

〇ドド 〇问

〇ド下

マスターシリンダ圧

ドしホイールシリンダ圧

「卩ホイールシリソダ圧

闩8ホイールシリンダ‘圧

闩しホイールシリンダ圧

4-89



不具合現象に基づく点検

(6)不具合現象診断項目一覧表

11/1； ス マ キ
ヤ

ノぐ 〇 ノ、 パ エ ブ
レ

ア
ク
ス
ル

ア
ラ
イ
メ

ぺ ま
だ
ら
路

か
ま
ぼザ

サ
ス
ぺ
ン

夕 誤
配
管\ 原因個所

ピ
1
ド、

ス ン イ ア ダ
ル
の

ノ

イ
マ モ マ

夕
シ

リ
ハ0

ツ 1 ド、
ブ

ピ
ン

)
混

)
キ

\ ク
ネ
ヅI

1
夕

ヴ
ン
卜

セ
ン
サ

リ
ン
ダ

ピ
ス

ド、 夕 レ
I

キ

グ 入 倍
力
装̂

藝嶠

&
ホ
イ

ン
卜

遊
び

齒
面

シ
3

ン

ヤ 誤
配
線\ 卜

ノズ
ル
ブ

フ
ヅ

シ

卜
ン

置
&
チ

1
ル

の
ガ
夕
ま
た
は
へ
夕
リ

‘ \
エ
ヅ

ク
パ
ル
ブ

不具 合状況 \

ノ

制動時 
性が悪

の方向安定
右または左に曲がる (〇) @ @ (〇) (〇) @ @

い
スピンする (〇) @

制動距離長い @ (〇)

ロックする (〇)

ブレー キ効き不良
引きずる (〇) (〇) (〇) (〇)

垂〇 “、、 一一， 1 丨、、1チ、^へタルストロ ークか長い

車両の異常なピッチングが 

ある
(〇)

茶1

制動力不安定、片効き (〇) @ @ (〇)

振動、： 
-急フ
-滑り 

(路面

ペダルの振動が大きい @

異音発生 
，、、レーキ時) 

易い
1走行時)

只/1；の作動音が大きい

車体前部から音が発生 @ (〇) @ (〇) (〇)

車体後部から音が発生 (〇) (〇)

※減衰力の低下による
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パッドの硬化、劣化 
パッドの摩耗
サポート取付ボルトのゆるみ 
リヤホイールべアリングのゆるみ 
ロータの異物付着

(11)フェード（高温、水)

(1) パッド、口一夕に汕付着
(2) ロー タ振れ
(3) ロータの摩耗、または土砂などによる損傷
(4) パッドの当り不良、表面の変質、材質の違いおよび摩耗
(5) タイヤ空気圧不均衡
(6) ホイールアライメントの不良
(7) サポート取付ボルトのゆるみ
(8) リヤホイールベアリングのゆるみ
(9) 油圧系の不具合
(10) ハンドブレーキの片効き

パッド交換.シムにグリス塗布
パッド交換
締付け
正規の締付け 
ロータ清掃、交換

遊び調整 
洗浄、交換 
交換
修正または調整 
交換.
修正または交換 
調整または交換

(1) ペダルの遊び不十分
(2) マスタシリンダの戻り不良
(3) 油圧配管系のつまり
(4) バンドブレーキの戻り不良または調整不良
(5) リターンスプリングのへたりまたは折損
(6) ディスクキャリパの作動不良
(7) リヤホイールベアリングの調整不良

油漏れ修理、清掃または交換
修正または交換
研磨修正または交換
研磨修正または交換
空気圧調整
アライメント調整
増締め
正規締付けまたは交換 
シリンダ交換、パイプ、ホース交換 
リヤブレーキ、ケーブルの点検および調整、交換、 
シュークリアランス調整
放置冷却、走行中に緩ブレーキをかけて乾燥させる。

5.ブレーキ騒音（キー、グー音)

4.ブレーキの戻り不良、引きずり

(1) 油圧機構への空気圧侵入
(2) マスタシリンダプッシュロッドの遊び大
(3) 油圧機構の油漏れ

(4)パッドの当り不良、摩耗

エア抜き
調整
修理、交換
^ピストンシール、ピストンブーツ、パイプ、 
、ホース、マスタシリンダビストンキット 
修理または交換

3 ,ペダルストローク過大

2.制動力不安定、片効き

(1)油圧機構の油漏れ

(2) 油圧機構への空気侵入
(3) パッド摩耗および表面の変質、水、油の付着
(4) マスタシリンダ、ディスクキャリパおよびバキ 

ュー厶ブースタ、チヱックバルブの作動不良

修理、交換
'ピストンシール、ピストンブーツ、パイづヽ 
ホース、マスタシリンダピストンキット 

エア抜き
交換または研磨、清掃 
修理または交換

1.制動力不足

6 ,ブレーキ騒音（シュー、シャー音）

(1) パッドの摩耗
(2) パッドの取付不良 ‘
(3) ロータのゆるみ、振れ

パツド交換、シムにグリス塗布 
パッドの交換、修正 
締付け、または交換

7.ブレーキ騒音（カチッ音）

パッドとサボートの摩耗によるクリアランス大 交換

不具合現象に基づく点検

(7)一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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セレクトモニタを使用した場合の点検 トラブルシューティングのステ ツ

6.セレクトモニタを使用した場合の点検国トラブルシ.ユーティングのステップ1

%

不具合車両入庫

問 診

基本点検

トラブルコード読み出し トラブルコード読出不 
可の場合の点検実施

01¢
N0

トフブルコード記録
八巳3警告灯の常時点灯、有、無 
(現在，過去）の確認

トラブル-)ード有 I~I スタートコードのみ表示
(トラブルコード無) 有

トラブルコードに
基づく点検実施

スタートコードのみ表 
示の場合の点検実施

不具合現象に基づく 
点検実施

修 理

ひ
トラブルコードの 

メモリクリア

確認テス

ひ
トラブルコード読み出し

トラブルコード有
スタートコードのみ表示（トラブルコード無)

終 了
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

国セレクトモニタの機能

運転席インパネ下のセレクトモニタ接続コネクタに[を接続すると、丑011内で処理されている各種データ 

およびスイッチ〇N，〇ド卩信号が確認できる。

また、特定コードを入力すると、現在の故障および過去の故障のトラブルコードを出力する。

33^[で次の内容の項目を測定すると、電子制御系の故障診断に活用できる。

スバルセレクトモニタ操作手順

，操作手順

(1)セレクトモニタ接続コネクタに331^を接続する。

⑵10キー3界を〇Xにした後、モニタの電源をにする。

(3)〆キーで下記の画面にする。

(/〇
丫已3 : 0 〇丁呢阳：/

⑷0キーを押すと初期画面ぼ〇〇を参照）になる。

(5)モードを設定する0

(1)スクロールキーによる方法

ド〇〇
11"

1讎鑛馨讎

个キー

1！
「01

1キー1！馨藤1 11 :蠢霧9

ド〇〇

(11)ファンクションコードを指定する方法

例えば卩80を起動する場合、ド、8、〇、キーの順にキーインする。
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタの機能

2.機能一覧

N0. 機 能

1 只0^1 10、アナログデータ表示

2 〇^/〇戸卩データ表示

3 トラプルコード表不

4 故障時の状態情報（アナログ、〇^/〇ドドデータ表示）

2— 1.尺〇以[10、アナログデータ表示

ファンクションコード
測定項目 モニタ内容

スク
ロール 表示例

コード 略称

卩〇〇
只〇⑽
I 〇

丑011識別 它〇!；の!^〇⑽10番号を読み取り、仕様と 
通信可能状態を表示する。

可
1996 ⑽〇)
八83 4肌）八丁

卩01
ド只車輪速 
(111116/11)

ド只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。

可
卩尺 び01)

30 111116/11

¥02
ドし車輪速 
(111116ノ11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。

口』
ド乙 (¥02)

0 01116/11

ド03
車輪速 

(111116/11)
只只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。 可

欣 $03)
55 111116/11

卩04
車輪速 

、111116/れ）
见車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/ヒで表示する。 可

只し ⑽4)
100 111116/匕

ド05
車輪速 

(1^111/11)
ド只車輪速センサが検出している車輪速を 
ヒ11/11で表示する。 可

ド尺 （ド05)
30 ㈣/ヒ

卩06
ド乙車輪速 
(1^111/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^111/11で表示する。 口』

卩し び06)
0 1^/11

¥07
%車輪速 
(1^11/11)

車輪速センサが検出している車輪速を 

わ111/11で表示する。
可

(¥07) 
55 1^11/11

孖08
1車輪速
0^111/11)

只乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^11/11で表示する。 可

おし ぼ08)
100 1^/11

卩09
ストップランプ3界 

モニタ電圧〈V〉
ストッブランプ8界のモニタ電圧を表示す 
る。

可
81^3 び09)

5.00 V

卩10 6-3丑肥
アナログ0センサ

出力電圧（^)
アナログ0センサが検出している加速度を 
電圧で表示する。

可
6-哪（ド10)

2.30 V
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 — 2.データ表示

ファンクシ ョンコ-ド ユロ “ ぐ上1 卞古 广"I

コード 略称
測定項目 七ニタ 卜』谷

61 ストップランプ3界 31(^ (ブレ-キペダル踏み込み）時し丑〇1点灯

バルブリレー信号 バルブリレー〇卩卩時 乙丑02点灯

顯 モータリレー信号 モータリレー〇N時 乙瓦03点灯

八丁 八下八88信号 八乜6制御り！守 L^L)^房、幻
八

八83警告灯 警告灯点灯時 し五06点灯

0
バルブリレーモニタ バルブリレー〇卩ド時 し五07点灯

画 モータリレーモニタ モータリレー〇N時 し瓦08点灯

八只〇; ^(1^010 N8¢ 了0 ^占打しXVI ししバ11口づ XI--0 〇巾,』1與1丄\|り、丨 〇狀/〇

スク
ロール

表示例

可 31 VI？通入丁 -

し已〇

1^0

6

し已〇

2

1^0

7

し丑〇

3
し已〇

8

し£0

し已!)

9

し丑〇

5
し已〇

10

2 — 3.トラフルコード表不

ファンクシ ョンコ-ド
測定項目 モニタ内容

スク
表示例

コード 略称 ロール

故障履歴表不 過去に発生した故障に対応するトラフルコードを 可 卜肫…22(^1)
最大3つ、発生順に表示する。 ド仄33猶

卩81 0-訓
0.1110
〇-〇し〇

0 .NE\V:最新故障のコード
0-^10：1つ前に発牛した故障のコード 
〇，〇乙〇 : 2つ前に発生した故障のコード

くメモリ十現在故障のトラブルコードの読取り〉

(1) 33が接続
(2) ファンクシヨンキーでモード指定

回圆田I丁1と押す。
(3) トラブルコードの表示確認

-トラブルコード1つの場合

〇入日西32 屮81)
ド民 八ソソ八1^

#トラブルコードが複数の場合

32㈣）
卩闩.

+

0.^10 22缶81)
3〇「丁

※故障発生時に、丑〇1；電源電圧が低下する等の原因によりトラブルコードが正しく メモリできなかった場合、コードの信頼性 
が無いことが表示される0 (下記のような画面を表示する〇)
なお、トラブルコード表示中に故障検出し、システム遮断した場合、トラブルコードをメモリするまでの間も、下記のような 
画面が約5秒間表示される。

表示例

22？㈣) 
「化33 3〇「丁 コードの右に？マークが表示される。
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 — 4.故障時の状態情報（アナログデータ、0X70ドドデータ表示) 

2 ― 4— 1,アナログデータ

ファンクシ ョンコ-卜'
測 ^ XI 0 モニタ 内‘% スク 志モ仿||

コード 略称
1只リ て只 口 XX ロール

卩丑1
ド只車輪速 
(111116/11)

卩只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/ヒで表示する。 可

30
㈣ 

111116ル

尸丑2
ドし車輪速 
(111116/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を
可

ド乙
0

邮2)
111丄丄じ/11し衣ノ』、ヲの〇 1111丄6/0

孖叼3
%車輪速 即車輪速センサが検出している車輪速を 服 邮3)
VI11116^11) 111116/11で表示する。 可

55 01116/11

肺4)
01116/11

孖已4
車輪速

V111116^11)
见車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/卜で表示する。 可

虬
100

孖芯5
車輪速

^ ^ V ド尺車輪速センサが検出している車輪速を
可

㈣
(坆 111/11ノ 1011/11で表不する。 一

30 心/11

卩丑6
ド乙車輪速
(ヒ11/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^11/11で表示する。 可

0
卿)

1^111/11

ド圮7
車輪速 

細/11)
服車輪速センサが検出している車輪速を 
^111/11で表示する。 可

55
⑽7) 
1^11/11

ド丑8
尺車輪速 
(1011/11)

见車輪速センサが検出している車輪速を 
1011/11で表示する。 可

虬
100

肺8)
1^11/11

卩丑13 珏011電源電圧（乂） 丑〇1；電源電圧を表示する。 可
？0^ ぼ813) 

12. 00 V

孖圮14 0挪3
アナログ0センサ

出力電圧（マ）
アナログ0センサが検出している加速度を 
電圧に換算して表示する。

可
6ぶ卿丑14)

2. 30 V

※故障発生時に、60；電源電圧が低下する等の原因により伏態情報が正しく メモリできなかった場合、データ 

の信頼性が無いことが表示される。（下記のような画面を表示する。）

なお、状態情報表示中に故障検出し、システム遮断した場合、伏態情報データをメモリするまでの間も、下 

記のような画面が約5秒間表示される。

表示例

測定部位の右に？マークが表ボされる。？肝5)
30 ⑹/卜 (？ぢ1〜尸丑14の場合）
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 —4 — 2.〇N/〇FFデータ

ファンクションコード
測定項目 モ 二 夕 内容 スク

1彳
コード 略称

〆 「』
ロール

匪 モータリレーモニタ モータリレー0N時 乙远〇1点灯

31 ストップランプ3界 8^.0^ (ブレーキペダル踏み込み）時乙圮0 2点灯

八丁 八丁信号 3制御〇N時 乙丑1)3点灯

丘

0^1 〇〇]^信号 八8 8制御01^時 乙ぢ04点灯

可八〇 八33制御 八8 3制御〇時 し幵0 5卢灯 疆31 八丁（:]VI八〇

15

乂 1 ^ 画"』1从ド丄，"-1―/ ^ /、、、ハ』 4

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

※故障発生時に、ぢ011電源電圧が低下する等の原因により伏態情報が正しく メモリできなかった場合、データ 

の信頼性が無いことが表示される。（下記のような画面を表示する。）

なお、状態情報表示中に故障検出し、システム遮断した場合、伏態情報データをメモリするまでの間も、下 

記のような画面が約5秒間表示される。

表示例

モニタ部位の下に？マークが表示される0 
(卩615の場合）

關 81 八丁 0^ 八〇
？？ ？？ ？？ ？？ ？？

※故障時の伏態情報データは、故障が発生しトラブルコードがメモリされると共に、初めて意味のあるデータ 

が書き込まれる0トラブルコードメモリが無い状態では、下記の初期値が表示される。

# ド61〜4 :15901116/11

-ド迟5〜8 : 255ヒ11/11

-卩ぢ13 :16.84V
^ ド丑14 : 5.00V
，ドぢ15 : 81、八〇が1^0点灯

八丁、[が1^0消灯

これらのデータは、トラブルコードメモリクリアと共に初期化される。
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタによる点検

国セレクトモニタによる点検

コード 診断内容 主な故障原因 ページ

トラフルコード読み出し小口 I 531\1通信エラー 4-100

11 八83警告灯常時点灯 単独の場合は正常コード 4-104

21,23 スピードセンサ系異常 スピードセンサ、断線、入力過大
4-106

25,27 ぼ尺、ドレ肌见） ハーネス、コネクタ異常

22,24

26,28

スピードセンサ信号系異常 
(卩只、卩し、只只、兄し）

スピードセンサ入力信号異常（短絡、 

ノイズ変調)、ハーネス、コネクタ異常
4-110

29
4輪いすれかの 
スピードセンサ信号系異常

4輪いずれかのスピードセンサ、入力信号異 

常、トーンホイール異常、タイヤ空転
4-116

3133、ノ丄，、ノ、ノ

35,37
増圧バルブ系異常 丑/!；異常、ハーネス、コネクタ異常 4-118

32,34
減圧バルブ系異常 丑/!;異常、ハーネス、コネクタ異常 4-124

36,38

41 丑〇1；異常 已〇1！異常 4-130

42 圮011電源電圧低下 丑01；電源電圧低下 4-132

44

協調制御系異常（非制御中検出）
協調制御異常

4-134

協調制御系異常（制御中検出）
八33、601；—[が、丑01)、

協調制御異常
4-136

46

〇センサ電源電圧系異常

(電源電圧過大）
0センサ電源電圧過大 4-140

〇センサ電源電圧系異常

(電源電圧低下）
0センサ電源電圧低下 4-142

51

バルブリレー系異常 バルブリレー異常、

ハーネス、コネクタ異常
4-144

バルブリレー〇1^固着 バルブリレー〇]^固着、
ハーネス、コネクタ異常

4-156
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタの機能

コード 診断内容 キな故瞳厣闵 ページ^11^职呼/尔四 、 ノ

モータリレー系断線
モータリレー断線 

ハーネス、コネクタ異常
4-160

52 モータリレー固着
モータリレー固着 

ハーネス、コネクタ異常
4-168

モータ〇ドド減哀不良
そータ〇ドト、減衰不良
ハーネス、コネクタ異常

4-174

54 ストップランブスイッチ系異常
ストップランプスイッチ異常 
ハーネス、コネクタ異常 4-178

〇センサ出力、断線/短絡
0センサ出力断線/短絡

ハーネス、コネクタ異常
4-180

56

〇センサ出力、十丑短絡
0センサ出力十：6短絡、ハーネス異常

4-184

0センサ出力、N11検出異常
0センサ出力N1!検出継続、
ハーネス、コネクタ異常

4-186

〇センサ出力、固着
6センサ出力固着検出

4-188
ハー不ス、コ不クタ異常
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，セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可

トラブルコード読み出し不可
〔闩卩〇闩3 (1)

八1-丁

8八丁丁

14

10. 3\^

(^128^

2 -
00^/1

3 -

1=(巳
8闩

00 8
8 28

£01)

^フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1
巳〇リコネクタ 
結合チェック

| 0^

2 オルタネータ機能
ァエック

+ 0^

3
ノゞツテリ ー5而+
ナIック

| 01¢

4
£011電源電圧 
チェック

| 01¢

5
E(:リ、アース 
ナエック

| 〇く

6
セレクトモニタ通 
信線チエック

| 01¢

7
セレクトモニタ
断線チIック

| 01¢

8 各コネクタの接触
イ^良ナエック

日⑶交換

N0 巳〇リにコネクタをはめ、クラン 
プをカチッとロックするまで押 
し込む

N0

N0

N0

N0

N0 セレクトモニタ通信線、& 
コネクタ修理

N0

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可

1,日〇リコネクタ結 參尺011コネクタと丑011との結合をチヱックする。
合チェック

N0の時
E^\]にコネクタをは

基準値：日〇リコネクタはクランプがカチッと
ロックされるまで已〇リにはめ込まれ 
ている

め、クランプをカチッ 
とロックするまで押 
し込む。

クランプ

0 〇

〇 〇

2.オルタネータ機能
チェッフ

(1) エンジンスタート。
(2) アイドリング伏態とする0
⑶オルタネータ3端子とボディの間の電圧を測 

定する。

オルタネータ6端子（十）一(— )

N0の時
オルタネータ修理

基準値：10〜15ソ

3, ノ''ツテリ—端子チ
エック

(1) 1¢}キーを〇ドドとする。
(2) バッテリー十、—極端子の締付確認。

N0の時 
端子締め付け

基準値：締付に緩みは無い。
第

4. £011電源電圧チ
エック

(1) 丑011コネクタ只128を瓦〇じからはずす。
(2) エンジンスタート。
(3) アイドリング伏/態とする。
(4) 五01；コネクタと只128とボディ（0^0)の間の電圧を 

測定する。

只128 N0.1(十）一（^0 (—）

N0の時
電源系ハーネス、コネ
クタ修理

基準値：10〜15ソ

1 12 13 14 15 16 1171819110111112 13114115116117118119120121 | 22 | 23 24 | 25 | 26 27 | 28
29 30 13132133 134135 36 3713813914 0 4142143144 45 46 471481 49 | 50 | 51 I 52 I 53 I 54 | 55 I
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード読み出し不可

5,已〇リアースチェ (1)16キーを〇ドドとする。 N0の時
ック (2)五01；コネクタ8128を丑01；からはずす。 アースハーネス、コネ

(3)已011コネクタ尺128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を クタ修理
測定する。

尺128 N0.28 — 0^0
N0.29 —⑽〇

基準値：0.50以下

6.セレクトモニタ通 
信線チIック（共 
通ライン）

セレクトモニタを操作し、他のシステム氓1^朽、五〇ゾ丁 
等）との通信が正常に行われているか確認する。

基準値：セレクトモニタ画面に各システムの
名称、年式（[^丫）等が表示される。

N0の時
セレクトモニタ通信 

線、ゐコネクタ修理

7.セレクトモニタ断 
線チ：!：ック 
(八的、已01)入出

-五011コネクタ尺128とセレクトモニタコネクタ1^5の間の
抵抗を測定する。

N6の時
ハーネス、コネクタ修
理

カライン） 只128 X0.18— 只5 N0.3
只1280.46 ~只5 N0.2

基準値=0.50以下

8.各コネクタの接触 
不良チエック

全てのコネクタを結合した後丑011、セレクトモニタ、 
ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチXックす 
る。

N0の時 
コネクタ修理

¢§5

〔4 3 2 1^1
9 8 7 6 5

セレクトモニタコネクタ

112 3 14 15 16 1171819110111112113114 1511611711811912012111 22 1 23 1 24 1 25 1 26丨27 28
[291 ： 0 1 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 4014… 21431441451461471481 49 I 50 | 51 | 52 I 53 1 54 55 1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可
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セレクトモニタニヨル点検——スタートコード11
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セレクトモニタによる点検ースタートコード”

10キーを〇ドドとする。 N0の時
E^^]コネクタ只128を五〇1；からはずす。 ハーネス修理
リレーボックスコネクタ8134と八ヨ3參6を分離する。
10 とする。

基準値：八83警告灯消灯のまま

1,ハーネス0^10短 
絡チヱック

2.リレーボックス 
(31\10短絡チェッ 
ク

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ8134と八33，6を結合する。 
バルブリレーをはずす。
9/11コネクタ八85，1と八33，2を分離する。
10〇1^とする。

N0の時
リレーボックス交換

3.各コネクタの接触 參全てのコネクタを結合した後、601；、リレーボックス、 N0の時
不良チエック ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチュックす コネクタ修理

る。

バルブリレー

モータリレー

N711

㈠/リ廻りのコネクタ詳細
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

ラブルコード 21, 23ースピードセンサ系異常 
25, 27 (断線又は入力過大）

0，氺3氺匕氺（ド81) 
〇氺.83㈠八闩〇

0

匚
^叫

匚

匚

V

¢12)

(5122)

⑩(30

14

3 :故障発生順（呢…、N10、〇し0)
6：トラブルコード（21、23、25、27) 
。:故障部位(ド闪、ドし阳、闩し)

(^)
8…

州20
—广

V
2
1

——1=---------------
1

-— 8
〇 し

1
^125) 10

し）

八巳3巳⑶

\〇13^)

% 量11通
(^13^)

2 -----F---------------------------------^「 /—
1—！----------------------------------

^\2222)

^126

〇

巳

し

巳
巳

10

11

13
12

日011

息
參フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 33^によるスピード N0
1 センサ出カチェック

八へ

2 センサの取付チXック
N0 センサ、トーンホイールの 

調整、交換
〇く

3 各コネクタの接触不良 
十I Vり

N0
コネクタ修理

八
01¢

已〇リ交換

4 スピードセンサの導通 
ナエッタ —

N¢3
スピードセンサ交換

01¢

5 スピードセンサの
+ 8矢ナエック

N0

01¢

6
ハーネス、コネクタの N0

導通チIック
スピードセンサと已〇り間の 
ハーネス、コネクタ修理

7 ハーネスの十8短絡
N(3 1

( ァエック

8 センサの取付チェック
N0 センサ、卜ーンホイールの 

調整、交換
01¢

9 各コネクタの接触不良
テエック

N0
コネクタ修理

01¢
已(:リ交換
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セレクトモニタ点検 トラブ'ノレコード21, 23. 25, 27

, 351^1によるスピー 
ドセンサの出カチ
エック

アナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力を読み 
取る。

基準値：直進状態で加速、減速をしたとき、該

当車輪の速度表示がスピードメータ 

の表示値に追従して変化する。

N6の時
八

1〇に

2.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する
(2) センサギャップを点検する。

卩.只：〇. 5〜1.1111111
(3) ハブの振れを点検する0

N0の時
センサ、卜ーンホイー

ルの調整、交換

”〇に

3.各コネクタの接触 .£01；、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良 N0の時
不良チエック をチヱックする。 コネクタ修理

|〇に

交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

4.スピードセンサの 
導通チIック

(1) 10を〇卩尸とする。
(2) スピードセンサのコネクタを分離する0
(3) センサコネクタの抵抗値を測定する0

コード21
コード23 
コード25 
コード27

卩只センサ 
ドしセンサ 
只尺センサ 

センサ

N0.1
N0.1
N0.1
N0,1

N0.2
N0.2
N0.2
N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

〇X

5.スピードセンサの 
+巳短絡チIック

(1)瓦011コネクタ尺128を五〇じからはずす。
⑵センサコネクタとボディ（0X0)の間の電圧を測定す

る。

コード21 卩只センサ N0.1 (十） 一⑽〇㈠
コード23 ド乙センサ N0.1 (十） —(-)
コード25 只只センサ N0.1 ⑴ —(-)
コード27 只しセンサ N0.1 (十） 一⑽〇 (―)

N0の時 
スピー1、、、センサ交換

〇に

6.ハーネス、コネク 
夕の導通チェック

(1) 10を〇卩卩とする。
(2) スピードセンサコネクタを結合する0
⑶ぢ(：1！コネクタ：^128の端子間の抵抗値を測定する。

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
只128 
只128

只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11 — N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
スピードセンサと 
尺01；の間のハーネス、 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード21, 23, 25, 27

ハーネスの十8短 
絡チIック

⑴ 它〇リコネクタとボディ 
る。

(0X0)の間の電圧を測定す

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
只128 
8128 
只128

N0.15
N0.35
N0.11
N0.13

(十）—(-)
(十）一⑽〇㈠
⑴一⑽〇 (-)
(十）一⑽〇㈠

N0の時
スピードセンサと 
ぢ01！の間のハーネス
修理

01¢

8.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する
(2) センサギャップを点検する0

ド.只：〇. 5〜1.1111111
(3) ハブの振れを点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー
ルの調整、交換

〇X

9.各コネクタの接触 着全てのコネクタを結合した後ぢ011、センサ、ハーネス中 N0の時
不良チェック 継点の各コネクタの接触不良をチXックする。 コネクタ修理

スピードセンサ 
本体側コネクタ

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 71819110111112 13114115116117 18 1912012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26丨27丨28
| 29 | 30 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 0141142143144|^ 5^ 61471481 49 | 50 | 5152 | 53 | 54 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード22, 24, 26, 28

9？ 2^ラブルコードな，ぢスピードセンサ信号系異常 ^ 3 ^匕氺（卩81)
〇氺.38 3〇「丁

闩，山

故障発生順（呢^/、…〇、〇し〇) 
トラブルコード（22、24、26、28) 

故陣部位チ円、ドし8闩、闩〇

£011

#フロ ーチャートに従い点検する0

問診により下記に該当する使用状態か？
①脱輪②ラッセリング③長時間の旋回 
④リフトアップ⑤その他車輪スリップ@ 
の状態

N0

し；

八83巳⑶

(注)

N0

メモリクリア後（注）を説明して継続使用を 
ユーザに御願いして戴く

^^^125)

(注）：スピードセンサでは偶数番号のトラブルコードは検出条件として車輪

速度差が一定時間継続した場合、その車輪を異常と判断する様にプロ
グラ厶が設定してあるため下記の様な走り方によってはこの条件に一 
致し聱告灯を点灯させることもある。
-圧雪路、悪路でのラッセリングによる駆動輪を空転させながらの長 

時間走行。
-ループ橋、立体駐車場等に於ける飛ばした状態による長時間旋回走 

行。
-サイドブレーキをかけたままでの長時間走行。
-異常に低いタイヤ空気圧での走行。
^ 6 ^ 〇.
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セレクトモニタによる点検. トラブルコード22, 24, 26, 28

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

1, 331^1によるス 
ピードセンサの出 
カチIック

アナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力を読み 
取る。

基準値：直進状態で加速、減速をしたとき、該

当車輪の速度表示及び各々の車輪速 
度がスピードメータの表示値に追従 

して変化する。

N0の時
8 (次頁参照)

2 ,各コネクタの接触 
不良チエック

參丑⑶、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良 
をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

3. ノイズ混入源の確 
認

(1)自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？
⑵ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 

していないか？

N6の時
不良個所の適正化、修 
理

4.シールドアースの 
チェック

ハーネス中継コネクタとボディ

測定する。
((^^0)の間の抵抗値を

コード22 只126 N0. 4 —-⑽〇
コード24 卩111 N0.10-
コード26 只126 N0. 3 --⑽〇
コード28 只126 N0. 2—-⑽〇

N0の時
シールドと0X0の間 
のハーネス修理

7 6 5 1 1 4 3 2 1
16 15 14 13 12 11 10 9 8
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

5.スピードセンサの 
取付点検

その1

⑴トーンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサの取付緩みの有無を確認する。
(3) センサギャップを点検する。

N0の時
センサ、卜ーンホイー

ルの調整、清掃、交換

〇X

6.スピードセンサの

取付点検
その2

(1) センサポールピース、トーンホイールの汚れ、異物の

有無を点検する。
(2) センサポールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ 

ズの有無を点検する。
⑶ハブの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、丑01；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する。
(コネクタを丑011に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

このとき、出力波形が歪みの無い正弦波伏であれば7、8、 
9、10の点検は省略して良い。
なお、からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇卩ドとしておく。

コード22
コード24
コード26 
コード28

尺128 
尺128 
尺128 
只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
センサ、卜ーンホイー
ルの調整、清掃、交換

0^

スピードセンサの
導通チェック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) スピードセンサのコネクタを分離する0
(3) センサコネクタの抵抗値を測定する。

コード22

コード24
コード26 
コード28

ド尺センサ 
ドしセンサ 
只只センサ 
只しセンサ

N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

スピードセンサ 
本体側コネクタ (2^28)

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117118|19 20 211122 23 124 1 25126127128
| 29丨30 | 31 | 32 | 33 1 34 13513613713813邮 0141142143144145146|^ 7卜 8| 49『50 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 I
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード22, 24, 26, 28

8.スピードセンサの
0 0短絡チェッ

參センサコネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す 
る。

N0の時
スピードセンサ交換

ク
コード22 卩只センサ N0.1 —0X0
コード24 孖しセンサ N0.1 —0X0
コード26 取センサ N0.1——0^0
コード28 センサ0.1―

基準値：1^/10以上

「〇に

9.ハーネスの短絡チ
エック

(1) スピードセンサのコネクタを結合する。
(2) 五011コネクタ只128を五011からはずす。
⑶五011コネクタ則28の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
スピードセンサと 
ぢ〇リの間のハーネス

修理
コード22 8128 N0.15 — N0.14
コード24 只128 N0.35 — N0.10
コード26 8128 N0.11— N0.38
コード28 只128 N0.13 — N0.12

基準値：0,8—1.21¢。

「〇に

1〇.ハーネスの01\10
矢3絡チIック

嫌圮(31；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
定する。

コード22 8128 N0.15—⑽〇

N0の時
スピードセンサと 
五01；の間のハーネス

修理
コード24 只128 N0.35—
コード26 只128 X0.11 —0X0
コード28 N28 1^0.13—0^0

基準値：1^/10以上

[〇^

11.£011のアースチ

Iック
(1) 丑011コネクタ8128を丑01；からはずす。
(2) 丑011コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.28 — 0X0
只128 1^0.29—01^0

N0の時

アースハーネス、コネ
クタ修理

基準値….50以下
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セレクトモニタによる点検 トラブ，ルコード22, 24, 26, 28

12.各コネクタの接 
触不良

全てのコネクタを結合後、丑〇；、センサ、ハーネス中継点 
の各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

各〇に

13. ノイズ混入源の 
確認

(1) 自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？
(2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 

していないか？

N0の時
不良個所の適正化、修 
理

01¢

14.シールドアースの -ハーネス中継コネクタとボディ (0X0)の間の抵抗値を N0の時
チ：！: ック 測定する。 シールドと0^1)の間

のハーネス修理
コ--ド22 N0 ^1 しし

-ド24 卩111 N0.10
VXL、上ノ

―⑽〇
コ，-ド、26 8126 N0. 3 ―⑽〇
3 --ド、28 只126 N0. 2 ―⑽〇

基準値：0.50以下

(5126)

3 2 1 7 6 5 1 1 4 3 2 1
6 5 4 1 16 15 14 13 12 11 10 9 8

11 じ

スピードセンサ 
本体側コネクタ

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 1819110111112113114115116 171181191201211 22 123 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129130131 |32 33134 35 36 3738 391401川42 43“ 41451461471481 49 50 | 51 | 52 | 53 54 | 55 I
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード29

トラブルコード29 4輪いずれかの 
スピードセンサ信号系異常

0.氺3ホ29 (印1)
巳間日民33 3〇尸丁

3 :故障発生順(呢西、甽〇、〇し〇)

I 0

匚
^闩㈠

~^

¢128)

14
巳…

II
巳し㈠

(^12) (5？^)

民阳

(^12^)

匚
民し㈠

(^131)

八巳3巳(:じ

厂

し
^8^25)

叶

(^)

V'/
〇

V
し

XV
巳

し

巳
巳

15
14

10

11

13
12

日011

息

，つ口ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。
伯

| N0

N0
2

タイヤの仕様、
摩耗、空気圧確認 タイヤの調整、交換

3 スピードセンサの N0 センサ、トーンホイールの
取付点検その1 調整交換

4
スピードセソサの N0

取付点検その2
| 〇く

日。リ交換

センサ、トーンホイールの 
調整、清掃、交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード29

1,タイヤ空転有無の 
確認

，ジャッキアップ、リフトアップ状態、フル転舵旋回、脱輪 
等で1分以上タイヤを空転させなかったか？

¥£5の時 
システムは正常

2.タイヤの仕様、磨 (1)タイヤの仕様は正しいか？ N0の時
耗、空気圧確認 (2)タイヤは異常磨耗していないか？ タイヤの調整、交換

(3)タイヤの空気圧は正しいか？

3.スピードセンサの 
取付点検

その1

(1) I—ンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサの取付緩みの有無を確認する。
(3) センサギャップを点検する0

N0の時
センサ、卜ーンホイー 

ルの調整、交換

4.スピードセンサの 
取付点検

その2

(1)センサホールピース、卜ーンホイールの汚れ、異物の
有無を点検する。

⑵センサポールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換
ズの有無を点検する。

⑶ハブの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること
ができる。
オシロスコープを用いて、已(：1；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する0
(コネクタを玨011に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

なお、五(：1；からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇ドドとしておく。

ド只車輪 只128 N0.15 —-N0.14
ド乙車輪 只128 N0.35 —-N0.10
%車輪 尺128 N0.11——N0.38
见車輪 尺128 N0.13 —-N0.12

E 0 11交換

1 1213141516 117 8 | 9 |10|11|12|13|14|15|16|17|18|19|20|21| | 22 | 23 | 24 | 25 26丨27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 33 | 34 )35 36137138139140 41142143 44 451461471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55



セレクトモニタによる点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

トラブルコード雪1，ぎ増圧バルブ系異常 0 # ^ 3 ^ ^ (卩81)

£011

㉚雙㉚
37

2

7

5
33
54
26
53
25
6

28
29

し〇

し…

巳

し闩
丫

7

2

4

し〇
0
闩し
…0
㈣

0
0西

5
8

円/り

八巳3.

85

86
87
873

87
86

85

3 :故障発生順⑽西、N10,〇し〇)
6：トラブルコード(31、33、35、37)
〇：故障部位屮円、「し、阳、闩し）

(^2^)
以丫
顧 8八丁丁

8八丁丁

¢05.0^^ (^85-2)

(^124^

4

2
6

(^8)

\

\

\

X

(265^8)

㈠/リコネクタ

(§128)

12 | 3 | 4 | 5 | 6 || 7|8|9 |10|11112113114115116117118119120121丨| 22 23 24 | 25 | 26 27 | 28
129 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135 36137138139 4014142 43144145146147481 49 1 50 51 1 52 53 1 54 1 55 厂
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セレクトモニタによる点検------ トラブルコード31, 33, 35, 37

奉 フローチャートに従りヽ次頁以降の要領で点検する
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

1,故障発生時の状態 
情報チェック

^ 33以のファンクションド615を起動し、
故障発生時の八83作動有無をチェックする。

N0の時 
八へ

条件故障発生時八63非作動（し日05消灯）

2.故障発生時の状況
テエック

問診または再現テストにより、故障発生時の状況をチェ 
ック'9る。

条件問診、再現テストによっても状況が不

日月0-----------------------------------------------------
故障が発生するのはエンジンスタート
直後の発進時である。-----------------------
故障が発生するのはエンジンスタート 
直後の発進時ではない。----------------------

8 へ

へ

3 へ

3.㈠/じの導通チェ 
ック

⑴
⑵

⑶

10キーを〇ドドとする。
只/1；コネクタ人38，1と人83，2、只124と八83，8を 
分離する。

コネクタ八83，8と八83，2の間の抵抗値を測定
する。

3 — ド31 八83,8 N0.4--八8シ2 N0.1
卞 -13 — 卜33 八88，8 N0.1 一八88擊2 N0.1

3 — ド、35 八丑シ8 N0.2 -—八丑シ2 N0.1
コー ド、37 八33，8 N0.3—一八38，2 N0.1

基準値： 8,5±0,7〇

N0の時
11/1；交換

4.円/じの01\10短絡
ナエック

11/1；コネクタ入83,8とボディ（6X0)の間の抵抗値を 
測定する。

コー ド31 八83 〃 8 N0.4--〇肋
ゴー ド、33 八丑シ8 N0,1-—⑽〇
コー ド、35 八8シ8 N0.2 --⑽〇
コー ド、37 八88。8 N0.3 -一⑶〇

基準値：1^0以上

N0の時 
8/1；交換

(^6？8) (^6？2)

コネクタ
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セレクトモニタによる点検——トラブル]—ド31, 33, 35, 37

5.ハーネスの01^10 
短絡チIック

(1)E^\]コネクタ只128を已(：11からはずす。 N0の時
⑵丑(：11コネクタ只128とボディ（0^0)の間の抵抗値を 只/リとぢ〇リの間の

測定する。

コー ド31 8128 N0.54--⑽〇
ゴー ド、33 只128 N0. 5 —-⑽〇
コー ド、35 8128 N0. 6 —-⑽〇
コー ド、37 只128 N0.53 —―⑽〇

ーネス修理

基準値：以上

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)11/1)コネクタ八83，1と八83蠢2、8124と八88，8を
結合する。

⑵圮011コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

コード31 只128 "N1ハご/1 901\0#〇4 1^10^0
コード33 只128 N0. 5 —-N0.28
コード35 8128 N0. 6 N0.28
コード37 8128 N0.53 —- N0.28

基準値： 9,0±0,70

N0の時
只/1；と丑(：11の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合後幵/!!、丑(：1；の各コネクタの接 N0の時
不良チIック 触不良をチヱックする。 コネクタ修理

112 13 14 15 16 1 71819110111 12113114115 16 17 18 191201211 22 123 24 | 25 | 26 27 | 28
29 | 30 | 31 | 32 | 33丨34 1353637 3812 9140 41142^ 3卜 4卜 5^ 6 471481 49150 51 | 52 53 I 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

8.ド/じの屮8短絡
チエッジ

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇卩卩とする。
只/!；のコネクタ八83拿1と八33，2、只124と八83，8 
を分離する。
已011コネクタ只128を丑011からはずす。
9/11コネクタ八83,8とボディ（0^0)の間の電圧を
測定する。

コード31 N0.4 (十） 一⑽〇 (-)
コード33 八83鲁8 N0.1(十）

— ^ ^ V —(^10 (-)
コード35
コード37

八8シ8
八8シ8

N0.2 (十） 
N0.3 (十）

一⑽〇 (―) 
—(3^0 (―)

N0の時 
11/11交換

0^

9.ハーネスの十巳短 
絡チエック

(1)10キーを〇ド卩とする。
⑵芭01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

コード31 
コード33 
コード35 
コード37

只128 
只128 
只128 
只128

N0.54 
N0. 5 
N0. 6 
N0.53

⑴一⑽〇㈠ 
(十）一⑶〇 (-)
(屮）—(―)
(十）― 01^0 (一）

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

N0の時
幵/1；と丑011の間の 
ハーネス修理

〇に

日〇リ交換

N711コネクタ

(^128^

2て3 | 4 I 5 [61| 7 |1| 9110111112113114115116117118^ 912012111 22123 | 24 ) 25「26 ) 27 | 28
"[29] 30 [31132 〇33 I 34 1.61^13811114015142(^44(^)46〔47|45149 | 50 [51] 52 [53] 54〔55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

日5

—1
10.日/リの導通チェ 

ック
只/11の導通チェックと同様の点検を行う N0の時

11/1；交換

0^

11.㈠/リの⑽〇短絡
チ:！：ック

只/じの0X0短絡チェックと同様の点検を行う。 N0の時 
只/1；交換

01¢

12.㈠/リの十日短絡 
チェック

9/11の十8短絡チェックと同様の点検を行う。 N0の時
11/11交換

〇に

13.ハーネスの十8短 
絡チIック

ーネスの十3短絡チニックと同様の点検を行う N0の時
只/1；と五(：1；の間の 
ハーネス修理

〇に

14.ハーネスの（3问0 
短絡チIック

(1)10 
(2) |5

キーを〇ド尸とする。
ハーネスの6X0短絡チヱックと同様の点検を行う。

N0の時
只/リと五01；の間の 
ハーネス修理

101¢

15.ハーネスの導通チ
エック

6 ハ，ーネスの導通チェックと同様の点検を行う0 N0の時
11/1；と丑(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修
理

|〇ド

16.各コネクタの接触
不良チエック

全てのコネクタを結合後！!/1；、五(：1；の各コネクタの接触 
不良をチエックする。

N(3の時 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

4 -124



セレクトモニタによる点検------- トラブルコード32, 34, 36, 38

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する

故障発生時の状態情報チェック
N0

八へ

丫日3

2 故障発生時の状況チェック

3

I 発進時ではなし

発進時

㈠/リの導通チ：！:ック

〇に

4 ㈠/リの〇问〇短;袼チェック

01¢

5 ハーネスの01^10短絡チェック

01¢

6 ハーネスの導通チェック

01¢

8 ㈠/じの十8短絡チ:!:ック

〇に

9 ハーネスの十日短絡チェック

巳
〇に

已〇リ交換

10 ㈠/リの導通チェック

( 01¢

11 ㈠/リの〇问〇短絡チIック

〇に

12 ㈠/リの士 8矢3絡チヱック

01¢

13 ハーネスの牛8短絡チェック

01¢

14 ハーネスの01^10短絡チエック

状況が不明

N0

巳へ

N0

N(3

N0

N0

N0

N0

N0

N0

N0

N0

㈠/リ交換

㈠/じと圧〇リ間のハーネス修理

7 各コネクタの接触不良チェック
N0

1

01¢
| 伽八 日011交換

㈠/じと日(:リ間のハーネス、 コネクタ修理

"1太々々修王里

㈠/リ交換

じと日(:リ間のハーネス修理

㈠/リ交換

㈠ノリと^(:リ間のハーネス修理

| 01¢

15 ハネスの導通チェック
N0

ド/じと已〇リ間のハーネス、 コネクタ修理

| 01¢

16 各コネクタの接触不良チェック
N0

コネクタ修理

01¢
巳(:リ交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコ—ド32, 34, 36, 38

故障発生時の状態 
情報チIック

，381V[のファンクション卩圮15を起動し、
故障発生時の八83作動有無をチュックする

N0の時
八

3.円/りの導通チェ 
ック

⑴
⑵

⑶

16キーを〇ドドとする。
幵/1；コネクタ八丑3❶1と八83 
分離する。
11/1；コネクタ八33，8と八83 
する。

2、8124と八肪. 8を

2の間の抵抗値を測定

コ--ド、32 八33參8 N0.8
N0.5

一八83看2 N0.1
3--卜34 八33像8 —八63，2 N0.1
3-ィ36 N0.6 一八丑8，2 N0.1
ゴー-ド、38 八8シ8 N0.7 一八83,2 N0.1

基準値： 4.3土(). 50

N0の時
11/1；交換

-11/1；コネクタ八33，8とボディ（01^0)の間の抵抗値を 
測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

八3シ8 
八8シ8 

8

N0.8 —⑽〇 
N0.5 —⑽〇 
N0.6 —
N0.7 —⑶〇

基準値：1^/10以上

N0の時
11/11交換

(^6？8) ¢6$!)

% V

円/りコネクタ
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セレクトモニタによる点検 トラブ.ルコード32, 34, 36, 38

5.ハーネスの（31^0 
短絡チIック

(1) 叼〇リコネクタ8128を珏(：1；からはずす。
(2) 丑〇リコネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

只128 
只128 
^128 
8128

N0.26 —⑽〇 
N0.33 —
N0.34 —⑽〇 
N0.25 —⑽〇

N0の時
幵/リと迟01；の間の 
ハーネス修理

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)11/1；コネクタ八33拳1と參2、8124と八33參8を
結合する。

⑵只01；コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

8128 
只128 
只128 
只128

N0.26 — N0.28 
N0,33 — N0.28 
N0.34 — N0,28 
N0.25 — N0.28

N0の時
11/11と丑01；の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合後11/11、瓦〇1；の各コネクタの接 N0の時
不良チェッフ 触不良をチェックする。 コネクタ修理

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 1311411511611711811912012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 I 31 | 32 33 | 34 135 36137138139^ 0 4142143144 45146 47 48| 49 I 50 1 5152 53 1 54 I 551
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

八

8.日/リの十8短絡
1 ナエック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 11/11のコネクタ八33參1と八88參2、只124と八3シ8 

を分離する。
(3) 五011コネクタ只128を五01；からはずす。
(4) 只/リコネクタ八33,8とボディ（0X0)の間の電圧を 

測定する。

N0の時 
幵/11交換

コード32 八33〇8 N0.8 (十）一⑽〇 (-）
コード34 八8シ8 N0.5⑴一⑽〇 (-)
コード36 八丑シ8 N0.6 (十）一 0^0 (-） 
コ-ド38 八83❼8 N0.7 (十）一 0^0 (-）

基準値：1(3〇问/〇ドド共〇ソ

丄〇X

9.ハーネスの十8短 
絡チIック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 迟011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測

N0の時
11/1；と远01；の間の

定する。 ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 (屮）一（^0 (-）
コード34 只128 N0.33 (十）一 0^0 (—）
コード36 只128 N0.34⑴一⑽〇 (-）
コード38 只128 N0.25 (十）一(—）

基準値：10 〇问/〇卩ド共〇ソ

I 01¢

日〇リ交換 (^8)

%
1

4 3 2 1
8 7 6 5

円/りコネクタ

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7|8 9 |10|11|12|13|14|15|16|17|18 19120121 |22 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 35136137 3813914014142 43 441451^1 61471481 49 I 50 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ'ノレコード32, 34, 36, 38

8

10.日/11の導通チェ 
ック

3 11/1；の導通チXックと同様の点検を行う。 N0の時
11/1；交換

1

11.㈠/じの⑽〇短絡 
チェッフ

4 只/リの0X0短絡チXックと同様の点検を行う。 N0の時
8/11交換

I

12.㈠/〇の十日短絡 
チェック

8 11/11の十3短絡チュックと同様の点検を行う。 N0の時 
幵/1；交換

〇X

13.ハーネスの十巳短 
絡チェッフ

ーネスの十8短絡チエックと同様の点検を行う N(3の時
丑/リと五011の間の 
ハーネス修理

〇に

14.ハーネスの〇问〇 (1)10キーを〇ドドとする。 N6の時
短絡チェック (2) 5 ハーネスの0^0短絡チヱックと同様の点検を行う。 只/!；と已〇；の間の 

ハーネス修理

〇に

15.ハーネスの導通チ
エック

ーネスの導通チニックと同様の点検を行う。 N0の時
只/リと辽(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修
理

1

16.各コネクタの接触
不良チ:！:ック

全てのコネクタを結合後11/1；、ぢ(：1；の各コネクタの接触 
不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード41

I トラブルコード41巳(:リ異常 ^ 0.氺3氺41 『巳1)

日〇じ

3 :故陣発生順（NEV/、 隱、0し0)

ド8- 1
N0.4 バ^ パ^ ¢128)

八し丁

8八丁丁

9

10. 3…

(20
14

8西

8

1|2|3|4|5 6 1171819110111 12113114115116117 18119120 211122 123 124 125126127128
| 29 | 30 | 31 | 32 | 2 3 | 34 13513613713812 914014114214314414 514614714 8| 49 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

8

1

28
29

E 011

息

筆フロ ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

ド/^

八已3,圧⑶

1 了ー スのチェック

101¢

2 各コネクタの接触
个良チヱッワ

1 01¢

3 ノイズ混入源の 
確認

| 〇に

日〇リ交換

N0 アースハーネス、

コネクタ修理

N0
コネクタ丨彦理

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード41

1,アースのチェック (1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) 五01！コネクタ尺128を丑011からはずす。

N0の時
アースハーネス、

(3)丑01；コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

只128 N0.28 — 0^0
N0.29 — 0^0

コネクタ修理

基準値：0.50以下

2.各コネクタの接触 #全てのコネクタを結合後、電源系（イグニッション、バッ N0の時
不良チエック テリ）、丑011、ハーネス中継コネクタの接触不良をチヱッ コネクタ修理

クする。

3. ノイズ混入源の確 (1)自動車電話、無線機等の取付は適正か？ N6の時
認 (2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 不良個所の適正化、修

していないか？ 理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード42

ラブルコード42 電源電圧低下 0 - ^ 
し〇仏

私3氺42 (ド巳1)
！ソ〇しTA(3E

3 :故障発生順N10、〇し〇)

ヒユース 
ド巳一1 
N0.4

8八丁丁

10. 3^7

(^128^

八1 丁 屋 一… ^ — 1 メ1 4
巳…

巳

(^2^)

1 12 13 14 15 16 11718 9110111112113 14115116117118119120 2122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13512 6137138139140 4 1142143144145 46147ド 8149 50 15152153154155

8 28

£01]

息

#フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード42

オルタネータ機能
ナエック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。
アイドリング伏態にする。 
オルタネータ丑端子とホディ 
定する。

(0X0)の間の電圧を測

オルタネータ3端子（十）一 0X0 (—）

N0の時
オルタネータ修理

2.バッテリー端子 (1)10キーを〇ド尸とする。 N0の時
チェック (2)バッテリー十、—端子のハーネス締付を確認する。 ハーネス締付

3.日(:リ入力電源
ナエック

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只128を丑011からはずす。
エンジンスタート。
へッドライト、エアコン、リヤデフオガ等の負荷を〇N 
にする。
丑011コネクタ只128とボディ（(^10)の間の電圧を測 
定する。

只128 N0.1(十）一⑽〇 (—）

N0の時 
電源ハーネス、 
コネクタ修理

4.日〇じアースの 

ナIック
(1) 10キーを〇尸卩とする。
(2) 丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.28 —-⑽〇
N0.29-

基準値=0.50以下

N0の時
アースハーネス、

コネクタ修理

5.各コネクタの接触 
不良チェッフ

全てのコネクタを結合した後只〇!；、ハーネス中継コネク 

夕の接触不良をチヱックする0
N0の時
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード44
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード44

ハーネスの〇问〇
短絡チIック

2.已，1已〇リ出力 
電圧の点検

3.ハーネスの断線 
チェック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇ドドとする。
21^？1丑011コネクタ、尺16、尺18をぢ1\^1丑011からは
ずす。
五(:マ丁車は已(:7丁丑(：1；コネクタド48、ド84をはずす。 
八33五〇リコネクタ只128を兄011からはずす。
八33丑01；コネクタ只128及びブレーキランプ3…コネ 
クタド10 〇^丁車のみ）とボディ（0X0)の間の抵抗値 
を測定する。

只128

卩10

IV！0.17—ボディ 
N0.45 —ボディ 
N0.4—ボディ⑽丁車のみ)

基準値 :11^10以上

—-—

N0の時
協調制御系 
修理

ーネス

(1)£№1丑011コネクタ、只16、只18を圮(：1；にはめ 
る。

⑵£01；コネクタ只18の端子とボディ間の電圧を測 
定する。

^18 N0.31(十）ーボディ（一）

N0の時

〇仄

五刪E^\]
電源回路修理

£№1 E^^] 
点検、交換

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵仙3五(：11コネクタ只128とボディ（(^10)の間の電圧

を測定する。

8128 N0.45 (4-)—ホディ（―）

基準値：丨〇〇问で10— 13ソ

N0の時
協調制御系ハーネス、 
コネクタ修理

全てのコネクタを結合した後、八35丑011、丑011 
ハーネス中継コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

门 1 1 ^ 1 [-] 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

(^128^

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7|8|9|10 11112113114115116117丨18丨〗9120121丨| 22 1 23 | 24 I 25 I 26 1 27 1 28
1 29 I 30 1 31 I 32 1 33 1 34 13513613712 81391401411421431441451461471481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード44

3 :故障発生順(呢ガ、…0、〇し〇)

6 丫

ストップランプ3…

⑻ソ丁)

3
2
4

8八丁丁

31

㈧丁)

(^)

し

08 令

由 ストップランプ

门 一1 1~^ ^一~| 厂 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

~〇~^

，ダ::り:

八83 E⑶

已關圧⑴

(^±)
门

28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

(^128^

已，I 
已0じ

1 | 2 | 3 | 4 | 516 | 71819110111112113 1411511611711811912012111 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 I 30 | 31 | 32 I 33 I 34 13513613713813914014 1142143144145 46 471481 49 1 50 I 51 1 52 1 53 1 54 55

トラブルコード44 協調制御系異常
(制御中検出)

0，氺3氺44 (ド81)
00^ 〇FEN

3
じ

8 
〇

八
巳

4 -136



セレクトモニタによる点検——トラブルコード44

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

2八

ハーネスの十巳短絡
ナエック

〔(^丁 車

N0
協調制御系ハーネス修理

01¢

V丁車

28 ハーネス断線チIック
N0 協調制御関係 

コネクタ修理
01¢

38 ストップランプ3西系 
断線チIック

N0 ストップランプ3…単品
ナエック

0^ N0

ハーネス修理 ストップラン 
プ3…交換

か

6(:ソ丁 [〇リ電圧点検
N0 已〇ソ丁已(:リ電源 

ナIック
01¢ 〇X N0

E^VT日〇じ 
点検交換

已〇ソ丁日〇1) 
電源回路修理

3八 ハネス断線チIック
N0

ハーネス修理

01¢

4 各コネクタの接触不良 N0
コネクタ修理チェック

〇X

已〇リ交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード44

1,ハーネスの十8 
短絡チ:！：ック

(1)五(:VI E^^]コネクタ全てを各々の丑01！からは
ずす。

⑵八83丑011コネクタ8128を圮011からはずす。
⑶八83远011コネクタ只128とボディ（0^0)の間の電圧

を測定する。

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

只128 N0.17 (十）ーボディ（一)
N0.45 (十）ーボディ（一)

基準値：16共〇ソ

2-八.已(:ソ丁 E^^}
出力電圧の点検 
(已(:ソ丁車）

(1)1¢}キーを〇ドドとする。
⑵丑〇マ丁 £01；コネクタド48、卩84を丑〇ゾ丁 E^\]にはめ 

る。
⑶丑(3マ丁丑011コネクタド48の端子とボディ間の電圧を 

測定する。

N6の時
丑〇マ丁五〇リ電源 
チェック

匕丑(:VI 
点検、交換

卩48 N0.7 (十）ーボディ（一)

基準値：16〇问で10— 13ソ

丑〇ゾ丁已(：1；トラブル、
シューティング参照ノ

^—^E^VT £011
電源回路修理

⑴10キーを〇ドドとする。 N6の時
(2) 已011コネクタを已011にはめる0 ハーネス修理
(3) 八33迟〇11コネクタ只128及び瓦〇ゾ丁兄(：1；コネクタ 

ド84とボディ（0X0)の間の電圧を測定する0

只128 N0.17 (十）ーボディ（一）
卩84 N0.33 (十）ーボディ（-）

基準値：丨〇〇问で10— 13ソ

4.各コネクタの接触 

不良チIック

拳全てのコネクタを結合した後、八88丑〇11、£№1丑011、
丑(:ゾ丁丑01；ハーネス中継コネクタ、ジョイントコネクタ 
の接触不良をチヱックする。

N0の時 

コネクタ修理

3-八.ハーネス断線 
チェック 
⑻ソ丁車）
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10キーを〇ドドとする。
丑011コネクタを五011にはめる。 

ストップランプ3界コネクタ卩10とボディ（0X0)の 
間の電圧を測定する。

2-日.ハーネス断線 
ナエック
㈤丁車）

ぞ10 N0. 4 (十）ーボディ（一)

基準偃：：丨(3〇问で10 —13ソ

セレクトモニタによる点検ートラブルコード44

3-巳.ストップランプ 
5\^系断線チェッ 
ク⑽丁車）

(1)1¢}キー〇1^後八83已011コネクタ尺128とボデ 
(0X0)間の電圧を測定する。

8128 0.17—ボディ

4.各コネクタの接触 

不良チェッフ
全てのコネクタを結合した後、八83一——

基準値：ブレーキペダル〇问で10—13 V

N(3の時
協調制御系コネクタ 
修理

N0の時

〇冗

N0

ハー不ス

修理

ストップラン 
プ8界交換

丑011、£№1丑011、 
ジョイントコネクタ

⑯

10 9 8 7 6 5 4 3 1 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

E^VT丑011ハーネス中継コネクタ、 
の接触不良をチェックする。

门 」 \ 口
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

@)

ストツブランプ3% 
単品チュック

1121314 15 1611 7 18 19 |10)11[12113114115)16|17(181191201211122 | 23 | 24125 I 26 I 27128
I 29130 | 31132 | 33 | 34
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

トラブルコード46, (3センサ電源電圧系異常
(電源電圧過大)

0，氺3氺46 (「81)
03卩〇西已闩〇VE闩

0 :故障発生順(呢西、…0、0し0)

¢03)

2
3

(3センサ本体

12
11

14

已

巳
8

21
22
39

28

E 0じ

12 I 3 | 4 ) 5 I 6 7181911011刺13114115 16117118 19 201211122 1 23 124 1 25126127128
1 29 | 30 ( 31 | 32 | 33 | 2 4 13513613713813914014114214 3144145ド 6卜 71481 49 | 50 5152 53 | 54 55 |

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0
ハーネスの十8 N0

1 短絡チェック
6センサと日〇リの間の 
ハーネス修理

01¢
E0リ交換

0センサ

八已3日⑶
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10キーを〇尸卩とする。
センターコンソールボックスを外す。
0センサコネクタを〇センサからはずす。
E^Vコネクタ只128を丑(：11からはずす。
五017コネクタ尺128とボディ（0^0)の間の電圧を測 
定する。

N6の時
0センサと丑01；の間 
のハーネス修理

1,ハーネスの十8
短絡チIック

只128 N0.21(十）—ホデイ（一） 
N0.39 (十）ーボディ（一）

基準値：10共〇ソ

セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

1 
2 
3 
4 
5
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

ラブルコード46 (3センサ電源電圧系異常
(電源電圧低下)

0,氺3氺46 沪已1) 
(33 F0VVEF^ し〇西

3 :故障発生順（呢西、い10、〇し〇)

〇センサ本体

12
11
4
14

^128：

112 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117118119120121II 22 | 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
12912 0 1 31 | 32 | 33 I 34 13513613713813914 0 411421431441451461471481 49 | 50 1 51 | 52 1 53 1 54 1 55 1

，フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

10キーを〇ドドとする。
センターコンソールボックスをはずす。

0センサコネクタを0センサからはずす。
6センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時 
〇センサ交換

1,0センサ単品短絡 
チェック

0センサ本体 N0.1—N0.3

基準値：50±8に〇

2. 0センサ単品〇问〇 
短絡チIック

〇センサ本体とブラケットの間の抵抗値を測定する。

0センサ本体 N0.3 —フラケット

基準値：0以上

N0の時 
0センサ交換

3.ハーネスの線間 
短絡チIック

(1)丑011コネクタ8128を丑(：1；からはずす。
⑵五011コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

^128 N0.39—N0.21

N0の時
0センサと丑011の間 
のハーネス修理

4.ハーネスの〇问〇 
短絡チ：！：ック

丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
定する。

只128 N0.21
N0.39

ボデ
ボデ

N0の時
0センサと五(：1；の間 
のハーネス修理

(3センサ本体

112 13 14 15 16 11718 911011 112113114115116117118119 2012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129730 I 31 I 32 I 33 | 3413513 6137138 39140141142143144145 46|^ 71481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 54 | 55

1
2 
3 
4
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

トラブルコード51 バルブリレー系異常
0參氺3氺51 
V，闩巳し八丫

㈣）

摩ぃ臀蛉
37

2

7
19

5
33
54
26
53
25

34
28
29

巳
巳

し〇

し…

巳

し闩
V

し0
0
8し
^0
顧
し0
0^
湖

4

6
8

85

86

873

87

3 :故障発生順(呢西、N10、〇し〇)

(02^)
…丫

巳八丁丁

85 ！ ---------------------  2
〇じ (^124)』

(^6？2)

5
4
8
3
7
2
6

(^6？8)

¢¢0-

\

8八丁丁

\

86
30 879 87

85

バルブリレー本体

(^123)

翁

(^8)

N711コネクタ

86
87 870 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

(^68^)
-0

(〇)

1|2|3|4|5|6 171819 10111112 13 14115116 17 18 19 20 211122 123 24 125 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 2 4 13513612 7138139 0卜 11421431^ 斗 5卜 6卜 7卜 8| 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

フローチャートに従い、それ以降の要領で点検する
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード51

故障発生時の状態 
情報チエック

[のファンクシヨンド珏15を起動し、

故障発生時の八83作動有無をチュックする
N0の時
八

2.バルブリレー単体 
チェック（コイル)

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす。
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する0

バルブリレー本体 N0.85 — N0.86

N0の時
バルブリレー交換

3.バルブリレー単体 
チェック（接点）

⑴バルブリレーコイル（端子N0.85 (-） 
に直流12 Vを印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

N0.86⑴）

バルブリレー本体 N0.30 — N0.87 
N0.30 — N0.87 &

基準値：く12ソ印加時〉

N0.30- N0.87 : 0.50以下
N0.30— N0.87 0 : 1^ 0以上

く12ソ非印加時〉
N0.30- N0.87 : 1^ 0以上
N0.30- N0.873 : 0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

4.バルブリレー単体 
チェック（絶縁）

ノ ベ'ルブリレーの端子間の抵抗値を測定する。

バ、ルブリレー本体 N0.85—N0.30

N0.85 — N0.87

基準値：1^/10以上

N0の時
バルブリレー交換

86
30 873 87

85

バルブリレー本体
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

5.バルブ電源供給 
電圧チェック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八83 —4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ尺123とボディ（(^^0)の間の 

電圧を測定する。

^123 N0.1(士）一(—）

N0の時
電源系ハーネス、 
コネクタ修理 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）チェック

基準値：10 —13ソ（+8端子をはめた状態で）

6,リレーボックス (1)リレーボックスコネクタ只123と八33參4を結合する0 N0の時
電源供給系断線ふ (2)バルブリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電 リレーボックス交換
0 N10短絡チェッ 圧を測定する。 バルブ電源ヒューズ
ク (20八）チェック

ノベルフリレー

ボ、、ノクス端罕腳⑴—㈣㈠

基準値：10 —13ソ以上

リレーボックス接 
点系断線チェック

(1) 11/11コネクタ八83奢1と八33鲁2を分離する。
(2) 11/1；コネクタ八3シ1とバルブリレーボックス端子間 

の抵抗値を測定する。

八8シ1 N0.1
バルブリレー

ボックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

86
87 873 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

リレー巳〇乂コネクタ
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8,リレーボックス接 
点系(31^10短絡チ
Iック

-E^Vコネクタ八33，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

入3シ1 N0.1―⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チニック 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

基準値：0以上

9.リレーボックス接 
点系ダイオードチ
エック

(1) リレーボックスコネクタ只134と八53套6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ八83,6とバルブリレーボック

ス端子の間の抵抗値を測定する。
⑽0.30に十を印加する。）

N0の時
リレーボックス交換

バルフリレー
ギム丄山二 N0.30 ―八83，6 N0.3
ホックス緬子

基準値：0以上

1〇.リレーボックス (1)珏01；コネクタ只128を已〇じからはずす。 N0の時
アース系十8短絡 (2)リレーボックスコネクタ433.6とボディ（(3X0)の間 リレーボックス交換
チェック の電圧を測定する。 ゐバルブ電源ヒュー

ズ（20八）チヱック
八乜3,6 N0.4 (十)― 01^0 (一) モータ電源ヒューズ

(30八）チヱック

基準値：丨〇 〇问/〇ドド共〇ソ

11,リレーボックス制 
御系断線チェック

(1) 10キーを〇孖ドとする。
(2) バルブリレーをはめる。

N0の時
リレーボックス交換

(3)リレーボックスコネクタ八83,6端子間の抵抗値を測定 
する。

八3シ6 N0.2 — N0.7

基準値：103±100
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10キーを〇孖卩とする。
リレーボックスコネクタ只134と八38參6を結合する。 
E^\]コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.2 — N0.37

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理
E^\]電源ヒューズ 
(15八）チヱック

14.リレー制御系ハー 
ネス断線、短絡チ
エック

15.リレー制御系ハー 

ネス01\10短絡チ
エック

(1) リレーボックスコネクタ只134と八33,6を分離する。
(2) 丑011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.2——⑽〇

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理ゐ 
丑〇リ電源ヒューズ 
(15八）チヱック

12.リレーボックス制 
御系0^10短絡チ
エツ ク

馨リレーボックスコネクタ6とボディ（0X0)の間の
抵抗値を測定する。

八8シ6 N0.2 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 

電源ヒューズ 
(15八）チェック

13.リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

リレーボックスコネクタ端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

八8シ6 N0.2 (十）一0^0 (-）

N0の時
リレーボックス交換 
&バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チヱック 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

\
)
/ 

、

ノ̂ 
\
)

7

7
(
\ 

,
\
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16.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1) リレーボックスコネクタ只134と6を結合する。
(2) 远〇リコネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

只128 N0.2 (十）― 6 —)

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理ゐヒ 
ューズチヱック

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

17.㈠/リ増圧ソレノ 
イドバルブ断線チ 
Iック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 只/リコネクタ尺124と八33,8を分離する。 
⑶只/リソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

參8 N0.1—一八丑5鲁2 N0.1
N0.4 -—八丑シ2 N0.1
N0.3 -—八8シ2 N0.1
N0.2 -一八丑シ2 N0.1

N0の時 
8/1；交換

18.㈠/リ減圧ソレノ 
イドバルブ断線チ 
1ック

11/1；ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

八33，8 N0.5 一八88鲁2 N0.1
N0.8 一八33參2 N0.1
N0.7 一八8シ2 N0.1
N0.6 ——八丑シ2 N0.1

N0の時
9/11交換

(^6) (5128^

112 13 14 5 6 1 71819110111112113114115丨16117118119120|21丨| 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 28
| 29 |30 | 31 | 〇 211 3 134 13513613713813914014114214314445146117 48丨50了 51 152 | 53 | 54 | 55 |

(^6？8)

4 3 2 1
8 7 6 5

日/りコネクタ
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19.日/じソレノイド -11/11ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の抵抗値 N0の時
バルブ〇〜〇短絡 を测定する。 丑/1；交換公ヒューズ
チェック チェック

八8シ8 N0.1―⑽〇

基準値：1^/10以上 今-

20.バルブ制御系ハー 
ネス01\10短絡チ
エック

丑〇リコネクタ8128とボディ（01^0)の間の抵抗値を測定す 
る。

尺128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26
N0.33— ⑶〇 
N0.34 —⑽〇 
N0.53 —⑽〇 
N0.54 —⑽〇

基準値：IV 0以上

N0の時
バルフ制御系ハーネ 
ス修理

21.増圧ソレノイドバ 
ルフ制御系ハーネ 
ス断線チェック

(1) 11/11コネクタ八丑3參1、八丑3參2を結合する。
(2) 只/Vコネクタ只124、八丑3，8を結合する。
⑶五011コネクタ則28端子間の抵抗値を測定する。

尺128 N0. 5 
N0. 6

N0.28
N0.28

N0.53 — N0.28 
N0.54 — N0.28

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス、コネクタ修理
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22.減圧ソレノイドバ 
ルブ制御系ハーネ

，丘〇1)コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
バルブ制御系ハーネ

ス断線チエック バ丄必 則^)―
N0.26 — N0.28
N0.33 — N0.28
N0.34 — N0.28

ス、コネクタ修理

基準値：4,8±0,5〇

23.各コネクタの接触 會全てのコネクタを結合後、只/リ、リレーボックス、 N0の時
不良チェッヮ ぢ(：11、ハーネスの各コネクタの接触不良をチェックする。 コネクタ修理

4 3 2 1
8 7 6 5

㈠/リコネクタ

12 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110 1111211311411511611711811912012122 | 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13513613712 81391401411421431441451461471481 49 1 50 1 5152 I 53 1 54 I 55 I
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10キーを〇ド孖とする。
幵/1；コネクタ八33，1、八33擊2を分離する。
幵/リコネクタ只124、八33,8を分離する。
E^Vコネクタ只128を巴(：1；からはずす。
11/11ソレノイドバルブととボディ（0X0)の間の電

N0の時
11/11交換公ヒューズ
チヱック

24.日/11ソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
エック

圧を測定する。

八33,8 N0.1(十） 0^㈠

25.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵丑011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

只128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十）
(十）
⑴
(十)
(十)
(十)
(十)
(十）

―⑽〇 (―) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (―) 

一⑽〇㈠ 
一⑽〇㈠ 
——⑽〇 (―)

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理81ヒューズチ
ヱツク

26.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを結合後、只/じ、リレーボックス、 
芒011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする0

N0の時 
コネクタ修理

(568^8) (5^

1 12 13 14 15 16丨丨71819110111112113114115116117118 19120121 | 22 23124125126 | 27 | 28
129 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 4014114214314414514 6 471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

㈠/リコネクタ

\
)
/ 
\

—
/ 
\
)
/ 
\
)
/ 

、
^
/

1 
2 
3 
4 
5

,

^
V 

〆
\ 
7
(
\ 

/
、 
/

—^
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード51

トラブルコード51 バルブリレー〇问固着 0^3^ 51(ド81)

V，只已し八丫〇㈧

，つ口ーチャートに従い右頁の要領で点検する0

3

01¢

アースハーネスチ：！:ック

0^

01¢

101(

〇X

01¢

〇X

1
バルブリレー単体 N0

チェック（コイル）
#01¢

2 バルブリレー単体 N0

チェック（接点） バルブリレー交換

N0 アースハーネス、コネクタ 
修理

4 リレーボックス接点系 N0

十8短絡チヱック

リレーボックス交換ふバルブ 
電源ヒュース（20八）チェック 
モータ電源ヒューズ（30八）
テエツフ

5 リレーボックスアース系 N0

断線チエック リレーボックス交換

6 リレーボックス制御系 N0 リレーボックス交換み三〇リ電源
〇〜〇短絡チIック ヒューズ（15八）チェック

7 リレー制御系ハーネス N0 バルブリレー制御系ハーネス1 01\10短絡チIック 修理ふヒューズチIック

8
臼/11ソレノイドバルブ N0 1"!/じ交換&ヒューズ
+ 8短絡チ:！:ック ナIック

9
バルブ制御系ハーネス N0 バルブ制御系ハーネス修理
+8短絡チェック ふヒューズチ：！:ック

10
各コネクタの N0
接触不良チェック

す01¢

£01)交換

コネクタ修理
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1,バルブリレー単体 
チェック（コイル)

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす。
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する。

N0の時
バルブリレー交換

ベ、ルブリレー本体 N0.85 — N0.86

基準値：103±10ひ

2.バルブリレー単体 
チェック（接点）

(1)バルブリレーコイル（端子N0.85 (-）—N0.86 (十）） 
に直流12又を印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

バルブリレー本体 1^0.30—1^0.87
N0.30— N0.87 3,

基準値：く12V印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下 
N0.30-N0.873 :1 ^/10以上

く12ソ非印加時〉
N0.30-N0.87 :1㈣以上 

N0.30- N0.873 : 0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

3.アースハーネス (1)リレーボックスコネクタ尺134と八33,6を分離する。 N0の時
ナエック (2)リレーボックスコネクタ尺134とボディ（(^^0)の間の アースハーネス、

抵抗値を測定才る。 コネクタ修理

只134 N0.4 — 0X0

基準値0. 5 0以下

86
30 873 87

85

バルブリレー本体

^134^
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

4.リレーボックス (1)コネクタ八83，1と八丑8，2を分離する。 N0の時
接点系十8短絡 (2)丑01！コネクタ只128を5011からはずす。 リレーボックス交換
チェック (3)幵/!；コネクタ八那，1とボディ（0X0)の間の電圧を 公バルブ電源ヒュー

測定する。 ズ（20八）チヱック
モータ電源ヒューズ

1 N0.1⑴一⑽〇㈠ (30八）チェック

基準値：16〇〜/〇ド卩共〇ソ

5.リレーボックス 
アース系断線 
チェック

(1) 10キーを〇卩卩とする。 N0の時
(2) リレーボックスコネクタ八8シ6とリレーボックス端子 リレーボックス交換 

の間の抵抗値を測定する。

八3シ6 N0.4
バルブリレー

ボックス端子
N0.87 &

基準値：0.50以下

9

6.リレーボックス芾丨] 
御系0^10短絡チェ 
ック

(1) バルブリレーをはめる。
(2) リレーボックスコネクタ八33,6とボディ（0^0)の間 

の抵抗値を測定する0

N0の時
リレーボックス交換 

電源ヒューズ 
(15八）チニック

八13シ6 N0.7 0^0

基準値：以上

(568^8)

㈠/リコネクタ

(〇128^

112 13 14 5 6 7 |8| 9丨1011112113|14丨15丨16|17|18|191201211 22丨23 24丨25丨26 27 | 28
1 29 1 30 31 I 3 2|2 3「341351爾37|麵39|初41|初43|益[45向)47丨麵49 1"50 151152「53154「55]
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

了.リレー制御系ハー ，瓦(：1；コネクタ只128とボディ（6X0)の間の抵抗値を測 N0の時
ネス©N0短絡チ:！： 定する。 バルブリレー制御系
ック ハーネス修理ゐヒ

只128 N0.37 — 0^0 ューズチヱック

基準値：0以上

8^/11ソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
エック

(1) 9/11コネクタ尺124、八83,8を分離する。
(2) 幵/1；ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の電圧 

を測定する。

八3シ8 N0.1(屮）——⑽〇 (―)

基準値：10共〇ソ

N0の時
尺/II交換没ヒューズ 
チェック

9.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チ：！: 
ック

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 圮01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

8128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十)
(十）
(十)
⑴
⑷
(十)
(十)
(十）

⑽〇 (-) 
— 0^0 (-) 
— 0^0 (-)

⑽〇 (―)
⑽〇 (―) 

— 01^0 (-) 
—(^10 (―) 
—(^10 (—）

基準値：1(3〇问/〇卩ド共〇ソ

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理ゐヒューズチ
ニック

1〇.各コネクタの接触 

不民チヱッフ
，全てのコネクタを結合後幵/リ、リレーボックス、已01；、

ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 

コネクタ修理1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

ラブルコード52 モータリレー系断線 …氺3氺52 屮巳1) 
円巳し八丫〇旰问

3 :故障発生順(呢ッ、N10、〇し0)

37

2

7

5
33
54

53
25
6

34
28
29

し〇「

し…

巳

し
V

7

2

4

6
8

し〇
0
闩し
…0

〇
0…
㈣

巳
巳

日/じ

八83, £01)

85

86
87
873

(^88^ (^12^)

四
2

以丫
補 巳八丁丁

8八丁丁

¢8?])
85 I 2
〇1)

(^124)-
1

(^6？2)

—ぐ众85，公

5
4

3
7
2
6

\

\

\

\

86
30 87

85

86
87 30

85

86
87 873 30

85

モータリレー本体モータリレー バルブリレー本体バルブリレー
ボックス端子 ボックス端子

(^5^) (^34)

(5123^ (^65^)
0 II

(^12^)

1|2|3|4|5 6 |7 8 9110111112 13114 15 16117118 19 20 211122123124125126 27 28
| 29 | 30 31 | 32 13 3 34 12 5|2 613713813914 0 4114 2|4 314414514 6卜 7|4 8| 49 I 50 I 51 I 52 I 53 54 55 1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

3

4

13

14

15

16

17

18

1 モタリレ単体チエック（コイル）
N0

1

| 01¢

N0
2 モタリレ単体チエック（接点）

I 〇に

モータリレー単体チIック（糸色縁)
N0

モータリレー交換
01¢

モータ電源供給電圧チェック
N0

0

01¢

5 リレボックス電，原供糸口系断線、（51\10短絡チエック
| 01¢

6 リレーボックス接点系断線チエック
寺01¢

7 リレーボックス接点系0^10短絡チヱック
| 01¢

8 リレーボックスモニタ系断線チ：！:ック

N6

N0

N0

電源系ハーネス、コネクタ修理 
モータ電源ヒューズ（30八）チ：!:ック

リレーボックス交換
モータ電源ヒューズ（3〇八）チェック

リレーボックス交換

リレーボックス交換&
モータ電源ヒューズ（3〇八）チェック

N0

〇に

9 リレーボックス制御系断線チエック
| 01¢

10 リレーボックス制御系(31^)0短絡チ：]:ック

N0

リレーボックス交換

N0
リレーボックス交換ふ 
バルブ電源ヒューズ（20八）チIック

| 01¢

N0

11 リレーボックス制御系十日短絡チIック リレーボックス交換ふバルブ電源ヒューズ(20八）チIック
モータ電源ヒューズ（30八）チェック

| 01¢

N6

12 モ—夕系ハネス断線チェック モニタ系ハーネス、コネクタ修理

\ 01¢
ドの

リレー制御系ハーネス断線チェック モータリレー制御系、ハーネス、コネクタ修理
01¢

モニタ系ハーネス¢N0短絡チェック
N0

01¢

リレー制御系ハーネス十巳短絡チIック
N0

モータリレー制御系、モニタ系ハーネス修理 
&ヒューズチ：！:ック

01¢

已(:リ単体チェック（モニタ端子短絡)
N0

01¢

[〇リ単体チIック（リレー駆動端子)
N0

日(:リ交換
〇に

㈠/リ機能チエック
N0

㈠/リ交換
〇に

19 各コネクタの接触不良チェック
N0

| 01¢

已011交換

コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1¢}キーを〇ドドとする。 N0の時
モータリレーをはずす0 モータリレー交換
モータリレーコイルの抵抗値を測定する0

モータリレー本体 N0.85—N0.86

基準値：80±10ひ

1,モータリレー

単体チIック
(コイル）

2.モータリレー 
単体チエック
(接点)

(1) モータリレーコイル（端子N0.85 (-）-N0,86 (十）） 
に直流12マを印加する。

(2) モータリレー接点の抵抗値を測定する0

モータリレー本体 1^10.30—N0.87

基準値：く12V印加時〉
N0.30-N0.87 : 0.50以下

く12 V非印加時〉
N0.30-N0.87 : —0以上

N0の時
モータリレー交換

05 ,モータリレー
単体チIック 
(絶縁）

モータリレー端子間の抵抗値を測定する。

モータリレ^一本体 N0.85 — N0.30 
N0.85 — N0.87

基準値：1^/10以上

N0の時
モータリレーズ?&

86
30 87

85

86
87 30

85

モータリレー本体 モーターリレー
ボックス端子

N
1

/ 
\
)
/

2 
3

7
(
\ 
/

^
V
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード52

4.モータ電源 (1)リレーボックスコネクタ只123、八3シ4を分離する。 N0の時
供給電圧チエック (2)リレーボックスコネクタ尺123とボディ（6X0)の間の 電源系ハーネス、コネ

電圧を測定する。 クタ修理ゐモータ電
源ヒューズ（30八）チ

只123 N0.2 (十）一 0^0 (-） ヱック

基準値：10 — 13ソ（十6端子を接続した状態で）

5.リレーボックス電 
源供給系断線 
0问0短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只123、八83參4結合をする。
(2) モータリレーボックス端子とボディ（0^0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー 

ホックス端子
N0.87⑴一⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チェック

基準値：10- 13ソ

6. リレーボックス接（1)只/リコネクタ入83,1、八33,2を分離する。
点系断線チヱック （2) 11/1；コネクタ八83，1とモータリレーボックス端子の

間の抵抗値を測定する。

N0の時
リレーボックス交換

八8シ1 N0.2
モータリレー 

ボックス端子
N0.30

基準値：0.50以下

7.リレーボックス接 
点系短絡チ 
Iック

-E//Vコネクタ八丑3，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

1 N0.2 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
(&モータ電源ヒュー 
ズ（30八）チヱック

基準値：以上
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

8.リレーボックスモ 
二夕系断線チXッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八83,6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ八83# 6とモータリレーボック

ス端子の間の抵抗値を測定する。

八83。6 N0,8 — ^ ^ N0.30
ホ、V々スぽ不

N0の時
リレーボックス交換

基準値 ”.50以下

9.リレーボックス制 
御系断線チェック

(1) バルブリレーをはずす。
(2) バルフリレーポックス端子とモータリレーホックス端 

子、モータリレーボックス端子とリレーボックスコネ 
クタ八83。6の間の抵抗値をそれぞれ測定する。

バルフリレーボックス端子N0.30— モータリレーボックス端子N0,86 
モータリレーボックス端子N0.85-八83，6 N0.6

N0の時
リレーボックス交換

但.リ.。ゞビ七乂「

1〇.リレーボックス制 
御系(3(^0短絡チ 
Iック

#モータリレーボックス端子とボディの間の抵抗 

値を測定する。

モータリレー 
ボックス端子

N0,86 — 〇即

N0の時
リレーボックス交換 
&:バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チヱック

基準値：以上

86
87 873 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

11，リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

⑴远(31；コネクタ只128を丑〇リからはずす。
(2)モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー
ボックス端子

N0.85 (十）一0^0 (-)

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 
ズ(20八)
モータ電源ヒユーズ 

(30八）チヱック

基準値：1(3〇问/〇ドド共〇ソ

12，モニタ系ハーネス（1)10キーを〇ドドとする。
断線チエック ⑵£01；コネクタ8128の0.19と0.28とをハーネスで接

続する。
(3)リレーボックスコネクタ8134とボディ（6X0)の間の

抵抗値を測定する。

N0の時
モニタ系ハーネスヽコ
ネクタ修理

8134 N0.8 —

基準値….50以下

13.リレー制御系ハー (1)モータリレーをはめる。
ネス断線チェック （2)バルブリレーをはめる。

(3) リレーボックスコネクタ尺134、八33,6を結合する。
(4) 芒011コネクタ尺128とボディの間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
モータリレー制御系 

ハーネス、コネクタ修 
理

只128 N0.7 —⑽〇

基準値：80±100

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

14.モニタ系ハーネス

0 N10短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八33參6を分離する。
(2) 丑011コネクタ端子とボディ（0^0)の間の抵抗値を測 

定する。

只128 X0.19 ―

N0の時
モータリレー制御系
モニタ系ハーネス修 

連ゐヒューズチェッ
ク

基準値：1^/10以上

15.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チI 
ック

-兄011コネクタ端子とボディ（0X0)の間の電圧を測定す 
る。

6128 N0.7 (十）一 0^1)(-）

N0の時
モータリレー制御系、
モニタ系ハーネス修 

；理ゐヒューズチェッ 
ク

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

16.巳〇リ単体チェッ 

ク（モニタ端子

⑽〇短絡）

(1) 10キーを〇^ドとする。
(2) 6(31；端子間の抵抗値を測定する。

丑(31！端子 0.19—N0.28

N0の時 
ぢ〇リ交換

基準値：11^10以上

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117 18 19 20 21 | 22 23 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137丨3813914 014114214314414 5^1 6卜 7卜 8| 49 | 50 | 5152 | 53 54 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

17.日(3じ単体チェッ 
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 圮(：1；コネクタ只128のスクリューを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。

(2) 叼011コネクタ只128を兄01；にはめる。

N0の時 
ぢ011交換

(3) 全てのコネクタを結合する。
(4) 八33シーケンス制御を起動させる。
⑸已〇；コネクタ則28の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.7 (十）一 N0.28 (-）

18.㈠/リ機能チェ 
ク

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10- 以下—

10— 13ソと変化する。

ッ （1)10キーを〇卩卩とする。 N0の時
⑵八33シーケンス制御を起動させる。 只/!；交換
(3)五(：11コネクタ8128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）—N0.28 (-)

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10- 13ソ4 
1,5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

19.各コネクタの接触
~厂£±3 ヤ ん

，全てのコネクタを組立結合し、幵/1；、リレーボックス、 N0の時 
コネクタ修理ィ、良チIック 已011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

1(2|3|4 5 6 11 7丨8丨9 |10丨11丨12丨13丨14|15|16|〗7丨18丨19120 21 | 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
29 | 30 | 31 | 3 2|3 3 134 |35孩6丨37138139140141142143144丨45146 47 4 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

ラブルコード52 モータリレー01\1固着 0.氺3氺52 (ド巳1) 
1^，闩已し八丫〇问

(¢128) (^134^ 3 :故障発生順⑺…、N10、〇し〇)

8八丁丁

㈠/リ

八83, £011

^4

86
30 87

85

モータリレー本体

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子

1 1 2 3 14 15 6 | 7 8 9 10111 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 | 22 2：3 24 25 26 | 27 | 28
12910 0 I 31 | 32 | 〇 3 | 34 5|： 6|2 713810 9卜 0卜 1卜 2卜 3卜 4卜 5卜 6卜叶 81 49 50 5152 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

モータの廻りっぱなしが再現するか

する

丨6キーを〇ドドにした状態で再現するか

する

モー^リレー交換

01¢

01¢

已(:リ交換

しなし

しなし

八へ

1 モタリレ単体チIック（コイル）

| 01¢

2 モタリレ単体チXック（接点）

| 01¢

3 モタリレ単体チIック（絶縁）

| 01¢

4 リレボックス接点系十8短絡チェック

夺01¢

5 リレーボックス制御系01^0短絡チヱック

| 01¢

6 リレー制御系ハーネス01\10短絡チェック

| 01¢

7 モ—夕系ハネス十日短絡チIック

| 01¢

8 已011単体チIック（モニタ端子十8短絡）

1 01¢

9 ，ゾア ~~ "7 丁々し ノノ ノ丄 ノノ

N0

N0

N(3
モータリレー交換

N(3
リレーボックス交換

N0
リレーボックス交換&
バルブ電源ヒューズ（20八）チェック

N0

N0
モータリレー制御系、モニタ系ハーネス修理
8^ヒュースナエッフ

N0
日(:リ交換

N0
アース端子締付

10 £01]単体チェッくン（リレー駆動端子）
寺01¢

11 日/じ機能チエッ ク
( 01¢

12 各コネクタの接触不良チエック

N0
已(：11交換

N0
㈠/リ交換

N0
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1,モータリレー 

単体チIック
(コイル）

(1) 10キーを〇孖孖とする。
(2) モータリレーをはずす。
(3) モータリレーコイルの抵抗値を測定する0

N0の時
モータリレー交換

モ- み11し—士 7士 'レ〇匚 'レ〇卩ノソ〆 平1斗、 丄、り鲁〇リ 丄、リ離〇リ

基準値：80±100

2 ,モータリレー (1)モータリレーコイル（端子N0.85 ( —）一N0.86 (十）） N0の時
単体チエック に直流12マを印加する。 モータリレー交換

(接点） (2)モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.30 N0.87

基準値：く12ソ印加時〉
N0 30— N0 87 : 0.50以下

く12 V非印加時〉

N0.30- N0.87 :1^1 0以上

〇.モータリレー ，モータリレー端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
単体チIック
(絶縁） モータリレー本体

モータリレー交換
N0.85 — N0.30 
N0.85—N0.87

基準値：1^/10以上

リレーボックス接 
点系十8短絡チェ 
ック

⑴11/11コネクタ八83，1、八33❶2を分離する。 N0の時
(2)丑011コネクタ尺128を辽011からはずす0 リレーボックス交換
⑶11/11コネクタ八丑3，1とボディ（(^^0)の間の電圧を 

測定する。

八丑シ1 N0.2⑴一⑽〇 (―)

基準値：1(3 〇问/〇卩卩共〇ソ
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

5.リレーボックス制 
御系61^0短絡チ 
Iック

⑴
⑵
⑶

10キーを〇卩孖とする。
リレーボックスコネクタ8134、八83,6を分離する。 
モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の抵
抗値を測定する。

モータリレー

ホックス端子
N0.85 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
ふバルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チェック

6.リレー制御系ハー 
ネス（3问0短絡チ
Iック

-丑011コネクタ端子とボディの間の抵抗値を測定 
する。

只1狀 N07 —

N0の時
モータリレー制御系、 

モニタ系ハーネス修 
理ゐヒューズチェッ 
ク

基準値：11^10以上

7.モニタ系ハーネス -已011コネクタ端子とボディ（(1^0)の間の電圧を測定す N0の時
+ 8短絡チIック る。 モータリレー制御系、 

モニタ系ハーネス修
只128 N0.19 (十）一⑽〇 (-） 理ゐヒューズチェッ 

ク

基準値：丨〇共〇ソ

86
30 87

85

モーターリレー本体

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス本体

12 3 4 5 16 1 71819 10 11112 13114 15 1611711811912012122 23 24 | 25 | 26 27 28
129130 13 1 |2 2「33 丁 34135(361： 7|： 813914 〇|414 2卜 3144145146丨47丨48| 49] 50 I 51 | 52 I 53 1 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

8. £011単体チェッ 
ク（モニタ端子十 
巳短絡）

⑴
⑵

⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
E^\]コネクタ只128のスクリュを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。
圮011コネクタ只128を兄(：11にはめる。
全てのコネクタを結合する。
丑011端子間の電圧値を測定する。

只128 N0,19—N0.28

N0の時 
ぢ01！交換

9.モータアースチェ -を〇ド尸としてから、モータアース取り付け緩みを N0の時

ック チェックする。 アース端子締付

基準値：32,3±9,8咖
330±100に9干，〇阳

10. 単体チェッ
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 八83シーケンス制御を起動させる0
(2) E^\]コネクタ只128の端子間の電圧値を測定する。

尺128 N0.7 (十）一N0.28 (—）

N0の時
交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10-13ソ^1,5ソ以下—
10— 13ソと変化する。

(5128^

1 1 2 3 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116 17118119120 2111 22 | 23 | 24 | 25 \ 26 | 27 | 28
12910 0卜 1 | 32 | 33 | 34 135136137丨38139ド 0141142143ド 4145146丨47レ 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

11.㈠/リ機能チェ 
ク

ッ （1)10キーを〇卩卩とする。
(2) 八丑3シーケンス制御を起動させる。
(3) 6011コネクタ6128の端子間の電圧値を測定する。

N0の時
11/1；交換

只128 N0.19 (十）一 N0.28 (-)

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10— 13ソー 
1，5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

12.各コネクタの接触 
不良チエッジ

^全てのコネクタを組立結合し、11/11、リレーボックス、 

已011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード52

ラブルコード52 モータ〇ドド減衰不良 〇氺3氺52 屮巳1) 
N>1〇丁〇闩

㊃雙㉚ 
0~~

3 :故障発生順(呢西、N110、〇し〇)

37

2

7

33 
54 
26 
53 
25 
"6"

34 
28 
29

し…

巳

し只
V

し〇
0
只し
…0

し0
0\^
糊

巳
巳

2

4

I
85

87
873

卜
87
86

(^6^4) (^23^

2 補 巳八丁丁

86 I ------------ ：— 2
4〇1^ (^124) ^

(^2)

5
4
8
3
7
2

(^6？8)

\

\

卿

8八丁丁

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 モータリレー単体 N0
画

チェック（接点）

2 モータ電源供給 N0

電圧チェック

電源系ハーネス、コネクタ修理 
モータ電源ヒューズ（30八）
テエツフ

〇に

3 モータアース N6
チェック

4 ド/リ機能 N0

チェック

各コネクタの接触 N0
5 コネクタ修理

イ、良チエック

4-174



セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1,モータリレー 

単体チエック
(接点）

(1) 10キーを〇卩卩する。
(2) モーターリレーをはずす0
(3) モータリレーコイル（端子N0.85 (-）—N0.86 (十）） 

に直流12又を印加する。
(4) モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.30——N0.87

N0の時
モータリレー交換

基準値：ぐ12V印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下

ぐ2ソ非印加時〉

N0.30- N0.87 :…0以上

2.モータ電源
供給電圧チ：！:ック

⑴
⑵

リレーボックスコネクタ只123、八83,4を分離する。 
リレーボックスコネクタ只123とボディ（0X0)の間の 
電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、コネ 

クタ修理みモータ電 
源ヒューズ（30八）チ

尺123 N0.2 (十）一 0^0 (—） ヱック

基準値：10- 13ソ（十日端子を接続した状態で)

3.モータアースチェ #モータアース取り付け緩みをチヱックする。 N0の時
ック アース端子締付

基準値：32,3±9,8咖

330 ±100 (<9卜〇⑺

86
30 87

85

モータリレー本体
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

(1)叼01；コネクタ8128のスクリューを緩め、コネクタカ N0の時 
バーをはずす。 只/1；交換

⑵已01；コネクタ尺128を丑(：1；にはめる。
(3)全てのコネクタを結合する。
⑷八83シーケンス制御を起動させる。
⑸五011コネクタ尺128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）—N0.28 (-）

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10-13ソ4 
1,5ソ以下と変化する。
モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

5.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを組立結合し、11/11、リレーボックス、 
五(31)、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

1|2|3|4|5|6 |7|8 9110111112113114 15116117118119120121丨丨22 23 | 24 | 25 | 26丨27 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 〇 413512旬37「38丨@40丨^ 2143 44 45 46147148149 1 50 1 5152 | 53 | 54 I 55 1

4.日/じ機能チェッ 
ク
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード52



セレクトモニタによる点検——トラブルコード54

3 :故障発生順/、.0、〇し0)

ストップランプ3^

2
色，

⑻ソ丁)

11
3

— 2
4

㈧丁)

(^120^
3
9

08 令

(0 ストップランプ

2

/

4

，フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

か

1 ストップランプスイッチ
端子電圧チXック

1 \ 0^

2 各コネクタの接触不良
ァエック

3 ストップランプ点灯 
ナエック

^ 01¢

4 ハネス断線チェック
| 01¢

5 各コネクタの接触不良
チエツ7

N0

N0

N0

N0

N0

八へ

£01]交換

E(:リ交換

コネクタ修理

コネクタ修理

ストップランプ回路修理

圧〇リ-ストップランプ間 
ハーネス、コネクタ修理

巳(:VI 
巳（：じ

トラブルコード54 ストップランプスイッチ 
系里蛍

(3
45

3
じ

8 
0

八
巳
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード54

1,ストツづぅンプ端 
子電圧チエック

- 33]V[のアナログデータ読み取り機能を用いて電圧を読み 
取る。

N0の時 
八へ

基準値：ペダル踏み込み状態で1，5ソ以下

離した状態で4.5 V以上

2.各コネクタの接触 
不良チエック

，ストップランプスイッチ、丑011、ハーネス中継点の各コ 
ネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

八

3.ストップランプ点 -ブレーキペダルを踏む。 N0の時
灯チェック ストップランプ回路

基準値：ストップランプが点灯する。 修理

01¢

4.ハーネス断線チェ 
ック

⑴
⑵
⑶
⑷

10キーを〇ド尸とする。
五〇リコネクタ尺128を已011か 
ブレーキペダルを踏む。

丑01！コネクタ只128とボディ
定する。

らはずす。

(0^0)の間の電圧を測

^128 N0.48 (十） ⑽〇㈠

N0の時
E^\]ストップランプ 
間ハーネス、コネクタ
修理

01¢

N0の時5.各コネクタの接触 奉全てのコネクタを結合後、ストップランプスイッチ、

不艮チエック 丑01了、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチニッ コネクタ修理レ、 | ,、 | ハ、ヽノ 1~1 I 〆 〆 ノ / | し,ノ
クする。

(5^

12 | 3 | 4 | 5 | 6 丨7丨8 9 1011川2113114115116丨17118119120121 | 22 | 23 | 24 I 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31132 | 33 | 2 4 13510 6|〇 7138139140141142143 44145 461471481 49 50 | 51丨52丨53丨54丨55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブソレコード56

0センサ出カチェ 
ック

[のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 
を読み取る。

N0の時
八

2.各コネクタの接触 - 0センサ、丑011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良チヱック 良をチヱックする。 コネクタ修理

3.故障時の状態情報
ナエック

(1) 55^1で故障時の状態情報データを読み出す。
読み出すデータ：ド只、ドし、即、见の

N0の時
3へ（次頁参照）

各車輪速度 
〇センサ出力電圧

基準値：各車輪速度二〇^⑺/卜かつ
(3センサ出力電圧$3. 65V

〇X

4. 0センサ 
ハーネス断線 
チェック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 丑011コネクタ8128を五(：1；からはずす。
⑶ぢ(：1；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

6128 N0.22—N0.39

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

112 3 14 15 16 7 819110111112113114115116 171181191201211122 23 | 24丨25丨26 27 28
12912 0 1 31 | 32 33 | 34 135136137 38139140141142143 4 451461471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 54 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

5.各コネクタの接触 
不良チIック

-全てのコネクタを結合後、0センサ、已(：1；、ハーネス中継 
点の各コネクタの接触不良をチュックする。

N0の時 
コネクタ修理

8

6. 0センサ電源チェ (1)センターコンソールボックスのふたをあけ、カバーを
1—1

N0の時
ック 外す。

(2) 0センサをボディからはずす。
(3) 10キーを〇1^とする。
(4) 0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

0センサ電源系
ハーネス、コネクタ修 
理

ド113 N0.3 (十）一 N0.1(-）

基準値： 5±0, 25 V

I 01¢

7. 0センサ出力
¢N0ハーネス断 
糸求チエック

(1)10キーを〇孖卩とする。
⑵丑011コネクタ8128を叼(：11からはずす。
⑶五01；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
0センサ出力、0X0 
ハーネス、コネクタ
修理

只128 N0.22——N0.39

基準値：4,6 — 0.3^0

|〇に

8. (3センサ出カハー 
ネスの〇问〇短絡 
チェック

(1) 0センサコネクタを0センサからはずす。
(2) 远011コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.22 — 0^

N0の時
0センサ出カハーネ 
ス修理

基準値：1V 0以上
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

9. 6センサ単品機能 
チェック

(1) 全てのコネクタを結合する。
(2) 10キーとする。
(3) 0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十） N0.3 (—）

基準値：（3センサ

水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ 

一90°傾けた状態： 0,7±0,2ソ

水平方向- 
+ 90 -90

ル

ぐ
〆亡

N0の時 
6センサ交換

〇に

10.各コネクタの接触 .0センサ、丑01；、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良チエック 良をチヱックする。 コネクタ修理

1 1 2 1 3 | 4 | 5 I 6 | 718 9110111112113114115116117118119120|21丨22 23 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 33 | 34 13513 613713813914014142 43144 45 461471481 49 | 50 | 51丨52 53 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード56

トラブルコード56 (3センサ出力，+8短絡 0，

(3

ネ3氺56 (ド巳1)

$£N3〇闩十巳

3 :故障発生順（NEV/、^10,〇し〇)

(53)

2
3

¢3センサ本体

(512^)

(^^(^20)

12
11
4
14

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 (|7|8|9|10 111121131141151161171181191201211| 22 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
29 | 30 | 3132 33 | 34 13513613710 8 39140 4142143144 45 461471481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1

円

8

8
8

21
22

28

0センサ

八83已⑴

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

0センサ出カチェック
N0

八へ

〇く

交換

八

2
0センサ出カハーネス 
の十8短絡チIック (3センサ出カハーネス修理

101¢

E0LI交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

1,0センサ出カチェ - 33がのアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 N(3の時
ック を読み取る。 八へ

基準値： 0センサ水平状態2,3±0,2ソ

2. 6センサ出カハー 
ネスの8短絡チ
Iック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) コンソールボックスのふたをあけ、カバーを外す。
(3) 0センサコネクタを0センサからはずす。
(4) 五01；コネクタ只128を五01；からはずす。
(5) 圮011コネクタとボディ（0X0)の間の電圧を測定す 

る。

只128 N0.22 (十）一（^0 (-）

N0の時
〇センサ出力、ハーネ 
ス修理

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

〇X

巳0 1)交換
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セレクトモニタによる点検 トラてプノレコード56

ラブルコード56 ¢3センサ出力，㈠リ検出異常 0 ^
0

氺3氺56 (「81)

3巳问3〇1^(ドリ

3 :故障発生順(呢西、N10、0し0)

0センサ本体

(§128)

12
11
4
14

112 3 4 I 5 | 6 ||7 819110 11112113114115116 17118119120121122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
12913 0 〇 132 | 33 34匕 5 3613712 8139140 41142143ド 41451461471481 49 I 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

(512^)

8

巳

巳

息

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0

1 0セソサ出カチェック

| 01¢

2
各コネクタの接触不良
テエック

3
(3センサ出力、（3〜0 
ハーネス断線チェック

| 01¢

4
0センサ単品機能
テエツフ

| 01¢

日⑶交換

N0

N0

N0

N0

0センサ出力、©N0 
ハーネス、コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

10キーを〇ドドとする。
E^\]コネクタ8128を已011からはずす。
ぢ01；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

3. 0センサ出力
〇㈧〇ハーネス断 
線チIック

只128 N0.22 — N0.39

センターコンソールボックスを外す。

0センサをボディからはずす。
0センサコネクタを6センサにはめる。

E^^]コネクタ尺128を五01；にはめる。
1(3キーを〇Nとする。
〇センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

ド113 N0.2 (十）—N0.3㈠

2,3±0,2ソ
基準値：0センサ

水平状態 
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ

-90°傾けた状態 0,7±0,2ソ

水平方向— 
+ 90°

N0の時 
0センサ交換

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

4. 0センサ単品機能 
チェック

基準値：4,6±0,3、〇

01¢

-6センサ出カチェ 
ック

[のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 
を読み取る。

N0の時

2.各コネクタの接触 .0センサ、五01；、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良ナエッ ク 良をチヱックする。 コネク 夕修理

八

\
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

ラブルコード56 (3センサ出力固着 0，氺3氺56 (ド81) 
<3 5EN50F( 3丁101¢

3 :故障発生順⑽西、N10、〇し0)

卿 (？^(〇120^ (5128^

2
3

0セソサ本体

12
11
4
14

8

8

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 71819110111112113|141516|17|18191201211| 22 | 23 24 | 25丨26丨27 | 28
29 30 | 31 | 32 3313/1 135136 37138 39140141142|43|44|45|46|47|48| 49 1 50 1 51 1 52 1 53 I 54 | 55 |

巳

21
22

29

巳0じ

^フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 車輪空転有無チェック

2 (3センサ出カチェック

+ 01¢

3
各コネクタの接触不良 
チ:]:ック

N0

N0

N0

4
¢3センサ出力、6^10
ハーネス断線チェック

| 01¢

5
〇センサ単品機能
テエック

| 01¢

6
各コネクタの接触 
小良ナエック

101¢

已⑶交換

N0 6センサ出力、01^0 
ハーネス、コネクタ修理

N0

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

1-車輪空転有無チェ 
ック

，車両をリフトアップした状態での4輪空転、フリーロー 
ラー走行等を行わなかったか。

行った時
システムは正常

基準値：行っていない

2. 0センサ出カチェ 
ック

(1) センターコンソールボックスを外す。
(2) 0センサをボディから外す。

N0の時 
八へ

⑶33以のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出 
力を読み取る。

基準値：6センサ

水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ 
一90°傾けた状態： 0.7土(). 2.

水平方冋—
I 八八〇
十⑻ 一90、

ぐ ザロ
3.各コネクタの接触 - 6センサヽコンソールボツクスを取付けた後、0センサ、 N0の時

不良チエック 五011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチニッ コネクタ修理
クする。
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

4. 0センサ出力
ハーネス断

(1) 10キーを〇孖ドとする。
(2) 丑011コネクタ1^128を丑011からはずす。

N0の時
0センサ出力、0^0

糸泉チェック (3)瓦〇1；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 ハーネス、コネクタ修

只128 N0.22 — N0.39
理

基準値：4,6±0,34〇

5. 6センサ単品機能 
チ：!：ック

(1) 圮011コネクタ只128を兄(：11にはめる。
(2) 10キーを〇!^とする。
⑶0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十）一N0.3 (—）

基準値：0センサ
水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態: 3,9±0,2ソ 
一90°傾けた状態: 0.7±0.2 V

水平方向— 
+ 90°

釀

〆
ザ』

へ.

N0の時 
0センサ交換

6.各コネクタの接触 -全てのコネクタを結合後、0センサ、圮011、ハーネス中継 N0の時
イ^良チェッフ 点の各コネクタの接触不良をチュックする。 コネクタ修理

(^12^)

1[2 3『415 6| 718191101111121131141151161171181191201211 22 | 23丨24 | 25丨26 | 27 | 28
29 | 〇 0 | 31 | 321ミ 3 | 34 135136 37138 39140 41142143144 45146 47481 49 50 | 51 | 52 I 53 I 54 55 I
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